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プロローグ







　『彼』に触れられると、どうにも心も、身体も、平静を保っていられなくなる。

　それを知ったのはいつだっただろう、────そんな思考に意識を持っていかれた瞬間、咎めるように突き上げられた腰によって、私の身体は大きく跳ね上がった。

「ふぁ、あ、……っ！」

「っ……考え事してる余裕、あるんだ……？」

　じゃあ、もっと気持ちよくしてやろうな。

　声音ばかりは甘やかすような響きなのに、言っていることはちっとも優しくない囁きが、耳へと直接注ぎ込まれる。熱っぽい溜息までが耳朶を掠めて、伸び上がっていた私の背中が痺れるようにびくびくと震えた。そうすると、私の中を貫いていた剛直の存在をまざまざと感じてしまって、彼に幾度となく蕩かされた襞が甘えるようにしゃぶりつく。

　脚を回していた彼の腰が、胴震いしたのが確かに分かった。

「ッは、ァ……締まった、な。やらし……」

　興奮が溶けた低い声。息だけで笑った彼がからかうように腰を揺さぶって、組み敷かれている私がシーツの海でゆらゆらと揺れた。そのまま緩慢に引き抜かれていった楔が、充溢して膨らんだ笠の段差で、襞の気持ちいいところをこりこりと掻きむしる。

「ぁ、ああ……ッや、んん……！」

　男らしい、大きな両手に押さえ込まれていた腰が悦楽に唆されて、くい、と浮いた。その淫猥な反応に、私を見下ろす瞳がじっとりと熱を孕んでぎらついていく。まだどこか、いつもの彼のような余裕を纏っていた気配すら、ぞくぞくするようなケダモノのものへと変容していって、────まるで私を窘めるように首筋を甘く噛んでみせた。

「っあ、ん……っ」

「奥までとろっとろ、で……ハ、ぁ……きもち……な、未み希き？」

「ゃ、ぁ、あああ……ッ！」

　首筋を歯に押さえ込まれたまま、がつん、と勢いよく突き上げられて、瞼の裏に星が散る。いきなり最奥の窄まりを穿たれて啼く私に容赦もせず、彼はそのまま激しい律動を始めた。

　泥濘よろしく濡れきった蜜壁を、硬く漲った怒張で余すところなく擦って、蹂躙する動き。悦楽にきゅん、と締まる媚肉を掻き分けて、奥から溢れて止まらない蜜をぐずぐずと攪拌して。最後には縋りつく襞を撫で擦りながら、充溢して開き切った笠の部分まで抜け出ていく。その動きを、肌同士がぶつかり合う卑猥な音が響くぐらいに強く、速く繰り返されてしまえば、私は喉を晒して彼に屈服を示すことしかできなくなってしまう。

「はー……ッ、くそ、あっつ……」

「ぁ、っあ、や……っも、だめだってば、ぁ……！」

「だから、お前の『だめ』は……、ッん、だめに聞こえないんだって……かわいくて、堪んなくなる、し……」

　がつがつと最奥を何度も何度も捏ねられて、晒した喉にちゅう、と厭らしく吸い付かれて、淫壁がふしだらに戦慄く。浅い部分が剛直の根本を絞るように締めているのも、最奥の窄まりがその切っ先に甘えるように食いついているのも、目を覆いたくなるぐらい厭らしい。止めようと思っても止められない、その私の身体の素直な反応は、彼の熱杭をさらに猛々しく昂らせ、張り詰めさせていく。

　土曜日の昼間、朝食も昼食も放り出して情交に耽溺する私たちは、きっと馬鹿だ。

　それでも止めたくないと思ってしまうのは、彼とようやく正しく恋人になれた悦び故か、それとも彼に嫌というほど育てられてしまった、この肉欲故か、────もうどっちかもよく分からない。

　揺さぶられる間隔が徐々に短くなっていき、やがてぐちぐちと奥だけをなじるような動きへと変わる。逞しい腰が私の太腿の付け根を割り開き、男性の身体らしい重さがぐっと圧し掛かった。熱く火照り、汗で濡れた身体同士がぴたりと重なり合う。

「ン、っあ、はぁっ……ん、んん！」

「ッぐ……、ぁ……な、未希、キス……」

　したい、とうわごとのように呻いた唇が、私のそれに噛みついた。再び隘路全体を甚振るような、雄々しい律動を始めた腰とは違う、甘ったるくて優しいキス。その落差に酔った身体がじくじくとした熱で蕩け出して、堪らなくなる。

　ゆるりと瞼を開ければ、焦点がぼやけるほど近くに彼の顔があった。揺さぶられるたびに少しほどけてしまうキスを執拗に結び直して、快楽を堪えるように眉をしかめたその顔に、お腹の奥と心臓がきゅん、と甘く震える。

　その変化に、私の胎奥を我が物顔でなぶっていた彼も気付いたのだろう。睫毛が重なるほど近くで、その瞳がとろりと愛おしげに緩み、私を見据えた。

「あ……」

　しっかりと抱え直された腰に、淫虐の予感を覚えて秘所がひくつく。ぱっと離れたその顔が、先ほどの慈しみを一切消して、厭らしい笑みをぞろりと浮かべた。

　これから先ずっと、私を愛でて貪るのだと知らしめるような笑顔にもときめいてしまう辺り、やっぱり恋は『惚れたほうが負け』なのだと思い知る。

「……ね、仁じん君」

「ん？　なに……」

　彼の輪郭から、ぽたりと汗が滴った。一緒に零れた熱い吐息が肌にまで染みわたり、その熱と濃厚な空気に流された私の唇が、降伏を宣言しようとする。

　それを寸でのところで封じ込め、降伏宣言、────『好き』という言葉の代わりに、彼の後頭部を引き寄せて、その唇へと噛みついた。

「……！」

　ぶわりと、彼の獰猛な気配が膨れ上がる。ぼやけて見える瞳が爛々と輝いているのも、彼のスイッチが入った証拠に他ならない。『負けず嫌い』の仁君は、『負けず嫌い』の私が負けを認める瞬間と、欲望に負ける様がいっとう興奮するのだと、睦言で囁かれた覚えがあった。

　だからきっとこのまま私の身体は彼に食い尽くされて、身も世もなく喘ぐことしかできなくなってしまうだろうから。

　ここから先は数週間前に遡って、────この人が私の恋人になるまでの、他愛もない『勝負』の話をしよう。







１　解けはじめる一回戦







「や、やった……」

　麗らかな午後、昼食を済ませたばかりの休憩時間。

　自分の喜色に震える声をどこか遠くに聞きながら、私は目の前に貼り出されている紙を見つめる。何度見ても『春はる瀬せ未希』という私の名前は、その紙の一番上に燦然と輝いていた。

　苦節三ヶ月。二位の悔しさに呻いて、次は絶対に負けてやるものかとできる努力は全てやった。その努力が報われたかと思うと、喜びもひとしおだ。

「今月の営業成績、一位は春瀬か」

「今回も尾お崎ざきかと思ったけどなー、後半の巻き返しがすごかったな」

　ふふん、そうでしょう。

　くすぐったいような、誇らしいような心地のまま、社内の廊下に貼り出された紙、────営業課全員を対象とした『今月の営業成績』の順位発表紙面を改めて眺める。

　一位、春瀬未希。二位、尾崎仁。この並びを見たいがために頑張ったのだ。もう少しだけ眺めていようと、廊下の端に寄ったところで、後ろから声がかかった。

「あれ、今回は未希先輩が一位なんですか？　めずらしー」

「ちょっと。珍しいって何、珍しいって」

　喜びを噛みしめている私に水を差すような、ふわふわとした甘いソプラノ。

　振り返れば、そこに立っていたのは営業課の後輩である臼うす井い梨り花かで、私の寄こしたややトゲのある返事にもへらりと笑ってみせた。

「えー？　だって先輩、ここ三ヶ月ずっと尾崎さんに負けっぱなしだったじゃないですか」

「そ……れは、そうだけど……その前は私が二回連続で勝ってたし。珍しいってほどじゃないでしょ」

「……先輩、ほんと負けず嫌いですよねえ」

「普通じゃない？　梨花ちゃんが諦め良すぎるだけだって」

　感情を精査するよりも先に言葉が零れて、思わず顔をしかめてしまう。こうやって反論するところがまさに『負けず嫌い』っぽいのだと分かっているのに。

　前からこうだったわけじゃない。ただ、負けるぐらいならできるだけ足掻こうと、やれるだけの努力をしようと心掛けているだけだった。本質は変わっていないはずなのに、妙なところで対抗心を燃やし、要らない勝負にも精を出すようになってしまったのは、────やっぱり、『彼』のせいに違いない。

「そんなことないですって！　尾崎さんといえば、営業課のスーパーエースなわけで……」

「スーパーエース……」

　微妙すぎる響きに、思わずオウム返しに呟いてしまう。そんな異名で呼ばれてたんだ、尾崎君。

　今度笑ってやろう、なんて意地の悪いことを考えながら梨花ちゃんを見つめる。梨花ちゃんはいい子だし仕事もできるけど、こういう話になると妙に長い。それでも、何だかんだと言って慕ってくれる彼女がかわいくて、あまり得意ではない雑談や噂話、恋バナにも付き合ってあげたくなってしまうのだ。

　こういうかわいげ、私にはないなあ、────ぼんやりそんなことを考えてしまうのは、つい先日彼女から「ひっさしぶりに彼氏ができました！ 　二ヶ月ぶりです！」なんて、かれこれ五年ほど彼氏のいない私にはダメージの大きすぎる台詞をぶつけられたからだろうか。

　別に、今すぐ彼氏が欲しいとか、そういうわけじゃないんだけど。それでも思わず零れそうになる溜息を飲み込んで、私は今一度梨花ちゃんの話に意識を戻した。

「入社半年で月間営業成績一位の常連に入り、二年目には年間営業成績でも一位取って、そのまま五年連続で一位キープしてるような猛者ですよ？　普通勝とうとは思わないじゃないですか」

「まあ……」

「その尾崎さんに食らいついてるのなんて先輩ぐらいですもん。それに営業勝負だけじゃなくて、他でも割と張り合ってるし。資料作成どっちが早くて上手いかとか、コーヒーどっちが淹れるの上手いかとか……」

「いや、だからそれは、────」

「────俺のことが気になって仕方ないだけだよな？」

　確かな重みが肩に乗る。聞き慣れた声音に、反射的に身体に力が入った。

　その重みを振り払うようにして身体を反転させれば、予想していた通りのにやりとした笑みが在る。仕立ての良いスーツをそつなく着こなした、上背のある黒髪の男、────私のライバルにして天敵、尾崎仁だ。廊下の方々から、彼のファンらしき女性たちの黄色い声が聞こえて、思わず眩暈がした。

　趣味のバスケやジム通いで鍛えたと噂の均整のとれた身体に、すっと鼻筋の通った端正な顔立ちはどこか日本人離れしていて、洗練されたような印象を相手に与える。それでいて、少し目元に甘さがあるのがやらしいのだ。あのどこか蠱惑的な目元に一体何人の女の子がやられてきたのか、考えたくもない。

「あれ、尾崎さん」

「お前ら、声が大きいんだよ。廊下の端まで聞こえたぞ」

「ええ～、そんなことないと思うんですけどお……」

「そんなことあるんだって」

　振り払ったはずの手がもう一度肩に置かれ、耳朶に低い声音が触れた。微かに品の良い香水も香って、体温すら感じられそうなほど近くに尾崎君の身体があるのだと理解する。そうすると自然と心臓の辺りが熱くなって、そこで熱された血液が顔までを火照らせていく。

　ただ、友達のように寄り掛かられただけだ。私と尾崎君の関係性が『友達』じゃなかったとしても、そこに何かの感情を見い出せるような甘い接触ではない。それなのに、私の中の熱さはまるで彼を意識していることを示すかのようで、────恥ずかしくて、煩わしくて、咄嗟に声を張った。

「……っ、尾崎君、人の肩に手を乗せるのはやめてって一週間前にも言わなかった？　もしかして一週間前のことすら覚えてられないの？」

「三日前にした記憶力勝負は俺が勝ったけど。お前こそ、そのこと忘れてるな？」

「ぐ……」

「記憶力勝負って……先輩たち、ほんとくだらないことでも勝負してますよね～」

　若干呆れたように梨花ちゃんが言うが、誤解しないでほしい。私だって好きで勝負しているわけじゃない。

　尾崎君は確かに同期の中どころか、社内でも飛びぬけて優秀だ。気配りもできるし、何事にも手を抜かないところは人間として尊敬できると思う。その一方で、どうにもこの人を食ったような態度と、こちらを試すような視線が落ち着かなくて。どうにかしてその余裕を崩さなければという衝動に駆られてしまうのだ。

　それに、────私は、どうしてか彼にだけは負けたくない、から。

「こいつがどうしてもって言うから、俺は付き合ってやってるだけ」

「梨花ちゃんに嘘教えないでよ。記憶力勝負は尾崎君が言い出したんでしょ」

「『私だって今までに契約取った相手の名前ぐらい全部覚えてるから』って張り合ってきたのは春瀬だろ」

「……」

　言われてみればそうだったかもしれない。

　でも、彼があからさまな挑発をしてきたのも事実だ。そのつもりのない人間が、契約相手の名前を間違えた後輩に指導してる場面で「お前も契約相手の名前、なかなか覚えられないって前に嘆いてなかったか？」なんて話を振ってくるだろうか。絶対、わざとに違いない。

　そう力説する私に対し、梨花ちゃんの反応はどこか薄く、他人事だ。

「先輩たちって顔合わせるたびにそうなっちゃうんですか？　難儀ですねえ」

「難儀って……まあ、そうかもね。尾崎君といると疲れるし」

　彼と一緒にいると、私はどうしても気を張ってしまうようだった。

　仕事で張り合っている以上、情けないところは見せたくない。────そんなプライドが主な要因で、いつ勝負をふっかけられるかと気にしてしまうのも手伝って、気が抜けないのだ。加えて、思い出したかのようなタイミングで仕掛けられるスキンシップも、私の心臓を忙しくさせる一因だった。

「疲れるって……失礼だな」

「事実です。大体、尾崎君のせいで最近『春瀬さんって意外と面白いですよね』とか言われるんだけど、どう責任取ってくれるの」

「いや、お前は前から結構面白いよ」

「……やっぱり尾崎君のほうが失礼じゃない？　ねえ、梨花ちゃん」

　これ以上の返答を諦めて息をついた私に、尾崎君の屈託ない笑い声が追い打ちをかけてくる。尾崎君といると疲れる理由に、素早く、皮肉を忍ばせた会話をしなければならない、というのも付け加えたほうがいいかもしれない。

「あ。でも、私も未希先輩が異動してきたとき、バリバリ仕事できるきつい系の人なのかなって思ってたんですけど……尾崎さんと絡んでるところ見て、かわいい人なんだなって」

「えっ」

「尾崎さんのより評価が良かったプレゼン資料を、『勝った！』って名前のフォルダに入れてるのとか、すごくかわいかったですね」

「……」

　何で知ってるの。一瞬止まった呼吸を無理やり再開させ、何とかそう呟いた私に、梨花ちゃんは「この間、ちょっと見えちゃって」なんて悪びれもせずに返す。

　人のパソコンを盗み見るのは百歩譲って許すとしても、この場でそれを言わないでほしかった、────項垂れる私の横では、尾崎君が笑いを堪えているのだ。

　顔を逸らし、肩を小さく震わせている尾崎君に向かって、私は努めて冷ややかに聞こえるように矛先を向けた。

「……尾崎君、言いたいことがあるなら聞くけど」

「良かったな、かわいくて親しみやすい先輩になれて」

　笑いを引っ込めた尾崎君が、私の肩に手を置きながら真面目な顔でそんなことを言う。確かに、きつい印象を持たれているよりはいいけれど、こんな間抜けなエピソードで取っつきやすい印象を持たれても困る。

　何より尾崎君に、その間抜けなエピソードを知られたのが情けないやら恥ずかしいやらで、私はやり場のない苛立ちを込めて、肩に乗った手を払い落した。それを見ていた梨花ちゃんが、にんまりとした笑みを深めていく。

「……何？」

「いいえ、何にも。……お二人って、確か同期でしたよね？　前からそんな感じなんですか？」

「別に……前から、ってわけじゃないと思うけど」

　私と尾崎君がこういう関係性になったのがいつなのか、と尋ねられると、私は明確に答えることができない。ただ、私が異動してきてからなのは間違いなかった。

　私が総務課から営業課に異動する前、尾崎君とただの同期関係にあった頃は、彼ももう少し紳士然としていたし、そもそも社内ですれ違うときでも飲み会でも女性に囲まれていて、ろくに話すことすら難しかったように思う。

　────でも、一度だけちゃんと接する機会があった、かも。

　入社して二年目の部署間交流会。大して飲めもしないのに顔色が変わらない私は、上司に「まだいけるだろう」と注がれた三杯目のビールに、化粧の下で顔を青ざめさせていた。私があまり飲めないことは、上司は当然、同僚や同期すら知らないことで、助け船も見込めない。今の私ならするりと上手く躱す術も身に着けているけれど、当時の私は上司が手ずから注いだそれから逃げる方法が分からなかったのだ。

　そうして困窮している私のところにやってきた救世主が、尾崎君だった。

　ごく自然に私たちの卓に入り込み、上司に酌をしつつ世間話を振って、そこからまたごく自然に上司の手柄話へとシフトさせる手際は見事で。私がぽかんとしている間に上機嫌になった上司は、私のグラスに注いだビールのことなんてすっかり忘れ、尾崎君に見送られて別の卓に旅立っていく。そうして、くるりとこちらを振り返った尾崎君は、私のグラスの中身を飲み干して、悪戯っぽく笑ってみせたのだ。

　────春瀬、実は酒強くないだろ。無理するなよ。

　その笑顔とスマートな言動に少しだけきゅんとしてしまった私を、一体誰が責められようか。そのまま二人で他愛もない世間話をした時間は、異動するまでの間、私にとって綺麗で大切な思い出だった。

「う～ん、先輩たち、ほんとよく分かんないなあ……とにかく『未希先輩負けず嫌い説』は尾崎さんも同意ですよね？」

「ああ。こんなに負けず嫌いで……こんなにガッツがある女、今まで春瀬以外に見たことないからな」

「……嬉しくないんだけど」

　それがどうして、こんないけ好かない男になってしまったのだろう。あの時の尾崎君は確かに、周りの評判通りいい男で、ちょっと大袈裟な『王子様』だの『営業課の救世主』だのの異名がしっくりくるような人だったのに。

　知る限りでは、尾崎君が勝負を吹っ掛けたり、こういうぞんざいな物言いをしたりする相手は私だけだ。梨花ちゃんには「特別扱いでいいじゃないですか！」なんて言われるけれど、同じ特別扱いなら、優しくされたりとかしたほうが、────そう思ってから、慌ててその考えを打ち消した。これじゃあ、尾崎君に優しくされたいみたいだ。

「褒めてんだよ。ガッツがないよりはあるほうが断然いいだろ。……それに、」

　す、と尾崎君が私を見下ろす。切れ長の目がさらに眇められて、奥の瞳がふっと何かの色を浮かべた気がした。そしてその瞳が、私の方へゆっくりと降りてきて。

「俺は好きだよ」

「っ、え」

　尾崎君の、低くて甘い声音が密やかに囁く。

　その、たった七つの音を飲み込んだだけなのに、意味を理解した瞬間、私の身体は異常なまでに鼓動を跳ね上げた。こちらを覗き込んでくる瞳が、私の呆けた顔を映している。その顔は、見間違いでなければ仄かに色づき、動揺と困惑だけではない何かを浮かべていた。

「……お、ざきくん、」

　喉が震えるのを抑えようとして、囁くような声が零れる。外面ばかり取り繕っても、内心は混乱の嵐が吹き荒れていて、その先の言葉の候補が浮かんでは消えていった。ここは廊下だとか、冗談はやめてほしいだとか、普段の私が言うような言葉に混じって、ひとつだけ、甘やかな期待と希望的観測にまみれた言葉が、よりによって喉から迸ろうとする。

　すきだよ、なんて。どういうつもりで、────

「────お前の、上司にまで食ってかかるピラニア並みのガッツが」

「なるほどね。喧嘩なら今ここで買うわ」

　一瞬でもどきっとした私が馬鹿だった。ええ、馬鹿だったわ。

　にっこりと微笑んだ私に、尾崎君は少しだけ目元を緩めると、近付いてきたときと同じようにゆっくりと身体を引いた。

　その瞳からはさっきまでの、何かの色は綺麗さっぱり消え失せていて。私の反応をからかうようにくつりと鳴る喉にも、あの甘さを含んだ声音の気配も残っていない、────何だったんだろう、さっきのは。

「なんだよ、褒めただろ」

「顔が笑ってる。からかいたいのがバレバレだから」

「その割には動揺してなかったか？」

「見間違いじゃない？　いい眼科紹介してあげましょうか？」

　まだ少し鼓動が速い心臓を宥めるように、戒めるように、私はそっと息をつく。

　そんな私の視界に、何故か慈愛に満ちたような、生温かいものを見るかのような顔をした梨花ちゃんが映った。

「……やっぱり、先輩たち仲が良いですよねえ」

「へえ、梨花ちゃんも眼科に行きたいの？　会社の近くにあるんだけど」

「いえ、私は一般的な感想を述べただけ……って、先輩、目が笑ってないんですけど……」

「……」

「そ……そういえば尾崎さんはどうしてここに？　やっぱり未希先輩をからかいにですか？」

　劣勢を悟ったのか、梨花ちゃんはことさら明るい声で話を尾崎君へと振り直す。からかいに、って何。そう私が指摘を入れるよりも早く、彼はあっさりと頷いてみせた。

「ああ、それもあるにはあるけど」

「ふざけてるの？」

「営業成績の結果を見に来た。まあ、さっき課長に教えられたから知ってるんだけどな」

　一応確認に。そう呟いた尾崎君が見つめる先には、あの月間営業成績があった。その横顔からは悔しさやそれに類する感情は読み取れなくて、少し期待が外れたような、物足りない心地が胸を満たしていく。

　私は尾崎君に負けるたびに、もっと頑張らなければという焦燥に駆られる。

　そうでなければ追いつけなくなる、置いていかれてしまう、────純粋な悔しさとは少し違う、そんな焦燥を抱く私とは違って、尾崎君は負けても余裕ぶった顔のまま。それがまた私に焦燥めいた衝動を植え付けるのだと、尾崎君は知らないのだろう。

　思わず溜息をつくと、尾崎君がふっと笑った気配がした。

「せっかく俺に勝ったんだから、もう少し嬉しそうにしろよ」

「……別に、喜んでますけど？」

「そうは見えないんですけど？」

「真似しないでってば、子供じゃないんだから」

「はいはい」

「また適当な……っ、わ」

　何を思ったのか、大きな手が少しだけ乱暴に私の頭を撫でまわす。髪を掻き混ぜるように動いたその手の感覚は、はっきりと男の人のもので。私のそれとは違う温度と感触に、今度は首筋がじわりと熱くなる。

　妙な気恥ずかしさから彼の腕を押しやると、尾崎君はそのままぱっと手を引っ込めた。

「もう、なんなの……」

「尾崎さんって割と露骨ですよね～……」

「そうか？」

　ぼそぼそと交わされる会話を余所に、髪を整えて顔を上げれば、笑みを深めた尾崎君がゆるりと首を傾げる。

「で、今回の勝負の『ペナルティ』はどうするんだ。決めたのか？」

「え？　……あ！　そうだ、ペナルティね！」

「急に元気になったなお前……」

　ペナルティという言葉は、私と尾崎君の間においては『勝負で負けたほうが相手の望みを聞く』という決まりのことを指す。今回は私が勝ったから、私が尾崎君に望みを叶えてもらえるというわけだ。

「ペナルティって毎回決めてるんですか？」

「そうそう。ランチ奢りとか、限定品のデザート買ってくるとか、良いワインをプレゼントするとか……まあ大したペナルティじゃないんだけどね」

　今回は三ヶ月ぶりの勝利だ。どんなペナルティにしよう、────私は改めて尾崎君の、嫌味なぐらいに整った顔を見つめて考え込んだ。

　私が総務課から営業課に異動してきたのが一年ほど前で、そのころから尾崎君とのささやかな勝負は続けられている。ペナルティの数は相当なものになり、いい加減レパートリーも尽き気味だった。

　それでも、この記念すべき勝利にいつもと同じようなペナルティじゃ味気ない。

　いつもと違うもの。負けただけでは眉一つ動かしてくれなかった尾崎君に、悔しさや動揺を与えてやれそうなもの。

「……あ、」	

「何か思いついたか？」

「うん。今回は、────」

「おっ！　尾崎、こんなところにいたか！」

　急に会話に割り込んできた声に、私は反射的に口を噤んで後ろへと下がった。いくら私が先に話していたからと言って、相手が上司なら譲らねばならない。微妙に古い体質の残っているこの会社では、暗黙の了解だ。

　声の主、────遠えん藤どう部長は廊下の向こうから近付いてくると、私の横を素通りして尾崎君の肩をバシバシと叩いてみせた。

「いやあ、お前今回二位なんだって？　だめだろ～春瀬に負けてちゃ。なあ？」

　私の名前の後に、『なんか』と付くのだろうと感じさせる声音。思わず苦い顔を作ってしまい、慌てて顔を梨花ちゃんのほうへと逸らした。梨花ちゃんは何だか微妙な顔で遠藤部長を見つめていて、それに少しだけ救われたような気持ちになる。

　尾崎君はとにかく優秀だけど、人付き合いもそつがなく上手い。あんまり出来がいいと嫌われそうなものだけど、上司からの覚えがめでたいのはそのお陰もあるのだろう。

　一方で私は、尾崎君にも評された通り、上司に対しても食ってかかることが多い。尾崎君だって上司の方針に物申したりはするけれど、そのやり方がとにかくスマートで、相手を不快にさせない術を弁えている。どちらが可愛がられるかなんて明白だ。

「部長も相変わらずですよね。尾崎さんだけベタ褒め」

「ああ……うん」

　やれ大口の契約数では尾崎が一番だとか、先方も尾崎をよくよく褒めていて、こちらとしても鼻が高いだとか。概ね事実の、いつものお決まりの褒め言葉に対しても尾崎君はそつがない。過剰に喜びもせず、媚びることもせず、部長の言葉を上手く受け流しているのが傍から見ていても分かった。

　じっと見つめていると、こちらの視線に気付いたのか、その黒目がするりと滑って私を捉える。

「尾崎の努力を惜しまないところは社員全員に見習わせたいもんだよ。近頃のやつは、そういう会社に対する献身が足りないからなあ」

「……その点に関しては、自分もまだまだですよ」

「おっ、出たな謙遜！　過ぎたるは猶及ばざるが如しだ。お前ほどやれる奴はいないんだから、謙遜ばっかりしてると他が可哀想だろ」

「いえ、そんな。努力という面では、────自分も春瀬を見習わないといけないので」

　こちらへ向けられていた彼の目が、僅かにたわんだ。

「春瀬？」

「はい。春瀬のプレゼンや資料は、膨大な知識と努力に裏打ちされた一級品です。先方の要望を先んじてリサーチし、何パターンも提案書を出せるように遅くまで準備しているところを見ています。社内にも、先方のことを事細かに共有してくれるので助かりますし……自分も何度かそれに救われている」

「いやあ、でも春瀬はな……」

「それに、部長が毎回経費処理で使ってるツール。あれも春瀬が空き時間に独学で作ったものですよ。課の人間の仕事が効率的に回るように、我々に代わって試行錯誤してくれているのは彼女です」

「……」

「部長、彼女のプレゼンをご覧になったことは？」

「いや……」

「まだでしたら、是非。春瀬の気配りと努力を怠らない姿勢は、自分なんかよりも余程社員の見本になるかと思いますので」

　部長へと視線を戻し、愛想のよいにっこりとした笑顔を浮かべた尾崎君は、そのまま部長の趣味らしい釣りの話を切り出す。尾崎君の言葉に面食らっていた部長も、あっという間に笑顔に戻った。

　アフターフォローも完璧、本当にむかつくぐらい完璧だな、────じゃなくて。

「み、未希先輩今の聞いてました!?」

「……聞いてた、聞いてたから肩揺さぶるのやめて」

「もう～ほんと尾崎さん、ずるいですよねえ……しれっとああいうこと言うんですもん。私ですら、未希先輩が色々してくれてたなんて知らなかったのに」

「……」

　ずるい。その言葉が一番しっくり来た。

　基本的に営業先は被ることがない。社内の人間に余所行きのプレゼンを見せる機会もないから、尾崎君がそんなことを知っているとは思ってもみなかった。課内で使えるツールを適当に自作しているのだって、気付かれているはずもない。そう思っていた。

　『頑張っている自分』アピールほど滑稽なものはない。社内の人間、特にライバルだと思っている尾崎君には、そういうところを見せないようにしてたつもりだったのに、────彼は、全部を見ていてくれたのだ。あの飲み会で、私が飲めないと見抜いたときのように。

　ぽつりと灯った胸の明かりが、恥ずかしさにも似た甘ったるさを連れて身体中を駆け巡る。それはたぶん、彼に触れられたときの胸のざわめきとは、また別種の何かだった。もっと深くて柔い部分に触れられたような、優しいのにどこか激しい衝撃が心臓を波打たせる。

　努力というものは自分がしたいからするものであって、人に褒められるためにするものじゃない、なんて。そんなものは建前だ。理解されれば嬉しいし、褒められたら舞い上がる。私のような、肩肘を張って仕事をしているような人間は、特に。

　部長と談笑を続ける尾崎君の横顔は、至っていつも通りで、そこに何か特別な感情も見い出せない。そのことが、尾崎君が口にした私に関する全てが、他意のない彼の本心なのだと思い知って、心臓に追い打ちがやって来る。

　ああ、やはりずるいのだ、尾崎仁という男は。だから私は、彼のそういうところが、やっぱり、────

「私、経理課の鷺さぎ坂さかさん派だったんですけど……尾崎さんが鬼ほどにモテてきゃあきゃあ言われてる理由がようやく分かりました！」

　ぴしり、と。胸の内で何かが鳴った。

「……」

「でもずっと彼女いないんでしたっけ？　あんなにかっこいいのに、仕事が恋人だなんてもったいないですよねえ」

　────いや、騙されるな春瀬未希。彼は私をからかうのが大好きなだけの、余裕ぶってるいけ好かない男だ。

　深呼吸を繰り返せば、ようやく心臓も落ち着いてくる。さっきまでの胸焼けするような思考をさっさと頭から追い出し、私はようやく平静を取り戻した。

「あ、でも仕事が恋人なのは先輩もでしたっけ。確か就職したころからいないんですよね」

「そうだけど……それが？」

「もしかして、お二人ってお似合いなんじゃないですか？」

「いや、ないでしょ。何でそうなるの」

「またまた。だって尾崎さんって先輩の、────あ！　やばい、もしかしてもうすぐ昼休み終わります!?」

「え？　ええと……あと五分かな」

「私、午後一番で会議なんでした……！　準備があるので失礼しますね！」

　今度ご飯行きましょうね、聞きたいことたくさんあるんで！

　そう朗らかに言い残し、梨花ちゃんは慌しく自分のデスクの方へと走り去っていった。嵐のような背中を眺めて、私は思わず呟いてしまう。

「元気だな……」

「本当にな。社内を堂々と走れるのなんて臼井ぐらいだろ」

「……尾崎君」

　振り返ると、思ったよりもずっと近いところに彼は立っていた。何気ないふうを装って一歩離れてから、私はちらりと彼の周囲を見遣る。

「遠藤部長は？」

「もう自席に戻った」

「そう。……ねえ、さっきの部長との話、────」

「ん？」

　そこまで言いかけて、言うべき言葉が見つからないことに思い当たる。

　「ありがとう」？　それとも、「余計なこと言わないで」とか「何で知ってるの」とか？

　どれもしっくりくる気がせず、私は誤魔化すように視線を外し、結局「何でもない」とぼそぼそと呟いた。

「何だよ、気になるだろ」

「だから何でもないってば！　それより、ペナルティの話なんだけど」

「ああ、決まったんだっけ。『久しぶり』のペナルティだからな、何でも言ってみろ」

「尾崎君っていちいち嫌味を言わないと喋れないの？」

「嫌味じゃなくて事実。で？　ほら、早く言わないと昼休み終わるぞ」

　首をゆるく傾け、尾崎君が私の顔を覗き込んでくる。余裕たっぷりにたわんだ唇が、人の気も知らないで続きを促した。

　反論したいのはやまやまだけど、彼の言うことも正しい。私だって午後はタスクが詰まっている。もたもたしているわけにもいかない。

「じゃあ、今回の尾崎君のペナルティ、────マッサージね」

　尾崎君の、時が止まった。

「……」

「……」

「……マッサージ？」

「うん」

「マッサージって、あのマッサージだよな？」

「他にマッサージってないでしょ。先月の営業成績勝負のペナルティがマッサージだったの、覚えてる？」

　一ヶ月前、敗北に地団駄を踏む私に、尾崎君が言い渡したのがマッサージだった。

　曰く、「お前に勝つために死ぬほど頑張ったから労わってくれ」と。「労わってほしいのは私ですけど!?」と憤慨しながら、彼の肩や背中、足などのマッサージをしたのが記憶にも新しい。

　尾崎君も流石に覚えていたのか、曖昧に頷いてみせた。

「あ、ああ……」

「あれ、ものすごく悔しかったからお返しがしたくて」

　尾崎君は私の言葉に一度、二度と目を瞬かせると、複雑な感情が絡み合ったような、呆れが色濃く出た表情へとそのかんばせを塗り替える。

「春瀬、お前……」

「何？　悔しくて言葉も出ない？　でもちゃんと私を労わってね」

「心底馬鹿だな」

「今度こそ喧嘩売ってる？」

「いや……お前がこんなにアレだとは思わなかった。予想外だ」

　はあ、と大袈裟に溜息をついた尾崎君は、額に手を宛てがうポーズまでしてみせる。

　そういうからかい方なのかとも思ったけど、顔を覗き込んでみた限りでは本当に心底呆れているように見えた。相手が本気だと分かると、こちらも微妙な心地になってしまう。

「……尾崎君だって一回やらせたでしょ？　何でそんなに呆れられなきゃいけないの」

「男と女じゃ話が違うだろ。分かれよ」

「ええ……？」

　そりゃあ違うだろうけど、────そう言おうとして、彼の表情に呆れだけではなく困惑が滲んでいることに気が付いた。

　マッサージ。男と女。珍しく困惑した尾崎君。その三つで、私は彼が言わんとしていることをようやく理解する。それと同時に、思わず苦笑してしまった。

「大丈夫でしょ」

「だから、」

「だって尾崎君、マッサージを理由に私なんかに手を出すほど飢えてないでしょ？」

「は……」

　相手の身体に触れる。しかもマッサージのように、色々な部分にしっかりと触れるという行為は、相手の同意がなければ訴えられてもおかしくないものだ。それが男女間、しかも力の強い男性から女性へと行われるなら、尾崎君の懸念もあながち間違いではないだろう。

　でも私と尾崎君なら、また話は別だ。

　梨花ちゃんがさっき言ったように、尾崎君は大変モテる。引く手数多の彼が、マッサージにかこつけて私なんかの身体をどうこうとか、天地がひっくり返っても有り得ない。

　首を傾げた私を、尾崎君はしばし見つめていた。そうして気まずくなるぐらいの時間が流れたあとで、彼はもう一度大きめの溜息をつくと、首の後ろを擦りながら「分かった」と呟く。

「マッサージはしてやる、────後悔するなよ、お前が言い出したんだからな」

「え、」

　尾崎君の台詞に被って、昼休み終了を告げるチャイムが鳴り響く。

　くるりと背を向けて去っていく彼は、私の問いかけに対して明確な返答をしないままだった。

「後悔……」

　男らしい大きな手が肌を滑り、揉みこむ感触を想像する。その瞬間、ちり、と首の後ろが灼け付くような感覚を覚えた。

　あの手に、私の身体が触れられる。

「……いやいや、ないでしょ」

　彼が私にちょっかいをかけるのは、私が勝負相手として純粋に面白いとか、ライバルとして認めてもらえているからのはずだ、────そう思うのに、一度想像してしまった彼の指先の感触は、なかなか肌から消え去ってはくれなかった。

　私は腕を擦りながら、のろのろとした足取りで自席へと歩き出す。幸い、午後のタスクは満杯だ。余計なことを考えている暇なんてないだろう。

「……万が一変なところ触られたら、セクハラで訴えよう……」
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「春瀬」

「……ちょっと待って」

　キーボードを限界のスピードで叩きながら、ちらりと手元の書類に目を遣る。

　間違いがないことを確認し、保存をして、パソコンをシャットダウン。適当に荷物をまとめて立ち上がれば、ハリウッド俳優よろしく柱に身体を寄り掛からせ、こちらを見つめている尾崎君と目が合った。

　適度に眇められた目元、すっと通った男らしい眉に引き結ばれた薄い唇。本当に心臓に悪い造形だ。ただ立っているだけで絵になる男性を、私は彼以外に知らない。

「定時五分オーバー。まだまだだな」

「誰かさんが昼休みの最後に爆弾落としたせいでしょ……」

「何か言ったか？」

「ううん、何も。さっさと行こう」

　歩き出した私に合わせ、尾崎君も足を進める。随分と長いそれは、窮屈そうに私と歩幅を合わせてくれていた。

　『ペナルティの決行は今夜』と仕事中にメッセージを送ったのは、懸案事項は早めに済ませたいという私のエゴだ。金曜日だから難しいかとも思ったけれど、尾崎君も予定は入れていなかったらしい。

「で、どこでやるんだ」

「確か、私がやったときは会社の仮眠室だったよね？」

　私たちの会社には、少ないが仮眠室というものがある。ただ、不必要な長時間労働を招いてしまわないようにと、繁忙期以外は開放されていない。私が尾崎君にマッサージを施した先月は繁忙期の終わりかけで、今月はもう開放されていなかったはずだ。

「使えたら手っ取り早かったんだけど、無理そうだな。家……も、お前の家と俺の家は反対方向だ。マッサージする時間を考えたら、多分どっちかが帰れなくなる」

「うーん……」

　────あとマッサージができそうなところといえば……ホテル、とか。

　でも、それを無邪気に言い出すには、昼休みの出来事が重すぎた。何もないだろうと信じてはいても、妙な躊躇いが生まれてしまい、私は何度か唇を開け閉めする羽目になる。

　その葛藤を切り裂くように、尾崎君の何でもないような声音が私の耳に響いた。

「まあ、無難なのはホテルだろうな」

「えっ！」

　思わず尾崎君の顔を振り仰ぐ。思い切り動揺している私とは違って、尾崎君は何だか妙に静かな瞳をしていた。

「だって仕方ないだろ、マッサージできるような場所なんて他に思いつかない。お前に他の案があるなら別だけど」

「そ、れは……」

　他に案なんてないのは明白だった。

　ただ、何でもないふうを装って頷くタイミングを逃した私は、こちらを見据える尾崎君の黒々とした瞳からゆっくりと逃げようとする。

　そんな私を、彼はからかうような笑みで追撃した。

「それとも、────動揺するってことは、やましいことでも考えてたか？」

「っ……！」

　こちらを見下ろす流し目と、図星をついてくる鋭い言葉に、一瞬呼吸が止まった。次いで心臓が激しく暴れ始める。

　やましいこと。

　────確かにそうだ。いや、でもこれは期待したわけじゃなくて。ただ単に考えてしまったら、どうにも引っ込みが付かなくなっただけ。

　尾崎君に触られたらどうなるかなんて、そんな『やましいこと』は、夢想していない。

「春瀬？」

「……そんなわけないでしょ。大丈夫、ホテル行こう」

「大丈夫に見えないんですけど」

「どう見ても大丈夫に決まってるんですけど」

　そうして話しているうちに、私たちは会社の外に出ていた。駅に向かう人の波に逆らい、繁華街のほうへと足を向けた私の背中を、尾崎君の溜息が追いかけてくる。

「……お前な、負けず嫌いも大概にしとけよ」

「別に、負けず嫌いで言ってるわけじゃ……」

「俺が男だって、ちゃんと分かってるか？」

「そんなガタイのいい女の子がいたら、流石にちょっと驚くかもね」

「春瀬、」

　咎めるような声が、私の背中を飛び越えて追いついた。その真剣な響きに、彼の意外な誠実さが見えた気がして、勢いだけではない確信が強くなる。こんなに忠告してくれている時点で、尾崎君がやましいことを無理やりやるとは思えなかった。

　それなら、何も起こりようがない、────確信に則って、私は再び口火を切る。

「『やましいこと』には発展しないよ。私と尾崎君じゃ」

「……へえ？」

「だって私と尾崎君って……贔屓目だったら悪いんだけどライバルというか、そんな感じで。お互いに、もっと深い仲に発展する感じじゃないでしょ」

「なるほど。お前がそう言うなら、────」

　急に腕を掴まれ引き留められる。ぐるりと回った視界で、自分が反転させられたのだと理解した。

　そして。私のそれよりも高い位置にある尾崎君の顔が、今度は何かを企むように愉しげな笑みを浮かべてみせる。

「今度は、それで勝負するか」

「え？」

「お前が俺のマッサージで感じたら負け。感じなかったら俺の負け」

「え……いや、何言ってるの？」

「受けないのか？」

「や、だから……ええと、何？　感じたら？　……待って、頭痛くなってきた」

「頭痛薬あるぞ」

「嫌味を嫌味として受け取りなさいよ！」

　本当に頭が痛くなってきた気がして、私はこめかみに手を遣った。

　マッサージで感じたら私の負け、感じずに終わったら尾崎君の負け。なるほど、分かりやすくてシンプルな勝負だ、────でも、その内容が圧倒的におかしい。先ほど感じた誠実さを打ち消して余り有る。

　ちらりと尾崎君を窺うと、その顔は至っていつも通りで下心めいたものは感じない。

　つまり今までしてきたのと同じ、ただの勝負の一つということだろうか。

「……大体、私が不利すぎない？　私からは何もできないわけだし」

「そうか？　俺はあくまで普通にマッサージをするだけのつもりだけど、それでも？」

「……それは……」

　そう言われてしまえば、露骨な拒否が『やましいこと』を意識している証明になってしまう気がして、つい口ごもる。

　尾崎君に丸め込まれ始めているのは分かっているのに、そこから逃げ出す術がない。

「まあ、お前が感じるようなら何もせずにいる保証もないけどな」

「は……」

「だけど、そもそも感じたらお前の負けで勝負は終わり。マッサージも終わりだ。問題ないだろ？」

「いや、あのね……」

「それに『やましいことに発展しない』って言ったのは春瀬だ。自信ないのか？」

　唇の端をゆるりと吊り上げ、尾崎君が囁いた。

　そこを突かれると弱い。ついでに畳みかけられるのにも、煽るような台詞にも私は弱い。尾崎君は『負けず嫌い』な私の性質を大変よく理解しているらしい。

「っあ、……あるから！」

「はい、じゃあ決まり。ホテル行くぞ」

　ぽん、と背中を軽く叩いた尾崎君が、私を追い越していく。

　尾崎君が約束を守る性質なのも、人を食ったような態度の割に誠実なことも分かっている。それでも、もしかして私はとんでもない勝負を引き受けてしまったのではないだろうか、────そんな思いが消えてくれない。

　尾崎君とじゃそういう感じにならないと豪語した五分前の私を、微かに呪った。
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　そこに座れと指し示されたのは、割り勘で取ったビジネスホテルの一室の、愛想のないセミダブルベッド。眩しいぐらいに白いシーツは、私たちが今からすることが色気も何もない『マッサージ』であることを裏付けてくれているようで、少しだけ緊張がほぐれた。

　────そう、大丈夫。別に普通にマッサージを受ければいいだけなんだから。

　鞄を放り出してベッドに深く腰かけると、ワイシャツ姿になった尾崎君がするりと手を伸ばしてきた。

「じゃあ、今回営業成績で俺に勝った春瀬サンに、誠心誠意込めてマッサージさせていただきます」

「……尾崎君の敬語、胡散臭いんだけど」

「お前がそうやって妙なところにツッコミ入れるのは、緊張してるときの癖だ。リラックスしろ」

「別に緊張なんてしてないから。邪推は尾崎君の悪い癖ね」

「はいはい」

　けらりと笑った尾崎君を睨みつけるけれど、彼は素知らぬふりで私の全身をじっと見つめた。緊張が残る身体は、視線でなぞられるだけで妙に硬くなってしまう。

　吸い込まれそうなぐらいに黒い瞳は、やがて私の腕付近で動きを止めた。

「まずは腕からやるか。右手を貸せ」

「こう？」

「そう……前のマッサージのときにも思ったけど、お前の手、結構小さいよな。揉みにくい」

「普通じゃない？　尾崎君の手と一緒にしないでよ」

　尾崎君の手が私のそれを包み込み、揉みほぐすように指圧してくれる。大きな親指が、ゆったりとした動きで手のひらを覆った。確かに彼の親指二つでほとんど埋まってしまうような手のひらは、彼からすれば小さいのかもしれないな、────なんてことを考えている間に、尾崎君は腕のマッサージへと移っていた。

　手首から肘までを、ぐうっと撫でるように押し込まれる。二の腕も同じようにされれば、じわじわと全体に温かさが広がっていった。少しずつ血流が巡ってくるのが気持ちよくて、私はゆったりとした瞬きを繰り返す。

「力加減、平気か？」

「え？　ああ、うん……ちょうどいいと思う」

　────随分、真面目にマッサージをしてくれるんだな。

　僅かに伏せられた尾崎君の目元と、私の腕に丁寧に触れていく彼の指先を見つめて、私はぼんやりと思う。

　律儀にペナルティをこなすだろうということは、今までの勝負から分かっていた。それでも、こうして実際にやってもらうと、妙な感慨と高揚感があった。

　だって、あの尾崎君が、私に命じられるままにマッサージをしているのだ。意地悪もせずに。先月の屈辱感が薄れていくような気さえして、ついつい頬が緩んでしまう。

「勝ってよかった……」

「感慨深そうだな。そんなに三連敗が効いた？」

「当たり前でしょ。悔しいのもあったけど……尾崎君も三連勝のために頑張ってたから。だからこそ、負けたくなかったんだよね」

「……ふうん、」

　両腕の二の腕までを軽くマッサージし終えた尾崎君は、今度は私の後ろへと回って手際よく肩を揉み始めた。後ろから抱きしめられるような体勢。彼の腕の中は『男の人』の匂いがして、一瞬心臓が跳ね上がる。

「まあ、今回春瀬が頑張ってたのは本当だしな。朝から晩まで相手の要望の調整で駆けずり回ってて」

「え、」

「製作部署が納期短くできるようにって、昼飯食う間も惜しんでスケジュール管理引き受けてたしな？」

「何で知ってるの!?」

「見てたから」

「そういうのは見なくていいの！」

　本当、よく気が付く人だ。駆けずり回る姿も、昼ご飯もそこそこにスケジュールと睨み合う姿も、なるべく人に見せないようにしていたのに、────そう思いながらも、彼のその聡さが嫌じゃなくなっているのは、さっき部長相手に吐き出した『本音』を聞いたからだろうか。

　ほだされている、と思った。私をからかい掻き乱す彼の中に共生する、その誠実さに。勝手にじわじわと熱くなる頬を見られないように俯くと、むき出しのうなじに、尾崎君の吐息が触れたのが分かった。ぞく、と背筋に痺れが走って、呼吸が乱れる。

「お、尾崎く、」

「でも……努力が誰にも認められないのは、ちょっと寂しいだろ」

「っ……」

「お前は頑張ってるよ、春瀬」

　らしくない、優しい言葉とあまったるい響き。

　ふ、と笑った気配と共に、肩甲骨のあたりをぐりぐりと絶妙な力加減で押される。尾崎君の言葉をどこかで聞いたことがあるような気がしたけれど、その気持ちよさと、優しい言葉にどこか気を張っていた心がどんどんほどけていった。

　一度ほどけてしまったものは戻らない。緩んだ思考の隙間に、じわりと忍び込む、────気持ちいいという感覚。

　尾崎君の手や声や吐息、ほのかに感じる体温。その全てを意識しだすと余計に、その感覚が強くなっていく。さっき感じた彼の匂いすらも私の身体をおかしくしていくような気がして、お腹の奥が小さく震えた。

「だから肩とか……ここも、すごく凝ってる」

　尾崎君の手が肩甲骨から、ゆるゆると脇下あたりへと往復する。ブラジャーのラインから少し外れたところを、何度も。

　そしてそのはずみにか、彼の指先が少しだけ身体の側面、胸の付け根のあたりを掠めた。

「っひ、」

「ん？　どうした」

「ううん、何でもない……ん、」

「そうか。続けるぞ」

　尾崎君の指は、そのまま何度もその場所を揉みこんでは離れてを繰り返す。ぐ、ぐ、と押されるたびに、圧迫感とは別の何かで声が零れそうになった。それを何とか喉奥で押し留めながら、意識を必死に逸らそうと努力する。

　思い出すのはホテルに入る前に言い渡された『勝負』のことだ。感じたら負け、なんてふざけた内容に、もしかしてわざとやっているのでは、という思いが芽生えてしまう。

　でも、そこが胸かと言われると微妙なラインだ。『普通のマッサージ』の範囲内と言われれば、そうだとも言える。そもそも尾崎君は、自分がその微妙過ぎる場所を揉んでいる自覚があるのかないのか、いまいち判別がつかない。

　ただ分かるのは、これ以上同じ場所に触れられていると、どんどん零れる声が甘く蕩けていってしまうだろうということで、────それを阻止すべく、私は背中の彼にそっと声をかける。

「あの……近くない？」

「ん……ああ、悪い。もう少し離れるか」

　きょとんとした顔の尾崎君が、ややあって小さく笑って手を離してくれる。抵抗もなく、意地悪もせず、あっさりと。その笑顔にからかうような色はなく、ただ少し申し訳なさそうに眉が下がっている。珍しくも殊勝な態度に、私は思い切り面食らってしまった。

　わざとじゃなかったんだ。そう思うと、邪推したことや過剰反応したことが恥ずかしくなってくる。同時に、なくなってしまった彼の指先の温度が少しだけ、ほんの少しだけ残念に思えて。

「……ごめん、やっぱり大丈夫。さっきのところ続けてもらっていい？」

　舌先に乗せてから、『さっきのところ』という言葉はいらなかったかも、なんて少しだけ後悔をする。心がほどけてから、私の脳味噌は、言葉の選別や統制が下手くそになってしまったらしい。

「いいのか？　近いとか以前に、痛そうな反応してた気がするけど」

「えっ、や、それは……別に痛かったわけじゃ……」

「へえ？」

　ならいいけど。

　もう一度伸びてきた彼の手が、私の背中に触れ、すうっと身体の前面へと滑っていく。ぴくりと肩が跳ねたのが、自分でも分かった。

「ん……っ」

「……」

「は、……ぁ」

　尾崎君の息がまたうなじに触れて、首筋を撫でて、鎖骨へと下りていく。それがさっきより微かに濡れて、温度を上げた気がして、私の心臓がだんだんと速く脈打ち始めた。

　勝負のことを抜きにしても、ただのマッサージで『感じ始めてしまっている』なんて、知られるわけにはいかない。それなのに彼の手が触れるたび、どうしても細くあえかな声が零れてしまう。

「っ、ふ、」

「春瀬？」

「……すこし、くすぐったいだけ、っだから」

「くすぐったい、ね……」

　嘘だ。

　うずうずとした、居心地の悪い感覚が背中を伝い、お腹の奥に響き始めている、────紛れもない快感が私の身体を支配しようとしていた。シャツ越しでもひどく熱い尾崎君の指先。その熱に浮かされるように、毒が全身に回るように、じわじわと身体が火照り始める。血の巡りなんて言葉では誤魔化せないその感覚に、思わず太腿を一度すり合わせれば、じんとした痺れがまたお腹の奥へと届けられた。それは尾崎君が私に触れるたびに、何度も何度も響いてくる。

「ん……、ぁ」

　最近は一人で身体の疼きを鎮めるのさえもご無沙汰だったから、眠っていたそれが溢れ出してきたのだろう、────なんて、言い訳にもならないことを考える。拙い私の一人遊びよりも、尾崎君のくれる刺激は『ただのマッサージ』であっても鮮烈で、強力だ。

　ここまでくると、普通に肩を揉まれているだけでも変な感じがして、私はつい彼の手から逃げるように肩を竦めてしまった。

「こら。やりづらい」

「だ、だって……っというか『こら』って何、」

　私はあんたの犬か何かか、と。そう文句を言おうと振り返って。

　思っていたよりもずっとぎらついて、獲物を見定めるように眇められた瞳と、目が合った。

「な、……春瀬。お前まさか、感じてないよな？」

　その瞳の持ち主が、ぞろりとした笑みを浮かべて私を見下ろす。

　彼の中で、何かのスイッチが切りかわってしまったのだと、そんな予感がした。

「っ……まさか。尾崎君がやましい気持ちを抱いてる、から……そう見えるんじゃない？」

「なるほど、確かにそうかもな。……でも、」

　尾崎君の手が、さっきまでぐりぐりと苛めていた場所より少し内側、────彼の指が沈むぐらいには柔い、胸の横をぐっと強く揉みこんだ。

「あ、っ……！」

　今まで漏れていた吐息とは明らかに違う、甘さを含んだ、音階の少し外れた悲鳴。

　しまったと思ってももう遅く、その音は後ろにいた彼の耳に届いていたらしい。耳のすぐそばにある尾崎君の唇が、低く笑った。

「今のかわいい声も、俺の勝手な想像か？」

「っい、今のはわざとでしょ……！」

「さっきと同じ場所を、同じように触っただけ。それであんな甘ったるい声を出してるなら、お前はさっきから感じてたってことだろ。どちらにせよ……」

　尾崎君の匂いが、ぐっと強くなる。背中にあった熱い身体がさらに近付いたのだと気配だけで感じて、背筋がじわりと粟立った。

「────感じたんなら、お前の負けだ」

　負け、────その言葉を聞いた瞬間、もはや反射のように首を振った。方向は横。違う、感じてない。うわごとのようにそう呟いた私に、尾崎君はまた愉しそうな声で応えた。

「へえ、強情だな。さすが負けず嫌い」

「や、だから感じて、ないし……」

「嘘つき。言ったはずだろ、『お前が感じるようなら何もせずにいる保証もない』って」

「え、」

　ぐい、と身体が後ろに引かれ、背中がシーツに押し付けられる。声を上げる暇すらない鮮やかな手並みで、私は尾崎君の腕の檻に閉じ込められてしまった。こちらを見下ろす尾崎君は、ぞくぞくするぐらいに雄くさい顔をしていて、心臓が、息が、苦しくなる。

「負けを認めないなら、『マッサージ』はまだ続ける。いいよな？」

「えっ……あ！」

　私が感じるようなら、何もせずにいる保証もない。でも、感じたら私の負け。マッサージは終わりで、触らない。

　その微妙に矛盾しているような、していないような一文は、私が負けを認めなかったときのためのものだったのだとようやく気付く。最初から尾崎君は、私が感じたことを認めないだろうと分かっていたのだ。

　私が意図を理解したと気付いたのか、尾崎君はさらに愉しげな笑みを深めて、私の首筋を人差し指でつう、と撫でおろす。反対の手は太腿をするすると辿り、時折肌に軽く爪を立てていった。その刺激に爪先が軽く丸まって、快感を身体に溜め込んでいく。

「っ、尾崎君、からかってるならやめて」

　これは『マッサージ』じゃない。

　言外にそう訴えてみるけれど、尾崎君は鎖骨を引っ掻いたのちに、身体の輪郭を確かめるように胸の外側のラインを厭らしくなぞってみせた。服の上からなのに敏感にその刺激を受け取ってしまうのは、男性に触られるのが久しぶりなせいもあるだろうけど、たぶんこのじりじりと濃密さを増していく空気のせい、だ。

「からかってない。もちろん、遊びでもない」

「ど、ういう意味？」

「……さあ？　自分で考えてみろよ。得意だろ、そういうの」

　は、と熱く湿った吐息が、言葉と一緒にすこし乱れてしまった襟元に落ちてくる。「考えてみろ」なんて言ったくせに、尾崎君はもっと執拗に、丁寧に、それこそマッサージでもするみたいに私の全身をあますところなく撫でて、辿っていくから、考える端から思考がどんどんほどけていってしまう。

　尾崎君によく似た、意地悪な指先だった。

「っ手、止めてくれないと……考えられないんだけど……！」

「だめ。お前止めたら余計なことまで考えるだろ」

「ッあ……！　んっ、馬鹿、ちょっと」

　硬く、しっかりとした親指の腹が、腰骨の少し内側を責め立てる。残りの四本の指が腰を掴むようにしているのも堪らない。女の柔い肌に食い込む男の指先というものが、こんなにも厭らしいものに思えるなんて、誰も教えてくれなかった。

　一人で慰めるときとは全く違う、誰かに自分の身体の支配権を明け渡そうとしている感覚は、私の心をも快感の海へと引きずりおろしていく。学生時代の彼氏は淡泊だったから、全身を好き勝手に暴かれていくのなんて初めてだ。肌を撫でる指先一つ取っても、尾崎君のそれがひどく厭らしい熱を灯しているのだと、比べて理解してしまう。

　私の少ない経験では、彼に太刀打ちできないことなんて明白だった。一度絡めとられてしまえば、もう翻弄されて、余すところなく食べられる運命しか残されていない。

「────ほら、考えて。俺がお前にこういうことする理由。何だと思う？」

　ああ、やっぱりこの男はずるいのだ。急に甘やかすような声で、こんなことを言うなんて。

　ほどけていく思考をなんとかかき集めて、尾崎君の真意を想像する。からかってない、遊びでもないでこんなことをする真意なんて、そんなの、ゆるゆると与えられる快感に茹った頭じゃ、ひとつしか思いつかなかった。

「……春瀬、」

　名前につられて、ちらりと尾崎君を見上げる。逆光で見えにくいけれど、私の目がおかしくなってしまったのでなければ、彼は随分と愛おしそうに目元を緩めていた。まるで、とても大切なものを愛でるかのような。

　胸の奥がぎゅう、と引き絞られるような感覚に思わず目を伏せる。心臓が耳の奥でうるさく騒ぎ立てて、顔から爪先まで血が巡っていくような気がした。

　たぶん、致死量のときめきだった。

　私をからかうのが大好きなだけの、余裕ぶってるいけ好かない男、────の、はずだったのに。

「お前……なんか、」

「っや、なに……」

「目が蕩けてる。そろそろ降参か？」

　眇められた目が、嗜虐をまとって私を射抜く。その手はいつの間にか、服の下に潜り込んでお腹の上をゆるゆると擦るようにしていた。その動き自体は何てことないはずなのに、皮膚の下にあるものを意識してしまって、私はまたこっそりと太腿を擦り合わせる。

　『感じること』に対する抵抗がどんどん薄れていくのを感じながら、まだ私の唇だけは必死に抵抗を続けていた。

「うそ、適当なこと……っ、言わ、ないで」

「嘘じゃない。もう身体が欲しそうにしてる……」

　揶揄するように尾崎君が呟く。熱に浮かされたような、どこかぼんやりとした響き。お腹の上にいた彼の手が、さらに私の身体を厭らしく這い上がっていく、────そして、ブラジャーの淵に隠されていた膨らみの先端、硬く、赤く色づいた蕾を暴き立ててしまった。

「……ここ、こんなにしてるのに『感じてない』は無理があるよな？」

「え、ッあ……！」

　一瞬、思考が白む。私の身体を散々燃え上がらせた指先が、きゅう、とその蕾を摘まみ上げたのだ。

　びり、と全身が痺れるような衝撃。それはすぐにじんじんとした、熱を孕むじれったさに変わる。爪先が軽く丸まって、足が震える。呆然として尾崎君を見遣ると、彼は意地悪げな笑みにどこか興奮を滲ませて、私の耳元へ寄って囁いた。

「硬くて……熱くなってる。感じすぎ。もう我慢できなくなった？」

「っは、ああ……、っ」

「軽く摘まんだだけなのに……これ、好きなんだな。腰浮いてる」

　ベッドから浮き上がった背中のラインを、尾崎君の手が軽く支えた。それだけでは流石に不安定で、私は咄嗟に両手の肘と踵をシーツに突っ張る。そうすると揺れる膨らみを突きだすような形になって、自分の身体がよく見えた。尾崎君はそのまま、空いた手で何度も蕾をしごきたて、周りの薄く色づく輪ごと揉みこむ。その手つきの、あまりの厭らしさに目じりさえも熱くなった。

「んっ……ぁ、や……っ」

「気持ちいいくせに」

　わざわざ見せつけて、そんなことを言う尾崎君はやっぱりいつも通りの意地悪で、性悪だった。不安定な体勢から手も身体も満足に動かず、ろくな抵抗もできない。それならせめて顔を逸らしたいと思うのに、まるで魔法にでもかけられたかのように、その光景から目が離せない。

　羞恥に震えれば一緒に膨らみもたわむように揺れ、その向こうには私をこんなふうにした尾崎君の顔があり、彼によってどんどん卑猥に膨らまされていく頂があった。こんな光景、最低だ。恥ずかしさで死にたい、────全部、尾崎君が悪い。

　それを知らしめてやりたくて、私は勢いとやけくそだけで言葉を放つ。

「仕方ないでしょ、尾崎君に触られてるんだから……！」

「……は、」

　この場の雰囲気を一瞬掻き消すような、ぽかんとした顔だった。その予想外の反応に、私も思わず動きを止めて、自分の台詞を反芻する。そして、その台詞のとんでもない破壊力に眩暈がした。

「……『俺に触られてるから』、こんなにしてるのか」

「っあ、いや、ちが……」

「違うのか？」

　畳みかけるように尋ねてくる尾崎君の目は、じりじりとした焦燥と情欲に燃えているのにひどく真剣で、その真っ直ぐさと熱量に気圧されたまま、私は「違わない……」と呻く羽目になる。

　その瞬間、今まで余裕ぶっていた尾崎君の顔から、その『余裕』が剥がれ落ちたのが分かった。

「っ、お前……本当に迂闊というか、馬鹿正直というか」

「え？」

「仕事でもそうだろ。搦め手も、機嫌を取るための折衷案も使わないで、馬鹿正直に自分の正しいと思ったことを意見する。だから部長にも煙たがられるんだよ」

「っそれは、」

　今は関係ないでしょ。

　そう続けようとした唇に、溶けてしまいそうなほどに熱い吐息が触れて。

「でも俺は、お前のそういうところ、────」

　かわいいと思ってるけどな。

　すこしだけ喉を鳴らして笑った尾崎君の唇が、ぽかんと呆けていた私のそれに食らいつく。濡れた感触と、私以外の誰かの温度。背筋まで突き抜ける、今までのとは違う快楽。

　キス、されてる。私がそのことを理解したときには、もう尾崎君の舌が咥内で好き勝手に暴れ始めていた。

「んっ……！　は、ぁ……ふ、んん」

「は……っお前、口の中、あっつ……」

　何度も角度を変えて荒々しく吸い付かれ、喉の入り口までを彼の舌で蹂躙される。じゅ、と唾液を啜られると、ぞく、ぞくっと尾崎君に支えられたままの腰が震えた。中途半端に浮かされた姿勢では逃げることもできず、私はただ熱くて厚い彼の舌にされるがまま、咥内を明け渡す。

　ライバルで、勝ちたい相手。そんな尾崎君にキスで支配されているのだと思うと、どうしてかお腹の奥がうずついて、とろりとした蜜が溢れてしまう。突っ張っていた踵がシーツの海を掻くように滑り、やがて尾崎君の脚に押さえ込まれて止まる。

　身体ごと混じり合うような、濃密な交わりだった。

「ふ、……は、春瀬は口も小さいな。俺の舌ですぐ一杯になる……」

「あ……ふ、ぁっ、は……なん、で、」

　何でキスなんかするの。

　酸素まで尾崎君の唇に奪われたせいで、頭が回らない。それでも私の言いたいことは伝わったらしく、ぼやけた視界の中で少しだけキスをほどいた尾崎君は、まだ吐息が触れる距離で雄くさく笑ってみせた。

「お前が、……っふ、かわいいこと言うからだろ」

「か、わいいって……さっきから何言って、」

「せっかく、俺も……は、ちゅ、……ん、イイコで我慢してたんだけどな」

　ちゅ、ちゅ、とかわいらしいリップ音が鳴る。さっきとはうってかわって宥めるみたいな、甘やかなキス。その心地よさに、くったりと身体の力が抜けていく。馬鹿だなと自分でも思うけれど、彼の優しいキスに、欲と愛情めいた何かが入り混じった視線と言葉に、心臓と奥がきゅんと疼くのが止められない。

　だから、反応が遅れてしまったのだ。

「っ……、ひあ、ぁっ……！」

「ああ……めちゃくちゃ濡れてる」

　キスで意識を逸らしている間に伸ばしていたのだろう、尾崎君の右手が、私のスカートの中に潜り込んでいた。

　硬い指先が、ショーツ越しに秘所のくぼみを上下になぞる。そこはもうとろりとほどけ始めていて、彼が緩慢に指を動かすたびに、ねっとりと淫靡な水音が鳴った。布越しに花弁をかき分けて、指を押し込むようにされると、じゅわりと蜜が溢れるのが分かって、私は喉を晒して甲高く喘ぐ。

「ッや、ふ、ああ……っ」

「っ……、こんなに濡らしておいて、まだ言い訳できると思ってるのか？」

　なあ、春瀬。

　獣の瞳が、私の全身を視姦する。悦楽に惚ける顔も、暴き立てられた膨らみと蕾も、まくれ上がったスカートから覗く、ぐっしょりと濡れた蜜壺を透かしているショーツも、────全部、尾崎君の眼前に曝け出されてしまった。

　もう、言い訳できない。その取返しの付かなさに、またショーツより、蜜路よりもずっと奥が甘く疼いて愛液を零していく。

「お前の負けだな」

「っわ、かった、あ……っ負けで、いいから、」

　ああ、負けを認めてしまった、────悔しさのような、焦燥のような何かが胸に広がっていく中で、私は尾崎君の満足そうな吐息を聞いた。しかし尾崎君の手は止まる気配を見せず、ぐずぐずと蜜壺の入り口をほぐしていこうとする。

「負け、認めたんだからっ、あ……も、触らないで……！」

「だめ。俺が勝ったんだから好きにさせてもらう。『ペナルティ』は……」

「は、……？　っや、ちょっと！」

「────俺に、お前の全部を見せること」

　尾崎君がシーツを擦りながら体勢を入れ替える。

　私は後ろから抱えられ、尾崎君の身体にもたれかかるような形になった。しっかりとした胸板に支えられ、また胸の奥が微かに痺れる。その間に、彼の長い脚がシーツの上に放り出されていた私の脚を絡めとって、はしたなく開かせて固定してしまった。

「え、」

「今度はこっち、ほぐすから」

　厭らしく脚を撫で上げ、付け根を通りこしてショーツに触れる両手。さっきと同じように花唇をくすぐるように引っ掻く。不規則にかりかりと引っ掻く動きは、ほころび始めていた口をさらに開かせて、もうすっかり淫液を吸い尽くしたショーツが指と一緒に僅かに沈んだ。溢れた蜜はショーツの外へと零れ出し、尾崎君の指と私の太腿をはしたなく汚していく。

　入りそうで入らない。そのじれったさに腰が重く痺れた。早くやめさせなければという思いは確かにあるのに、中の粘膜を元に戻らないほど蕩けさせてほしいとさえ思ってしまう。

　私のその思いに反応してか、蕩けた淫筒が、食い締める硬いものを求めるかのように蠢動した。尾崎君も指先でそれを感じたのだろう、まだどこか硬い入り口をとんとんと突いて、興奮からか熱い溜息を吐く。

「……ここ、随分狭そうだな。俺の人差し指だけで、いっぱいになりそう」

「あ、ぅ……」

　いっぱいにされると思うと、蜜路が期待から、さらにきゅんと締まった。あんまりな反応だと思うのに、身体はもう頭の言うことを聞こうとしない。

　ぐ、ぐっと私を突き上げる指は、何度か同じ動きを繰り返したあと、疼きを慰めるように花弁を丁寧に撫でさする。垂れた蜜はやがて会陰を通り越し、シーツにまで垂れていく。ちゅく、という卑猥な水音が、私の耳から脳味噌を快楽に浸けた。

　そして尾崎君のもう一方の手が、ショーツの中と潜り込み、ほぐされていく蜜口の上で震えていた花芽に伸びる。最初は優しく、掠めるように。徐々に強く、擦るように芽の先を撫で始めた。

「ぁ、あ……ッ！　そこ、っいや、や……」

「嫌？」

　はは、と乾いた笑い声が耳朶を滑り落ちていく。指が悪戯に、膨れ上がったそれの根本を弾いた。

「嫌って顔じゃないけどな」

　指に弄ばれる快感でじくじくと疼いた芽に、今度はぐりぐりと押し潰すような刺激が加えられる。溢れた蜜をたっぷりと纏ったそれは、指が触れて、離れてを繰り返すだけでさらに膨れ上がり、艶めいた真珠を露わにしていった。

「ァ、っ……は」

「でも、お前が嫌だって言うなら、やり方を変えようか。例えば……こうとか」

「っひ、ぃ、ああっ」

　指先が巧みに動きを変える。包皮を捲り上げるように側面を軽く掻いたかと思えば、二つの指で挟むようにして何度も捏ね合わされた。大きな指が窮屈そうに、それでいて丁寧に、じんと熱っぽい花芽を扱く。ぬるぬると滑るのか、たまに勢いよく擦り上げられて、尾崎君の脚に絡め取られたままの足先がびくりと痙攣した。その反応に、尾崎君の口元が愉しげに歪む。

「これ、いいんだな」

「ぁ、ッや、ちが、ッだめだってば……っあ、はぁ……！」

　ちゅくちゅくと小さな水音と共に、快楽の芯を丁寧になぶられる。後ろから抱えられ、脚も押さえ込まれた状態で、私にできることは迫る絶頂に対しての、『我慢』だけだ。じんじんと熱を溜めていく身体を制御しようと、意識を尾崎君の指から逸らそうと、必死に試みるけれど、────悪戯に蠢いた爪先が包皮を捲り上げ、中の芯を厭らしく撫で上げた瞬間、張り詰めていた糸がぱちんと切れるような音が脳裏に響いた。

「あ、ぁ……、ッ～～～！」

　奥からじゅわりと蜜が溢れ出す。掴まれている太腿が小刻みに痙攣する。全力疾走をした後のように、心臓が大きく騒ぎ立てるのを耳の奥で聞いて、私はようやく、自分が果てを迎えてしまったことを知った。

「ッ……なあ、春瀬。今イッた？」

「は、っは、ッん……ちが、イッてない……」

「へえ？」

「イッてないから……」

　明らかな嘘に、背後で彼が笑う気配がした。はは、という低い声はどこかじっとりとした欲と熱を孕んで、耳からも私をぞくぞくさせる。

「こんなに中も外も痙攣して……身体も熱くして、イッてないは無理があるだろ」

「っ……」

　それでも、私は私のために見栄を張るしかない。首をゆるゆると横へ振って、唇を引き結ぶ、────そんな私の態度に業を煮やしたのか、秘所をまさぐっていた手が両方ショーツの中に潜り込んできた。

「あ……」

　両手の指先が、充血した花唇をくぱりと開いてみせる。

　入り口の辺りに蜜だまりができていたのか、押し広げられたそこから熱い粘液の塊が糸を引いて垂れていく。息を呑んだ私とは対照的に、尾崎君は劣情が抑えきれなかったような、掠れた声でこちらを詰った。

「は……、こんなにとろとろにしてんのに、本気で誤魔化せると思ってる？」

「っあ、ぁ……ん」

　うなじ、首筋、耳元と彼の鼻先が厭らしく擦り付けられる。蜜を掬っては秘所全体に塗り広げていく動きが、まるで嘘つきな私をなじっているようで堪らなかった。

「掬っても掬っても、どんどん溢れてくる。ほんと堪え性ないな、お前のここ……」

「ちが、っ……」

　首を振ってむずかる私を、尾崎君はひどく優しい声で宥めた。違わない。全部見せろ、大丈夫。大丈夫だから。耳に注ぎ込まれるその声は、私を快楽に貶める悦びに濡れていた。頭のどこか冷静な部分が、彼の箍がまたひとつ外れてしまったのだと叫ぶ。

「ひっ、ん、ああ……っだめ、入っちゃ、」

「狭いのにこんなに蕩けて……もう開き始めてる。ほぐして、もっと奥まで開いてやるから。な？」

　ぬる、る、と緩慢に、骨ばった太い指が私の中へと沈んでいく。すこしささくれ立っているそれは、私自身のものより余程内壁に馴染んでいるようだった。少し圧迫感を感じるほど、中をいっぱいにされるのが、────泣きそうなほどに気持ちいい。

　正直すぎる私の内側は、その指をきゅう、と食い締めては、とろりと緩むのを繰り返し、尾崎君に私の感じている悦楽をあますところなく伝えてしまう。

「ふは、……やらしい動きしてる」

「や……っ、く、んんっ」

　揶揄混じりの声音は、いつも私をからかうものよりずっと甘く、どこか粗雑だ。でもそれが、彼の余裕のなさの表れのようで、頭がまた茹っていく。

　中に埋まった尾崎君の指は、しばらくそのまま動かなかった。そして次第にゆっくり小刻みに中の襞を擦り上げ始めると、ちゅ、ちゅうと吸い付く粒を振り切るように奥へ奥へと指を突き入れた。ぞわ、と背筋が粟立つ。反射的に身体が逃げようとするが、後ろから抱えられた体勢のせいで、容易く押さえ込まれる、────それすら、彼に対する被虐的な悦びを、私の身体に植え付けていくだけだった。

　このままじゃ、本当にだめにされてしまう。しっかりしなくては、────茹った頭の中、まだ何とか蕩けていないそこが私に警鐘を鳴らす。

「あ、や……っそんな、奥、だめ、ッだめだって、抜いて……！」

「っこら、暴れるなって」

「ッだから、さっきから『こら』って何様……ひ、ぁあ！」

　この雰囲気をどうにかしようと必死に模索し、さっきは言えなかった文句を言おうと振り返った瞬間、────油断していた私の弱点に、爪が立てられた。優しく扱きあげられ、甘やかされていた神経の塊に、突然の苛烈な刺激。びくん、と腰が跳ね上がり、恐ろしいほどの悦楽から逃げるように後ろへとずり下がって。

「あ……」

　背中と腰のちょうど中間あたりに、硬く、質量を持ったものが触れる。私の肌をしっかりと押し返す感触に思わず視線を遣れば、すっかり芯の通った昂りが、猛々しく膨らみを作っていた。その熱くじっとりとした温度が、尾崎君のスラックスと私のシャツ越しに肌へと伝わってくるのが厭らしくて、思わず唾を飲む。

　彼の持つ欲望をあまりにも赤裸々に映し出すその屹立に、蜜で濡れきった道の奥、男の人にしか触れられないその場所が、はっきりと疼きを感じた。同時に反応した隘路が、その熱い杭の代わりに中の指を強く食い締める。節の形さえ分かってしまいそうなほど、熱い粘膜が彼の指に絡みつく。

「尾崎君だって、こんな……！」

　いつから『こう』だったのかは知らないけれど、人を散々詰っておいて随分な有様だ。こちらを見下ろす顔を睨みつければ、情欲が溶けた眦をにんまりと歪めた尾崎君が、優しく触れるだけのキスを落としてくれる。

「だから言っただろ、『保証はしない』って」

「っ、でも……」

「感じたのはお前が先だ。大体、────のこんな姿見て、反応しないほうがおかしいだろ」

　もう一度降ってきた唇が、今度はうなじに口付ける。熱を帯びた息が、濡れた肌を一撫でした。

「っ、ん……今、何の『こんな姿』って言った？　聞こえ、なかったんだけど……」

「……後でな。今はこっちに集中して。俺に全部見せてくれるんだろ」

「ひ、」

　ぐいっと腰を引き寄せられ、熱いものが腰に触れたまま逃げられなくなる。そして、そのまま指が、蜜路を勢いよく掻き回し始めた。入り口から、最奥の少し手前までを全部一度に擦られるのが堪らなく気持ちよくて、私は思わず腰を捩って身悶える。

　そうすると、腰を彼の昂りに押し付けてしまう形になるわけで、────その熱さも硬さもまざまざと感じてしまって、尾崎君も私に触れて興奮しているのだと実感する。恥ずかしいのに、『興奮されている』という事実が、どうしようもなく私をドキドキさせた。

　きっと、自分と同じなのだと知ったからだ。尾崎君も、私に触れて興奮してる。私だけがおかしいわけじゃない。快感に茹った今の私の頭には、それは充分な免罪符になりえた。

　だからだろうか。

　ペナルティなんて、私と尾崎君の間で取り決められただけの代物だ。本気で嫌だと突っぱねれば、尾崎君だって止めてくれるはずだと分かっているのに、私の身体は彼の手に抗わずに快感を享受している。抵抗しなければと思っていた心が、徐々に快楽に押し流されていく。

　彼に、恥ずかしく情けない姿を、────全部見てほしいと思い始めている。

「っん、尾崎、く」

「ああ……二本じゃちょっと狭いな。我慢しろよ」

「あ、ああっ……」

　熱い溜息と共にぬるりと抜け出ていった指が、二本になって戻ってくる。じりじり押し広げられた壁に、今まさに尾崎君に身体を変えられているのだと理解する。

　二本になった指は鉤状に揃って曲げられ、お腹側の浅い部分を擦って押し込んだ。ざらりとした感触のそこ。女性の気持ちいい場所だという知識はあったけれど、自分で慰めるには少し触りづらくて、あまり触れたことはなかった場所だ。

　奥から溢れてくる蜜をかき分け、そこへと容易く触れた尾崎君の指によって、最初は鈍かった感覚が次第に目覚めさせられていく。

「は、ぁっ、そ、んなとこ、」

「ん……ああ、ここ。気持ちいい？」

「っん、ぁ……」

　折り曲げられた指が、何度もそこをゆったりと責め立てる。押し込み、擦り上げ、少しふっくらとし始めた辺りで、悪戯に撫でまわす。

　弱火で炙られるような快感が全身に回っていって、くん、と腰が軽く浮いた。そこを突かれるたびに、何度も。その泣きたくなるほど卑猥な動きすらも、尾崎君は「好きなところ、たくさん突いてやるから」なんて言葉で肯定した。そうして私の中は彼に対し従順に開き、その剛直を迎え入れる準備を始めてしまう。当然、尾崎君もそれに気付いたようだった。

「……もう、こんなに開いた。ぽっかり、入り口広がってるの……分かるか？」

「あっ、ぁ、ゃあ……っひろげちゃ、」

　二本の指が、水かきの部分を起点にして、ゆっくりと蝶番のように開かれていく。それにつられ、とろとろにふやけた粘膜が大きく押し広げられた。くぱ、という微かな水音と共に何度か開閉を繰り返す指と、私の秘所。ショーツの下で行われているそれは、きっと目を覆うほどにはしたない光景だろう。

「こうすると、奥からどんどん溢れてくる……そろそろ手がふやけそう」

「んっ……や、尾崎君、も、だめ……抜いて」

「だめ。今度は奥な……いい子にしてろよ」

「ァ、やっ……は、あぁ……！」

　ずぶずぶと深いところまで沈められていく、硬い指先。指の質量に押され、その隙間から愛液が滴り落ちる。

　彼の指は相も変わらず我が物顔で、私の中を蹂躙する。一本でも狭かった奥の方は、闖入者に驚き、慄いてきゅうきゅうときつく締めあげた。

「っ、ひぁ」

「ッは、せま、……」

　狭さゆえ、いきなり広げるのは無理だと判断したのだろうか。尾崎君の指は揃って奥をこん、こんと突き上げるようにする。入り口が広がってしまったせいで、さっきよりもぐっと奥に埋め込まれるそれは、あと少しで最奥に届いてしまいそうだ。指で触れられる限界の部分を、まるでくすぐるように撫でられると、未知の性感に爪先がぴくりと痙攣した。

　優しい暴虐だった。尾崎君は、まるで『ここに自分が入るのだ』と知らしめるように、丁寧に私の奥を開いて、突いて、ほぐしていく。

「あっ……あ、そんな、ゆっくり、だめ……」

「ゆっくり、嫌か？」

「や、や……」

　そんな献身に、馬鹿になってしまった私の身体が耐えられるはずもない。

　奉仕に応えるように、甘えるように。きゅん、きゅんと尾崎君の指を食んで、締めて、奥へ奥へと引き込もうとする内壁。後ろで尾崎君が、静かに唇を舐めた気配がした。

　尾崎君も気付いたのだろう。私の身体はあまりに素直に、正直に、────二度目の果てが近いと伝えていた。

　蜜壺をほぐす間、宥めるように太腿を擦っていた尾崎君の手が、私のブラジャーを上にずらす。ワイヤーに押しつぶされ、たわんだ膨らみを、彼の指が揉みこんでもっと卑猥な形へと変えていった。少しだけ日に焼けたそれが、まろく白い私の肌を執拗に弄ぶ様は、信じられないぐらい淫靡に映る。

「っ……ん、それも、ッあ、やだ……」

「お前の『やだ』とか『だめ』は、全然嫌そうじゃないんだよな。むしろ、もっと欲しいって言ってるようにしか聞こえない。……ほら、ここも『もっと』って強請ってるだろ？」

「ッひ、ぁっ！」

　先ほど散々弄ばれた蕾が、ぴん、と強く弾かれる。そのまま嬲るように何度も弾かれ、じんとした甘い疼きと共に膨らんでいった。すっかり最初の慎ましさを失い、摘みやすい形になってしまった蕾は、確かに『もっと』と強請っているかのようだ。

　自分の身体の浅ましさを自覚すると、その快感を認めたくないという心の箍が、一息に外れた。ぎゅう、と絞るように蕾を扱かれた刺激が、一息に全身を貫いてしまう。

「ひぅ、っあ、ああっ……！」

「……っ、またイッた……」

　静かな悦びが滲んだ声を聞きながら、私はなかなか降りられない絶頂の中で藻掻いた。二回目の果ては長く、私の精神力や全身の力を根こそぎ奪っていく。背筋が痺れているのは分かるのに、どうしたらこの快感の痕が消えてくれるのかがさっぱり分からなくて、手元のシーツをぐしゃぐしゃになるまで引っ掻いてしまった。

　私が許容を超えた淫楽に打ち震えている間にも、尾崎君の指は、痒みにも似た疼きを覚える私の蕾を優しく扱き、身体の熱を冷まさないように慰めるという『お節介』に勤しんでいる。

　やがて私がゆるゆると絶頂から降りてくると、最後にぴんと蕾を爪先で弾いて、私を振り返らせた。

「……いい顔。会社にいるときのお前とは別人みたいだ。こんなに目が潤んで、顔も真っ赤で……やらしくて、────っは……見てるだけでぞくぞくする」

「ッ、ぁ……」

　欲望を煮詰めたような、どろりとした瞳が私を見据える。隠されもしないその欲が肌を灼き、粟立たせ、さらに感度を高めていく。彼に求められていると、嫌でも思い知る、濃密な熱を孕んだ視線。

「なあ……お前をこうしてるのが、俺だって。ちゃんと分かってるか？」

「んっ、ぁ、なに……？」

　もう私の頭には、彼の言葉の意味を正確に推し量るほどの余裕は残されていない。分かるのは、聞いているだけでおかしくなりそうな声音が、耳のすぐ近くから聞こえるということだけ。ふっ、と吹き込まれる吐息に、甘ったるい啼き声が漏れた。

「お前を感じさせてるのが俺だって、────ちゃんと思い知れよ」

　会社にいるときとは別人のような、その声音が響くと同時に、湿った感触が耳をねぶった。

「ふ、ぁあ……」

「はは……耳もだめ？　お前、もう俺にどこ触られても感じてるだろ……」

　じゅ、うう。頭の中まで舐められて、吸われているような、暴力的な快感に背中が仰け反る。それでも逃がしてもらえなかった耳は、唾液がまぶされた舌によって、段差のひとつひとつ、穴の輪郭すらも執拗に濡らされていく。だめ押しに荒く息を注ぎ込まれて、びくりと喉が震えた。

　耳、胸、下腹部。再びそうして全身を責め立てられれば、ぞくぞくとした感覚がお腹の奥を切なく締め付ける。その手前で蜜を絡め、ちゅくちゅくと音を立てていた尾崎君の指は、いつの間にか三本になっていた。

「どこ触ってもだめって、ほんと……かわいいな。今すぐ、全部食べてやりたいぐらい」

　そう囁いた尾崎君の手が、次第に動きを速めていった。先ほど指を曲げて責め立てていた、お腹側の浅い部分。そこだけを何度も押し込まれて、果てへと追い上げられていく。

「……っ、また、きゅうって締まった……もう限界？」

「ッ、……あ、やだ、ああっ、あッ！」

「っふー……、春瀬、こっち向け」

「おざき、く、……っや、ぁ、んんっ」

　尾崎君の手が、やや乱暴に私を振り返らせた。一拍遅れて噛みつくようなキスが降ってきて、唇さえもめちゃくちゃにされる。キスの前、一瞬だけ見えた彼の顔はひどく切羽詰まって、余裕のないものだった。

　中を掻き回す指のせいで、私の身体がゆらゆらと揺れる。無理な体勢でのキスは何度もほどけて、絡みあってを繰り返しながら、私と尾崎君の温度を上げていく。

　何度目かのキスがほどけたところで、焦点がぼやけるほどの近くで尾崎君と目が合った。ぞくぞくするぐらいの、ケダモノの瞳。それがすこしだけ眇められて、濡れたままの唇がもう一度触れ合った。

「ッは、……こんなに感じて、やらし……」

「ン、っふ、ぁあっ……や、ごめん、なさ……！」

「なんで？　いいよ、たくさん感じて……俺のせいでやらしくなってるの、かわいいから」

　ケダモノの瞳がゆるりと優しく弧を描く。慣れない『かわいい』の言葉は、今日だけで何度か私に与えられていたけれど、こんなに胸をざわつかせる『かわいい』は初めてだった。感じていることも、こんな風に触れあっていることも、全部まるごと肯定してしまうような魔力を秘めた、四文字。

　その魔力が私に染みわたったのを確認してから、彼は一度舐めた唇で、私を突き落とす一言を放つ。

「────だから、もっとイッて」

「ッあ、っ……～～～！」

　一瞬、声だけで果ててしまうかと思った。

　彼の手で感じるように仕立て上げられた身体が、反射的に、従順に、快楽の渦に自分から落ちていこうとしたのだと、一拍遅れて理解する。呼吸を荒くする私を見て、尾崎君は甘ったるく笑ってみせた。

「連続じゃイけない？　いや……イキたくないのか？」

　突き上げてくる指に揺さぶられる形ながら、何とか必死に頷く。

　だって、だめだ。だめに決まってる。これ以上イッてしまえば、何もかもを曝け出してしまう。私と尾崎君の関係性が何か明確に変わってしまう、────もう手遅れであることは重々承知ながら、私はぐずぐずになった思考でそんなことを考える。

　怖い、と思った。尾崎君にこんなに気持ちよくされてしまって、おかしくさせられて。私は、どうなってしまうのか、────

「へえ……でも、そうだよな。俺とお前は恋人でも何でもない。春瀬は始める前、『私と尾崎君はそんなんじゃない』『絶対感じない』なんて言ってたし……それなのに、こんな、」

　彼の語尾が、欲情に乱れて微かにひび割れる、彼の腕が、私の腰をきつく抱え直す。快感を逃すようにのたうちまわる脚を、再びその長く重い脚で押さえ込み、逃げ場のない悦楽の檻に私を閉じ込めた。

　そうしてから、中を責め立てる手の親指が、快感によって剥き出しにされた淫芯を捕らえ、容赦なく押しつぶした。快感を受け入れるコップは既に溢れかけ、今の刺激でまた一歩崩壊に近付いてしまう。

「はっ……ぅ、ああ、ッ!!」

「こんな簡単に、俺にイかされまくって。これ以上は恥ずかしくて、怖いんだよな」

　分かるよ、なんて。ちっともそう思っていない声で尾崎君が嘯いた。

　その証拠に、よく濡れた蜜路を我が物顔で蹂躙する指先は、ちっとも責めの手を緩めない。それどころか、弱点を責められてさざめくように痙攣し、甘えるように締め付けてくる内壁の感触を味わいながら、より激しく突き上げて私を翻弄してみせる。とめどなく溢れる愛液の糸は、随分と太くどろりとしていて、自分が本気で感じているのだと、否が応でも突き付けてきた。

　暴力的なほどの悦楽が私を取り巻いて、溺れてしまいそうだと思った。早く楽になりたいのに、理性がそれだけはだめだと邪魔をする。

　あ、あ、と細切れの吐息が零れる合間に、尾崎君の荒い呼吸音が聞こえる。心臓がだんだんと拍を上げていく。身体の芯がじんと痺れる。だめ、と呟けたかどうかは分からなかった。降参の証のように顎を反らせて、尾崎君の逞しい身体に全身を預けて。腰がびくりと浮き上がり、唇がだらしなく開く。はく、と息を呑んで、それがすぐに嬌声に代わる。

　ああもう、いっそ何でもいい。いちばん気持ちいいところまで、昇ってみたい。

「ァ、ああっ……！　だめ、イっちゃ、あ、あっ……!!」

「でも、だめだ。逃がしてやらない。俺に全部見せろ、春瀬、────」

　イけ。

　ひどく優しいのに、私の心臓の柔い部分を滅多打ちにするほどの淫靡な命令。

　それに逆らう術を、私はもう持っていなかった。

「ッあ、ァ……ああっ、ッ～～！」

　ぴん、とだめ押しに秘芯を弾かれて、そこに溜まっていた熱が、弾けた。

　思考が真っ白く塗りつぶされ、全身に突き抜けるような感覚が走る。厭らしくしなった背中を引き戻すように、彼の手が蜜洞の最奥を肌の上から押さえ込む。呼吸が上手くできなくて、何度も短く息を吸いながら、そのたびに中に入ったままの硬い指をまざまざと感じた。

　指は少しの間、まるで私を甘やかすかのようにゆるく抜き差しを繰り返していたけれど、ふっと深く息をついた瞬間、────ぐち、と鈍い水音と共に再び内壁を擦り上げる。

「ひ、っ……あ、ああっ！」

「ん……っ、ほら、もっとイけって……！」

　溢れる蜜を攪拌する動きに、ひどい音が鳴った。お腹側の浅い部分だけを執拗に、激しく責め苛む手淫。まだ一回目に果てた余韻の残ったままの身体は、新しく与えられた強烈な刺激に屈服し、また果てへと押し上げられる。熱い血液が全身を巡り、どっと汗が噴き出す感覚、────それが、断続的に何度も押し寄せた。

　イッてるのに、指が止まってくれない。甘く激しい痺れに震える媚肉を、まるで掻きむしるかのように動き続ける指先は、すぐに私の身体へと快感を注ぎ込んで、あっという間に次の絶頂を叩きつけてくる。次も、その次も。イッてもイッても終わらない悦楽に、悶える腰が激しくくねり、上下に揺動した。

「あッ、う、んん……っ、ぁ、あ、……！」

「っす、げ……腰、動いてる。えろ……」

「や、ぁ、やだ……っ」

　尾崎君の揶揄に、かっと頬と心臓が熱くなる。

　はしたない。止めたい。そう思っているのは確かなのに、くねるような腰の動きは、中を蹂躙する指の動きに合わせてどんどん激しくなっていった。

　悦楽から逃げようとしているのか、それとも破滅的な願望に唆され、もっともっとと刺激を求めているのか、もはや自分でも判別がつかない。荒い呼吸音が遠のき、意識がどんどん曖昧になっていくのに、快感だけはひどく鮮烈で、瞼の裏でちかちかと火花が舞った。

「ぁ、あっ、や、ッもう、イけない、っけない、から、ぁ……」

「だーめ。もっと……おかしくなるぐらい、気持ちよくなれ、よ……っ」

「はー、あ……っん、また……！」

　秘所全体とお尻に力が入り、尾崎君の指をひときわ強く食い締める。びくびくと伸びあがる全身が強張り、シーツを掴んでいた指先や爪先が、力の込めすぎで白く染まった。

　気持ちいい、本当におかしくなっちゃう。煮立った頭に浮かんだその言葉は、呂律が回らなくなった舌では上手く紡げず、嬌声に塗りつぶされていく。短いスパンで与えられる絶頂が溜まりに溜まって、じわじわと一つの大きな快感へと昇華されていくのを感じる。その快感が膨れて、膨れて、────弾け飛びそうなほどに大きくなって。

「ア、っん！　尾崎くっ……だめ、イっちゃ、あ、あ……ッ！」

　がくりと揺れた身体が、今日一番大きな快楽の波に攫われた。甘ったるい断末魔にようやく尾崎君の指が暴虐の手を緩めていくのを、白んだ思考の端で何とか知覚する。

　中はひどく痙攣していて、尾崎君に与えられてしまった未知とも呼べるほど膨大な快感に打ちのめされていた。目じりから流れる生理的な涙と同じように、蠢動する内壁から快感の証がとろとろと零れ、シーツと彼の手へと垂れていく。

　すごく、たくさんイッてしまった。自分の荒い息をどこか遠くに聞きながら、私はぼんやりとそう思った。尾崎君との勝負に負けた挙句に流されて、彼の指に苛められて盛大に、何度も、果ててしまったのだと。

　しかも、────今までで一番気持ちよくイッてしまった。今までこんな快感をくれる人は、いなかった。もう絶頂は過ぎたはずなのに、心臓がぎゅう、と締め付けられたような感覚がして、思わず大きく息を吸う。

「っはー……、ん、……」

「春瀬？」

　大きく息を吸えば、吐くときも呼吸はゆったりとしたものになる。度重なる絶頂によって硬直した身体が、ゆるゆるとほどけていく。尾崎君のしっかりした手が、頬のあたりを撫でてくれているのが分かって、余計に力が抜けていった。ひどい脱力感に、引きずり込まれるようにして意識が沈んで、尾崎君の声が遠くなって、いって、────
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「────はっ！」

　がばり、と身体を起こした。ひどく唐突な目覚めだった。いや目覚めもするだろう、────尾崎君とのあんなシーンを夢に見れば！

　そこまで考えて、ふと目の前に広がっている光景が自宅の寝室ではなく、夢の中で尾崎君と共にいたビジネスホテルの一室であることに気が付いた。

「……夢、じゃ……ない」

　ちかちかと眩しい朝日の中に浮かび上がる部屋には、他に人の気配はない。私はホテルの備品らしきバスローブを着せられていて、昨日着ていた服はサイドボードの上でいびつに畳まれている。

　慌てて、その横に置かれたケータイを拾い上げてみれば、ディスプレイには『土曜日』の文字。尾崎君とのペナルティを遂行したのは金曜日の夜のはずだ。一夜が明けているというその事実が、私の記憶の信憑性を否が応でも高めてしまう。眩暈がした。

　────そういえば尾崎君はどこに行ったのだろう。この部屋にはいないみたいだけど。

　周囲を見渡していると、ふと背後からがちゃりとドアが開くような音がした。

「……あ、」

「え？」

　振り返った先では、ちょうど尾崎君が洗面所から出てくるところだった。少しよれたスーツと、いつもよりも適当にセットされた髪。印象の違うその姿が、昨夜の出来事をより浮かび上がらせて、私は咄嗟に目を逸らしてしまう。気まずいような、気恥しいような複雑な感情がこみ上げてきて、朝とは思えないほどに心臓が暴れ出す。

「起きたのか」

「……うん」

　少し掠れた声も、昨日の情事の証のようで居た堪れない。俯く視界に尾崎君の爪先が映り込んで、昨日も散々感じた彼の香りが、ふっと鼻腔を満たした。

「身体は平気？　痛いところとかないよな」

「な……ない」

「ん、なら良かった。『マッサージ』で逆に身体痛めるとか、笑えないし。……な？」

「……」

　どういう真意からくる発言なのか測りかねて、咄嗟に言葉が出てこない。尾崎君との軽口のやり取りで言葉に詰まるなんて、滅多にないことなのに。やはり昨夜の触れ合いのせいで、おかしくなってしまったのだろうか、────そんなことを考えていると、頭の上に手が乗った。確かな重みに軽く首が傾ぐ。

「……お前、せっかくいつもの空気に戻すチャンスをやったのに、スルーすんなって……」

「あ、そういう……」

「それ以外ないだろ。素だとしたらデリカシーなさすぎ」

「……尾崎君だから素なのかと思ったの」

「はいはい」

　ようやく出た憎まれ口は、それでもどこか覇気がなかった。頭の上に乗ったままの手が、それをからかうように、くしゃくしゃと髪を掻き混ぜて離れていく。

　だって、こんなの無理でしょう。まだ昨日の出来事を飲み込めてもいないし、感情の処理もできていないのだ。まだどこか甘い気配の残る部屋で、こうして尾崎君と向き合っていられるだけでも褒めてほしいぐらいなのに。

　はあ、と私の唇から溜息が零れると同時に、すっと尾崎君の手が引いていく。追いかけるように視線を持ち上げれば、彼は鞄を手に取ったところだった。

「じゃあ……俺は支度終わったし、もう出るから。チェックアウトは俺がするけど、一時間ぐらいは居られるように頼んでおく」

「え、」

「え、って何だよ。何かあった？」

「いや……ええと」

　一緒に出るのかと思ってた。

　その一言を慌てて飲み込んで、そっと尾崎君を窺う。よくよく考えれば分かることだった。私と尾崎君は恋人同士でも何でもなく、ただの同僚で同期で、私の主観も織り交ぜればライバルという関係で。そんな二人が、わざわざ示し合わせてホテルを出る必要性なんてどこにもない。

　あんなことをしても、二人の関係性が変わっていないことに、私は安堵をするべきだった。昨夜の私は確かに、関係性が変わってしまうことを恐れていたはずだ。

　それなのにどうして、────微かに落胆を覚えているのだろう。

「……まあ、言いたいことは分かる。俺も、ここで先に出てくのも不誠実だなと思って迷ったしな。でも、春瀬が……」

「私が？」

「────人のこと煽るだけ煽っておいて、寝落ちたりするから……限界なんだよ」

　更に一歩近づいた尾崎君が、そっと声をひそめて耳元で囁く。どこか熱っぽい、昨夜の余韻を滲ませたかんばせは、その目だけがひどく真剣で、彼の言葉が本音なのだと私に知らしめた。急にぶつけられた欲望に、油断していた身体がびくりと反応して、私は思わず半歩後ろへと下がる。

　まだ絡まったままの記憶の糸を少し解けば、確かに私だけが嫌というほど満足させられて、尾崎君は一度も欲を解放していなかった。

　限界という言葉の意味を理解して、バスローブの襟元を掻き合わせると、彼は真剣な目つきをほどいて、ぱっと笑ってみせる。

「で？　朝からベッドに押し込まれて、俺ともう一晩ここにいたいなら待ってるけど」

　どうする、と甘ったるく伺いを立ててくる声は、あからさまに揶揄の体を成していた。その目元からも欲の残滓は消え失せていて、私は尾崎君があえてそうしてくれたのだと、理解する。先ほどもそうしてくれたように、私が必要以上に気まずくならないよう、あえて茶化してくれているのだ。

　その厚意を無碍にするほどの理由も、衝動も私の中にはない。大人しく頷いて、もう一歩だけ後ろへと下がった。

「……え、遠慮しときます」

「賢明な判断だな」

　くす、と小さく笑みを零して、尾崎君が鞄の取っ手を持ち直す。じゃあな、なんてあっさりした挨拶を残して、その背中がドアへと向かった。私はバスローブの襟元を握ったまま、その場に立ち尽くして彼を見送る。

　ドアが開いたところで、尾崎君がふと振り返った。

「ああ、あと……ペナルティ中の寝落ちは『貸し』にしとくから。ちゃんと返せよ」

「え？」

　ぱたんとドアが閉まる。

　朝日が燦々と差し込むビジネスホテルの一室で、私の呟きはすぐに溶けて消えてしまった。









２　好きと言えない二回戦







　とんでもないことになった、────そう思っていた。

　月曜日、恐ろしい予感に打ち震えながら出社したが、尾崎君も私も外回りで互いに顔を合わせる暇はなかった。

　火曜日、尾崎君は引き続き外回りで、私は先週の出来事が誰かに漏れていないだろうかとびくびくしながら過ごしたが、誰も何も言っては来なかった。

　水曜日、同期の飲み会に誘われたが、尾崎君も行くというので出席を取りやめた。すれ違いざま、尾崎君に話しかけられたけれど、普通の世間話を振られただけだった。

　木曜日、流石におかしいと思い始め、尾崎君の様子を窺ったが、おかしなところはなくいつも通り。居心地の悪さに、私は予定になかった外回りを捻じ込んだ。

　そして、────金曜日。

「────それで、前に春瀬さんが纏めてた先方の要望書のことなんですけど……」

　おかしい。絶対におかしい。

　通路を挟んで反対側の島中、私から見て右手の席。そこに座る尾崎君の背中を見つめる。いつも通り、仕立ての良いスーツを纏ったその背中は、ぴんと伸びて男らしく広い。金曜日の夜、私はあの身体にもたれかかって、────

「……」

「あの、春瀬さん？」

「え？　あ、あー……ごめん。ぼんやりして聞いてなかった。もう一回お願い」

「えっ珍しい。大丈夫ですか？　体調でも悪いとか……」

　心配してくれた後輩が、申し訳なさそうな顔をしながら要件を復唱する。要望書なら、と自分の引き出しから取り出したそれを渡し、もう一度視線を尾崎君へと向けた。

　私が『おかしい』と感じているのは、彼のいつも通り過ぎる態度だった。

　マッサージから始まり、思い出すだけで顔から火が出そうな体験をした夜のこと。そして、課せられたペナルティを遂行できなかったからと言い渡された貸しのこと。この一週間、そのどちらについても、尾崎君は一度も口にしなかったのだ。まるでなかったことのように。

　最初はいつ言い出されるかと警戒していた私も、ここまで肩透かしを食らうと、流石に気になってしまう。何よりも恐ろしいのは、貸しをいつ、どうやって返させられるのかが明言されていないことだった。

　ただ一つ想像できるのは、ペナルティ中断の貸しなのだから、返す方法もそのときのペナルティに準じたもの、────つまりは中断の先、あの夜の続きだろうということだけ。

　そのことを考えると、不快感とは違う、心臓の辺りを引き絞るような緊張と焦燥感に駆られた。内容が内容だけに、自分から尾崎君に確認するのも憚られる。

「……尾崎君なら、月曜日にでも言ってくると思ったのに」

　そうしたら貸しのことを確認して、改めてあの夜のことについて話し合えただろう。

　どうして彼があんなことをしたのかを聞いて、二人の関係性をきちんと見直して。この胸のうちの靄だって吐き出すことができたのに、────八つ当たりめいた溜息を零して、私は無意味にキーボードを指先でなぞる。

　身体はともかく、心はすっきりしない終わりだった。尾崎君が少なくとも私に、ただの同僚で同期でライバルという関係から逸脱するような、なにがしかの感情を抱いていることは分かっても、たくさんの意味深な言葉の意味も、あんなことをした尾崎君の真意も分からないままだ。

　もちろん私も鈍くはないつもりなので、『なにがしかの感情』の検討はついているけれど、彼からの明確な言葉がない今は、何を想像しても希望的観測になってしまう。私はそちらへの思考を打ち切り、今度は自分の内面へと目を向けた。

　私は、尾崎君のことをどう思っているのだろう、────私をからかうのが大好きなだけの、余裕ぶってるいけ好かないライバル。そのはずだったのに、触れることを心が許してしまったその瞬間から、認識が揺らぎ始めている。

　だって私は、あの夜の出来事を一度も『嫌』だとは感じなかった。

　土曜日の朝だって、混乱していたとは言え、糾弾の一つもしないで彼を見送ってしまったのだ。

「……はあ」

「うわ、未希先輩……やけに暗いですけど、大丈夫ですか？」

「梨花ちゃん、今日も絶妙に失礼だね」

「だってほんとのことですもん。ほら元気出してくださいよ、もうすぐ定時ですよ」

「ああ……」

　うきうきした声の梨花ちゃんは、どうやら会議から戻ってきたところのようだった。私の隣のデスクに腰を下ろし、抱えていた書類を手早くファイリングしながら、ごく自然にこちらを見遣る。

「尾崎さんと何かありました？」

「……ああ、うん……えっ!?」

「あは、やっぱり。そうだと思いましたよ～」

　にやりと笑う、グロスが丁寧に引かれた唇に、私は思わず項垂れる。梨花ちゃんはこういうところが上手い。上手いから、困る。

「一週間、仕事中もちらちら尾崎さんのほうばっかり見てたから、すぐ分かりました。顔色も青くなったり赤くなったりして落ち着きないですし……」

「そ……そんなに」

「そんなに、です！　それで、何があったんですか？」

「ええと……別に大したことじゃないんだけど」

「明らかに『大したこと』ですよね？」

「……」

　鋭い指摘に、二の句が継げない。興味津々といったふうの梨花ちゃんは、ファイリングの手を止めて、こちらに身を乗り出している。でもまさか、ペナルティでマッサージをしてもらっているうちに、『やましいこと』に発展してしまいました、────などと言えるはずもない。

　しかし同時に、男女関係の機微に鋭い梨花ちゃんが、微かに泳いだ私の視線を見逃すはずもなかった。

「あ、告白でもされちゃいました？」

　告白。

　その四音を咀嚼し、飲み込んで、意味を理解した瞬間にぶわりと顔が熱くなる。耳の奥で心臓が鳴ると同時に、あの夜の、思わせぶりな尾崎君の台詞と視線の数々が走馬灯のように過っていった。

　もちろん、私の記憶が正しければ告白なんてされていない。思わせぶりな態度だって、私の自意識過剰な思い込みや、熱夜が見せた幻という可能性だって大いにある。

　それでも、梨花ちゃんからもたらされたその四音は、私の中でぐちゃぐちゃに絡み合っていた感情の糸を解く、ヒントの一つに成りえるという確信があった。

「えっ、もしかして当たりですか!?　うそ、ほんとに!?」

「この話もう終わり！　詮索禁止！」

　心の中に、大きな嵐が出現したみたいだ。耳の火照りを隠すように、私は勢いよく席を立つ。その瞬間、ちょうど終業のチャイムが鳴り響いた。

　後ろから響く梨花ちゃんの、何かを問いただすような声音を全て無視して給湯室に駆け込む。愛想のない鈍色のシンクに手をついて、そっと息を吐いて、吸って、────何とか平静を取り戻そうとした、のに。

「春瀬」

　今一番聞きたくない声と共に、肩に大きな手が触れた。

「っ、……！」

　その手の形も、温度も、一週間前に嫌というほど思い知ったものだ、────そう理解した瞬間に背筋に甘い痺れが走り、大きく肩が跳ねる。反動で手がするりと滑り落ちていくのが分かった。二の腕を掠めたそれは、ややあってもう一度肩まで這い上がると、優しく、そして有無を言わせぬ力で私の身体を裏返しにしてしまう。

　咄嗟に俯いた私の視界に、壁際に追い詰められた自分の両足の踵と、その間に捻じ込まれた艶やかな革靴の爪先が映り込んだ。思わず息を呑んだ私の耳元で、密やかに、喉だけで笑った彼の声が響く。

「お前、あからさますぎ。飢えてんの」

「な……！　そ、そんなわけないでしょ!?」

　ぐっと近づく胸板と、壁に押し付けられるスーツの袖口から漂う、眩暈を引き起こすような甘い男らしい香り。それを振り切るように顔を上げれば、思っていたよりもずっと近くに尾崎君の顔があった。

　一週間ぶりに正面から見る、尾崎君の顔。心臓が確かに脈打って、微かに体温が上がった自分の身体に、いっそ悪態をつきたいぐらいだ。あまりにも分かりやすく、私は尾崎君を意識している。────意識してしまっている。

　ライバルで、情けないところを誰よりも見せたくなかった人。そんな人に全部を見せろと強請られて、はしたない絶頂も何もかもを見せてしまったことが、私をおかしくしているらしい。

「そう？　今週ずっと、俺のこと見てたくせに？」

「だ、から……それは、」

「さっきだって見てただろ。背中に視線がちくちく刺さって、気になって仕方なかった。……何か言いたいことでもあるなら今聞くけど、どうする？」

　にんまりと口の端を吊り上げた尾崎君の革靴が、じりじりと壁へと近付いていく。一緒に差し込まれた彼の膝によって、私の太腿が割り開かれた。硬いスラックスの感触が、ストッキング越しに私の肌を撫でていく。ぞく、と再び粟立った背筋に唆されて、唇から言葉が飛び出した。

「尾崎君が『貸し』のこと、何も言ってこないから……」

　だから気になって、と呻くように言った私に、尾崎君がゆるりと笑みを深める。

「……何、その顔」

「いや？　律儀だなと思っただけだ。嫌な貸しなんて、相手が何も言ってこなかったら忘れたことにするのが普通だろ」

「う……」

　そう言われると、確かにそうだ。あのペナルティの貸しが、ろくなものであるはずもないと分かっていたのだから、素知らぬふりをしていれば良かったのに。何度も尾崎君を窺って、今だって誤魔化そうと思えば誤魔化せたのに、自分から貸しのことを口にして。

　これじゃあ、まるで、────尾崎君ともう一度『そういうこと』をしたいみたいだ。

「まあ、お前がそんなに返したかったんなら、今日返してもらうか」

「え……」

「いいよな？　春瀬」

「……」

　自分の無意識下の欲望を暴き出されたような心地に、恥ずかしさと居た堪れなさが膨れ上がる。それでも彼の言葉に頷いてしまったのは、彼ときちんと話し合う時間が欲しいからだ、────そう自分に言い聞かせ、私は先週と同じホテルへ向かう尾崎君の後を追った。
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　再び訪れたビジネスホテルの一室は、相も変わらず愛想のない真っ白なシーツで私と尾崎君を出迎えた。ごく自然に見えるような動作でテレビ台の横へ荷物を放り、私はちらりとシャワールームへと視線を遣る。

　────前回はマッサージからなし崩しに『そう』なったから考えなかったけど、今日はシャワーとかどうするんだろう。

　恋人と触れ合う目的でホテルに来たのなら、シャワーを浴びるのが自然な流れだろう。もう記憶の彼方へと遠ざかりつつある、恋人との真っ当な触れ合いの手順を思い出そうと、尾崎君に背を向けたまま、壁の辺りで視線を彷徨わせる。問題は、私たちが恋人同士ではないということだ。それだけで、大した経験のない私はどうしていいか分からなくなってしまう。

　そもそも、このまま『貸し』を大義名分に尾崎君と触れ合うことは正しいのか、先にきちんと話し合うべきなのでは、なんて考え始めると二進も三進も行かなくなり、私はそっと溜息を零した。

「……どうしよう」

「何が『どうしよう』だよ。壁に何かあるのか？」

「ひっ」

　ぐい、と腰を抱き寄せられ、小さな悲鳴が喉で鳴った。私の身体の硬直具合に、尾崎君も気付いたのだろう。思わずといったような笑い声が頭の上から降ってきた。

「っ……はは、何の悲鳴だよ、それ。そんなに驚いた？」

「お、尾崎君が急に触るからでしょ……！」

「いや、俺は声掛けたからな。それなのにお前がぼんやり壁ばっかり眺めて、『どうしよう……』とか言って頭抱えてるから……」

　尾崎君の手が、腕の中の私を反転させる。そうすると彼と向かい合う形になって、私は思わず視線を再び壁のほうへと逃がしてしまう。どうしてか、真っ直ぐに彼の目を見つめていられる気がしなかった。

「春瀬。ちゃんとこっち見ろ」

「……何で？」

「何でって……話すときは目を合わせるのがマナーだろ？　大体、この一週間ずっと熱烈に俺のこと見つめてたくせに、何で今更逸らすんだよ」

「熱烈は語弊があると思います」

「俺はないと思います。……ほら、春瀬」

　突然甘くひそめられた声音に、喉が震える。背中に回されていた手の一方が、促すように私の頬を掠めて、耳元をくすぐった。その手つきは、優しいのにどこかに欲を隠し持っているような気がして、喉の震えがひどくなる。

　狭いこの部屋の中の空気が、真っ逆さまに落ちるように重く、濃密になっていくのを肌で感じて、心臓がだんだんと鼓動を速めていく。じりじりと、何かが灼け付くような気配。どうしよう。このまま顔を上げたら、きっと、────キスしてしまう。

　まだ、尾崎君が何であんなことをしたのかとか、私が彼をどう思っているのかとか、そういう大事なことが曖昧なままなのに。今の私たちが、同僚で同期でライバルなのか、それとも別の何かなのかだって、きちんと線引きできていないのに。

　まだ、シャワーだってしていないのに。

「────ねえ、シャワー」

「……なに？」

「シャワー、浴びてきて」

　切羽詰まった私の震える唇から飛び出したのは、よりにもよって『シャワー』の一言だった。

　言った。言ってしまった、────全力疾走をした後のように早鐘を打つ心臓を身体の奥に感じながら、私は何度か深く息を吸う。その深呼吸が五度目に差し掛かったところで、ようやく尾崎君の反応がないことに気付く。

「……尾崎君？　聞いてる？」

　おそるおそる顔を上げた先で、尾崎君はぴたりと動きを止めていた。どうしたの、と続けて問いかけた私の肩に、ゆるゆると下りてきた彼の頭が乗る。少し温度を持った溜息が首元を撫でていった。

「……お前ってほんと……馬鹿みたいに、」

「な、なに？」

「かわいくて困る」

「は、」

　かわいい。一週間前、何度か彼から与えられた言葉だ。

　でも一週間前の私は完璧に頭が茹っていたから、その言葉の破壊力について深くは考えなかったし、一週間前の尾崎君だって頭が茹っていたのだろう、程度に思っていた。

　でも今の私たちはお互いに、完全に正気だ。正気だからこそ、私はその『かわいい』の四文字を真正面から受け止めて、それこそ馬鹿のように頬に熱を集めてしまう。胸の奥にときめきにも似た、甘ったるい感情を降り積もらせてしまう。

　何とも思っていない人にかわいいと言われても、何も感じないだろう。嫌いな人に言われたら、気持ち悪いと感じるかもしれない。つまり、今の私が胸の高鳴りを感じているということは、尾崎君はそのどちらでもなく、────

「────なあ、春瀬。お前気付いてる？　俺は一度も貸しが『そういうこと』って言ってないんだけど」

「え？」

　私の肩からゆっくりと頭を持ち上げて、尾崎君が囁く。耳のすぐ傍から聞こえるその言葉の意味を、私は一瞬判じかねた。

「もしお前がマッサージで返すって言ってきたら、俺は大人しくマッサージで我慢しようと思ってた。というか、お前ならマッサージを選ぶと思ってたんだけど……シャワーが必要な『別の方法』で返してくれるつもりなんだ？」

「な、……え、」

「そのつもりでホテルについてきちゃうとこ、本当にかわいいよ。お前」

　ちゅ、と戯れのようなキスが唇へと落ちる。何度か、私をからかうように触れた彼の唇は、まだどこか笑みの気配を残していて、────私は自分が盛大な墓穴を掘ったことに、ようやく気付いたのだった。

　確かに、尾崎君は一度も『貸し』が何なのか明言しなかった。きっとホテルに連れてくることで、マッサージとペナルティの続きの二択にしようとしたのだろう。一方で私は彼のそんな思惑にさっぱり気付かず、最初からペナルティの続きが『貸し』なのだと疑いもせず、こんなところまでのこのこと付いてきて。

　胃の下がかあっと熱くなる。先ほどの甘いときめきはあっという間に消え失せて、今はただ、今すぐ逃げ出したいぐらいの羞恥と、この状況を作り出した尾崎君への八つ当たりめいた感情しか残っていない。感情の噴出を寸でのところで抑え、ふるふると震える私を余所に、尾崎君は妙に幸せそうな、優しい顔で笑っている。

「しかもあそこで出てくる台詞がシャワーって……あー、だめだ……ほんとにお前、俺を骨抜きにする天才……」

「信じらんない……！　ほんと、もう……最低……！」

「どっちが？」

「どっちも！」

　いや、尾崎君のほうが割合的には上だ。恐らく、この一週間の間、貸しのことも金曜日の夜のことも言い出さなかったのも、彼の作戦のうちに違いない、────そう思うと、手近なクッションで彼の背中を思い切り叩いてやりたい衝動に駆られる。

　衝動を抑えるように黙り込む私に対し、尾崎君も何だか微妙な顔をしているのが気配で分かった。

「一応言っておくけど。俺は別に、お前をからかおうと思ってこの状況を作り出したわけじゃないからな？」

「……分かってるよ、分かってるけど……！」

　尾崎君は選択権をくれただけだ。本気で嫌なら逃げられるように、と。

　ただ、その選択権の渡し方がひどく意地悪だったのは確かだし、私が完全に踊らされてしまったのも消えない事実だと思うと、営業成績勝負に三回連続で負けたときのような悔しさと、霧散したムードをどうしたらいいのかという焦燥感がないまぜになったような複雑な感情が、じわじわとこみ上げてくる。

　尾崎君に一泡吹かせたい。この微妙な空気を打破したい。ちぐはぐなこの二つの感情がかちりと噛み合って、────私はそっと口を開いた。

「……ねえ、尾崎君」

「どうした？」

　急に冷静に話し始めた私を、尾崎君が怪訝そうに覗き込んでくる、後から思い返せば、このときの私は全く冷静ではなく、そう取り繕っているだけだったのだろう。

「もう一回勝負をしない？　内容は先週のものと一緒。尾崎君が私のマッサージで感じたら負け。感じなかったら私の負け」

「……へえ」

　尾崎君の目に、面白がるような色が浮かぶ。その瞼が、瞬きにしては少し長く伏せられている間、彼の頭の中で様々な計算がなされているのだろうな、と思った。

「貸しの内容を私が決めてもいいなら、こういう趣向を凝らしてもいいってことだよね？」

　前回だって、ペナルティを行う尾崎君が勝負を提案してきたのだ。貸しを言い渡されている私にだって、勝負を提案する権利はあるはずだった。

　私の念押しに、尾崎君は然程悩む様子もなく頷いてみせる。貸しの内容がマッサージになることにも、特に異論はないらしい。

「じゃあ……」

「でも、シャワーを『一応』浴びておくから、少し待ってくれ。お前がどうするかは任せるけど」

「え？　ああ……それなら私も、『一応』」

「そうか」

　ふ、と息だけで笑った尾崎君が、私の頭をくしゃりと撫でてからシャワールームへと歩いていく。甘やかな接触は、その吐息と同じように優しい。

「お前の負けず嫌いには頭が下がるな。────『マッサージ』、楽しみにしてる」

「……負けず嫌い」

　そんな言葉で片付けてしまっていいものなのだろうか、この感情は。

　ドアの向こうに消えた尾崎君の背中を見送って、私はそろそろとベッドに腰かける。ただ、あのまま促されてキスをして、ベッドになだれ込んでいたら、どうなっていただろう。

　きっとまた全部を暴かれて、彼に見せてきた今までの『私』をもっと瓦解させる羽目になっていた。情けなくてはしたない、女の私を愉しげに征服し、愛おしげに見下ろす尾崎君の顔を思い出して、私はベッドの上に転がる。幻影を打ち消すように頭を振って、大きく息をついた。

　見られたからには、彼の情けない部分を私も暴くしかない。そう思って勝負を申し込んだのだ。余計な幻影に惑わされて負けないように、覚悟を決めなければ。

　『貸し』があのペナルティの続きだと思ったうえで、ここについてきてしまった。そんな自分の真意から必死に目を逸らして、私はそう呟いた。
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「じゃあ……脚からやろうかな」

「ああ、頼む」

　バスローブから覗く、しっかりと均整のとれた筋肉質な脚にそっと触れる。まだ少ししっとりとした肌の感触が、ひどくなまなましい。

　ベッドのヘッドボード部分にもたれかかり、脚を投げ出した尾崎君と、その両足の間に正座している私。バスローブ姿の二人の間に妙な緊張感があるのは、前に私が彼にマッサージを施したときとは、何かが決定的に違ってしまっているからだろう。

　それでも何とか、前回の手順を辿って親指に力をかけていく。筋ばった、硬い感触に指が押し返され、さっぱり揉めている気がしないのも前回と一緒だ。

「何これ……硬……」

「お前、前も同じこと言ってたよな。全然揉まれてる感じがしないんだけど」

「いや、だって……指が沈みこむ余地が少しもないよ。揉めないって、これ」

「無理して指痛めるなよ」

　硬いふくらはぎの攻略を諦め、足先から足首までを丁寧に揉みほぐす。ここは私の軟弱な指先でも何とか適度にマッサージすることができて、血の巡りが良くなったのか、じわじわと爪先までが温かくなっていく。

「どうかな？」

「ん……ああ、気持ちいい」

「……そう」

　何のてらいもなく、気の抜けた声音で呟かれた『気持ちいい』という言葉に、一瞬どきりと心臓が脈打つ。どこか無防備なそれは、会社では聞けない声だ。私は何となく気恥しさを覚えながら、逆の足先もしっかりとマッサージした。

　続いて足首、ふくらはぎを、無理のない範囲で擦るようにほぐしていく。丁寧なマッサージは、この後のための伏線だ。尾崎君はそれに気付いているのかいないのか、気持ちよさそうにゆるりと目を細めている。

　膝の骨を囲うようにじっくりと指圧して、今度は太腿へと手を伸ばす。太腿もふくらはぎに負けず劣らずの硬さだったけど、少しは指が沈む余地があった。筋に沿って、膝上から付け根に向かいながら圧をかけていく。バスローブの内側まで手を滑り込ませて、太腿の内側、少しだけ柔くなっている場所をぐりぐりと押し込んだ。

「っ……」

　力を抜き、手を膝上に戻す。そこからもう一度、少し軌道を変えた同じ動き。

　そうして繰り返しているうちに、微かに尾崎君の息が上がっていく。ほんの少しの変化だけど、太腿の内側を蠢く指のストロークが徐々に上へと伸びるたびに、彼の吐息が乱れるのが分かって、気分が上向いた。両手で、両足を一斉に揉みこめば、反応もより顕著になる。

　純然たる『気持ちいい』は、少しの刺激で容易く快感にすり替わる。尾崎君のマッサージでそれを学んだ私は、足先からの丁寧なマッサージと、きわどい部分への刺激で手っ取り早く尾崎君を感じさせ、────私が彼に見せてしまったような、あられもない姿を暴こうとしたのだった。

　そして、その効果は思ったよりも早く表れた。

「……は、」

　ストロークを伸ばした私の指が、バスローブとは違う布地に触れる。その淵をなぞるように、つつ、と爪先を動かせば、尾崎君の眦がさっと赤く染まった。緩慢に動かされた視線が私を捉える。赤らんだ目元が眇められる様はどことなく官能を纏っていて、知らずのうちにこくりと喉が鳴った。

　そっと目を遣った尾崎君の下腹部は、見てすぐに分かる程度には快楽を兆し始めている。

「……もう我慢しなくていいの？　堪え性がなさすぎるんじゃない？」

　尾崎君の目に映り込む私は、得意げに笑っていた。だって、尾崎君の吐息も顔も、指のすぐ近くではしたなく熱を持ち、緩やかに昂り始めているそこも、彼の快感を私に伝えてくれている。この間とはまるで真逆の立ち位置だ。

　しかし尾崎君はふっと息を零すと、いつも通りの余裕ぶった笑みを浮かべてみせる。ただその瞳だけが、一週間前と同じようにぎらぎらとした欲を孕み出していた。

「どっかの誰かさんが、俺のことをほったらかして寝たからな。一週間焦らされたら、堪え性もなくなるだろ」

「……減らず口」

「事実だ。ほら、手が止まってるぞ。……それとも、これでおしまいか？」

　からかうように、尾崎君が自分のバスローブの裾をくい、と持ち上げる。その隙間から先ほど触れた布地、────シンプルな黒のボクサーパンツが見えた。それが、頭をもたげ始めた昂りによって膨らんでいるさまを視覚的に認識して、滲むような居た堪れなさが私の耳を微かに染める。

　でも、この勝負を申し込んだ時点で、こうなることまでは織り込み済みだった。きわどい部分を蠱惑的になぞるだけで男性を感じさせられるような、そんな手練手管の持ち合わせは生憎とない。勝負に勝つなら、彼の中心に触れざるを得ないのだ。

　それでも一抹の不安が胸を掠め、私は手を一度止めて尾崎君を見上げた。

「あの、嫌じゃない？」

「……何が？」

「私が……その、触るの。嫌じゃないの？　大丈夫？」

　今から触れる部分は、おいそれと他人に許していい場所ではない。男性から女性に触れるのも、その逆も何ら変わりなく、嫌な場合は嫌だろう。もしも尾崎君がここまでの行為を想定せず勝負を了承したとしたら、────なんて随分心配性な『もしも』が、私の口を滑らせた。

　尾崎君は一度、二度と目を瞬いて、ややあって額を手で押さえる。前髪と手の隙間から、微かに呻くような声がした。

「それはどう考えても俺の台詞だろ……」

「そう、かもしれないけど！　尾崎君にだけ嫌な思いさせるのは、ちょっと……」

「……『だけ』ってことは、春瀬は俺に触られたの、嫌じゃなかったんだな？」

「えっ」

「いいこと聞いた」

　先ほど見たいつもの笑顔とは違う、柔い笑み。先週から急に浮かべられるようになったこの顔は、相変わらず私に甘いから、未だに心臓が慣れてくれていない。

　私が貴方に触れられるのを嫌がらなかったという、ただそれだけで、そんなに嬉しそうな顔をしないで。八つ当たりじみたその抗議は、声にならずに喉の奥で燻った。

「俺も、お前に触られるのは嫌じゃないよ」

　耳馴染みの良い声が、どこか特別感を覚えさせる言葉を囁く。伸びてきた手が、戯れめいた動きで私の前髪を梳いて、するりと離れていった。

「だから、どこでも好きなだけマッサージしてくれていい」

「……そんなこと言って、後悔しないでね」

　苦し紛れに吐き出した台詞は、奇しくも先週の尾崎君のものとよく似ていた。

　覚悟を決めて伸ばした手が、まだ硬くなりきっていない屹立の輪郭に触れる。ぴくりと反応した彼の身体に驚いて一瞬手を離したものの、目で促され、もう一度しっかりと指先で撫でるように触れた。下着越しでも、内包している熱までが指先に伝わってくるような気がして、ぴりぴりと背筋が痺れる。

「っく……、ん」

「あ……」

　何度も撫でていれば、徐々に確かな形を持ち始めた熱杭が私の指先を押し返す。芯のある、みっしりと詰まった肉茎は、この時点で既に私の手に余るほどの大きさを備えていた。女の身体にはない、その熱さと硬さが心臓を掻き乱し、私の零す息が微かに震える。

　張り出した笠の段差や、丸みを帯びた先端を丁寧にくすぐれば、さらにぐんと下着が持ち上がり、じわりと熱い汁が染みた。明らかな反応に慄くと同時に嬉しくなり、下着に浮き出たラインを手のひらでゆったりとなぞる。愛撫という表現がぴたりと当てはまる、宥めてあやすような手つき。それなのに尾崎君のものはどんどん硬く張り詰め、下着の中を濡らしていった。

　慰められているはずのものが猛々しくいきり立っていく光景は、ぞくぞくするほど厭らしい。手のひらで感じる脈打つ感覚もひどく卑猥で、私の体温も徐々に上がっていく。

「は、……手つき、やらしい」

「そんな、ことない……」

「あるだろ、ッそ、んな……蕩けた顔で、甲斐甲斐しく撫でたりして」

　興奮からか、尾崎君の声音が少し掠れる。眉根を寄せ、は、と短く荒い呼吸を繰り返すその顔は、いつも余裕の半分も残っていないだろう。理知的で、たまに悪戯めいた光を灯す瞳が、私が剛直を優しく撫で上げるたびに快楽に浸食されていく。自分が彼を、あの尾崎君をこうしているのだと思うと、背徳感にも似た高揚に酔わされるような心地だった。きゅう、と胸の奥が締め付けられ、もっとその顔を乱してみたいと思ってしまう。

　尾崎君が私の全部を見せろと強請ったのも、そういう気持ちからだったのだろうか。

　私の手はいつの間にか撫でるだけのそれから、下着越しに屹立を扱きあげるような、さらに淫猥な動きを始めていた。太い幹に指を絡ませて往復すると、手の中の剛直はびくびくと震え、さらに硬く肥えていく。

　彼のものは、私が今までに相対してきたどれよりも大きかった。その存在感はすさまじく、指で輪を作るようにして扱きあげている間、どうしてもこれが体内に収まるところを想像せずにはいられない、────ごくり、と知らずに喉がなる。

「ね……感じてるよね、これ」

　マッサージなのに、と密やかに呟けば、尾崎君が熱い溜息を吐いた。剛直は言い訳できないほどに勃ち上がり、濡れた下着と擦れ合って粘ついた水音を立てる。ずっしりとした茎に浮き出た、充溢した血管や裏筋をなじるように責め立てれば、尾崎君はついに腰を痙攣させた。

「ふー……っ、ぁ、お前な……」

「ふふ、今日は私の勝ちじゃない？」

　片手では淫液を零す鈴口を擦り、もう一方の手で根本の辺りを強く扱く。巧みとは言えない手淫のはずなのに、尾崎君の熱杭はしっかりと感じてくれているようで、いっそ愛おしさのような感情すら湧いてくる。

　ただ、その持ち主である尾崎君の唇は、私の唇同様に、素直に負けを認める気はないようだった。

「……そうか？　俺はまだイッてないけどな」

　汗ばんだ髪を掻き上げた尾崎君が不遜に笑った。その『お前と違って』とでも言いたげな顔に、小さな反抗心が頭をもたげる。彼のその煽りが、私たちにとって慣習になってしまったポーズのようなものだと分かっていても、私の心にはてきめんに効いた。

　────だって、私は尾崎君に少し触られただけで身も世もなく乱れてしまうのに、彼のほうはそうじゃないなんて、何だか悔しい。

　彼の余裕を突き崩してみたい、心に食い込んでみたい、────そんな、『負けず嫌い』で片付けるには強欲な感情が膨れあがる。同時に、もっと彼を乱すためには手だけでは足りないのだろうとぼんやり思った。

　快感と雰囲気に酔い始めていた脳味噌が、その思考に後押しされて、恐ろしく大胆な行動を私の身体へと命じる。

「……分かった。じゃあ、もう容赦しないから」

　黒のボクサーパンツの淵に手をかけ、一息に引き下ろす。中で硬く滾っていたものが、引っかかった反動で揺れた。

　これが、尾崎君の。再び、喉を小さく鳴らした私は、言葉を忘れたように目の前のそれに見入る。肌よりも浅黒いその屹立は、思っていたよりもずっと雄々しい『かたち』をしていて、あからさまな卑猥さを感じさせたりはしなかった。だからだろうか、少し待ってみても嫌悪感らしい嫌悪感は浮かんでこない。むしろ、────

「……」

　むしろ、爆ぜてしまいそうなほどの漲りを鎮めてあげたいような、慰めてあげたいような気持ちすら浮かんでくることに、私は思わず手を止めた。ちらりと見上げた尾崎君は、何かに耐えるように顔をしかめていたけれど、その瞳の奥には確かに期待の色が見え隠れしている。は、と漏れる熱い溜息が、ひどく悩ましく私の耳朶を打って、堪らない気持ちになった。

　────ああそうか、私、尾崎君を気持ちよくしてあげたいんだ。

　すとん、と腑に落ちたその感情は、『負けず嫌い』とは別の部分で彼に触れたいと感じている私のものだった。『貸し』がペナルティの続きであると思いながらもホテルについてきてしまったほうの、尾崎君ともっと触れ合いたいと望んでいるほうの、私。

「春瀬？」

「……動かないでね」

　露わになった彼のものに直接触れる。膝でシーツの海を掻き分けて、尾崎君の方へと身体を寄せて。そしてそのまま、そっと剛直の先端に唇を落とした。

「っ、馬鹿、お前……何して……」

「んっ……は、何って……尾崎君を気持ちよくするの」

　男らしい匂いがぐっと強くなり、私の思考を酩酊させる。充血し、膨らんだ先端は既に濡れていて、触れた私の唇もべっとりと汚れていく。それすらも嫌だと思えないのは、もう私の頭が色惚けしてしまったからだろうか。

　ちゅ、ちゅうとそこに軽く吸い付きながら、指は根本のほうに絡ませる。下着越しよりもずっと熱い、確かな感触に腰がきゅんと重たくなった。

「ッは、ぁ……そこまでしなくて、いい。お前も嫌だろ」

　荒い吐息混じりの声が頭の上から降ってくる。それにつられて顔を上げれば、尾崎君の整った輪郭から、ぽたりと汗が落ちていくのが見えた。快感によってか、しかめられた眉と目元、快楽を飲み下すように上下する喉仏。それでも、情欲に彩られた瞳に心配そうな色を浮かべている辺り、変なところで紳士だ。

　結局尾崎君はどれだけ私をからかっても、振り回しても、私が本当に嫌だと思うことは絶対にしないのだ、────そう思うと、今度は胸の奥が温かくなる。その温かさは、自分が尾崎君に向ける、この形容しがたい感情とよく似ていた。

「嫌じゃないよ。それに……後悔しないでねって言ったでしょ」

「だからって、は、ァ……『負けず嫌い』も程々にしろ、ッ」

「んん、別に……んっ、は、負けず嫌いで、こんなことしてるわけじゃない、から」

　嘘じゃない。さっきまでの私は、『負けず嫌い』から勝負を申し込んで、自分と同じような情けない姿を、尾崎君にも晒してほしいと思っていた。

　でも、今の私を突き動かしているのは、────尾崎君のそういう顔が、もっと見てみたい、彼のことも気持ちよくしてあげたいという思いだけ。

　びくびくと手の中で震え、張り詰めていく昂り。もう随分大きくなってしまったそれは、私が舌を這わせるたびに、浮き出る血管をさらに熱く漲らせていく。舌が火傷してしまいそうだと錯覚するぐらい、熱く。

　その熱は私の身体にも伝播して、彼に散々開かれたお腹の奥が、いよいよこの熱の塊を飲み込むのかと期待の蜜を零し始める。思わず立てていた膝を擦り合わせると、じんとした痺れが全身に走った。

「ふ、ぁ……」

「ぁ、……っく、春瀬」

　尾崎君の手が、覚束ない動きで私の髪を耳へとかけると、そのまま襟足辺りをくしゃくしゃと撫でるように掻き回した。地肌に触れる、硬い指先の感触。まるで褒めるような手つきに、心臓が甘く震える。

　そのままゆったりと髪を梳く指先に導かれるように、私は彼の屹立を咥内へと受け入れていった。尾崎君が吐息をかみ殺す気配がして、髪を掻き混ぜる手が乱れる。後頭部を軽く押さえ込まれるのが、彼の欲の表れのようでぞくぞくした。

　咥内をいっぱいにした尾崎君のものは、はち切れそうなぐらいに膨らんで、私の上顎を擦り上げる。苦い先走りを何とか飲み下しながら、下手くそながらも舌を絡めれば、つるつるとした幹にまで卑猥な液が垂れていった。ぴちゃりという厭らしい音と共に滑りが良くなり、私の手も自然と動きを速めてしまう。

「は、ァ……くそ、……だめだ。お前に、こんなことさせたくないって……思って、る、のに」

　熱っぽい、浮かされたような声音が吐き捨てる。欲の浅ましさを自嘲するような、そんな笑みが尾崎君の端正な顔に浮かび上がっていた。

「春瀬が、……真面目で、俺に噛みつく気概があるお前が、跪いて俺のを咥えてるって思うと、────」

　めちゃくちゃ興奮する。

　限界まで肉欲を溶かしたような、息だけの声が私の耳を犯す。脳の中枢に、そのまま快楽を流し込まれたような感覚に、前かがみになっていた背中が、ぞく、ぞくっと跳ね上がった。そんな私の反応に、尾崎君はぎらついた目をさらに眇める。

　責めているのは私なのに、尾崎君も私に欲を向けている。私をどうにかしてしまいたいと思っている、────それを急に思い知らされ、隘路の奥からついに蜜が溢れたのが分かった。腰を捩ると、控えめな水音が体内から聞こえる。どこも刺激されていないのに、この現状が私の身体を昂らせ、この後の甘い予感に対する準備を整えていく。

　尾崎君の欲望の対象にされるのは、逃げ出したいぐらい気恥ずかしいのに、同時に胸が痛くなるぐらいにドキドキして、堪らない。

　もう彼の顔を見ていられなくなって、私は再び俯いて、尾崎君の剛直を口でも扱きあげることに集中する。

「ッく、……ん、そこ、」

「ん……っは、ここ？」

「そこ、もう少し……」

　笠の段差の部分を唇で舐るように咥えつつ、手でも丁寧に裏筋を擦ると、腕を押し当てていた尾崎君の太腿が震えた。気持ちいいんだ、と目で確認すれば、彼は少しだけ口元を緩めて頷く。その反応が尾崎君らしくもなく殊勝なものだから、もう少しという彼の言葉に従って、舌先で舐り、唇で挟んで、丁寧に責め立ててあげる。一緒に動かす手のひらの中で、尾崎君のものは限界を訴えるかのようにびくびくと暴れた。

　肥大したその中心、先走りを零していた口がはくはくと震えるのが、触れていた唇に伝わる。ぐぐ、と一層充溢する幹を、熱い塊が昇りつめていくような気配がして、────きっと、もうすぐ。

「はるせ、ッくち、離せ……！」

「わ……！」

「ふ……ッ、ぐ……！」

　尾崎君の手が、私の肩を軽く押した。予想外の方向からの衝撃に、私の身体はあっさりと後ろへと傾く。それでも屹立に触れたままだった手のひらへ、溜め込まれた欲の放出に胴震いするような感触が伝わり、遅れて熱い飛沫の一部が降り注いだ。私の肌を打つ、ぱた、という音は雨音のように響くのに、噴き出した後の残滓がとろりと剛直を伝い落ちていく光景自体は、眩暈がするほど厭らしい。

　直前まで私の咥内にあったその昂りが、白濁を吐き出したのだと理解するまで、少し時間がかかった。それは多少なりと満足はしたのか、ぼんやりとしている間にも緩やかに猛りを抑えていく。私は思わずその光景と、────その向こう側にある尾崎君の、惚けたように色づいたかんばせに見入ってしまった。

「はっ、は、……ぁ、ああ……悪い、掛かった……」

「あ……う、ううん……」

「……拭くから」

　ゆるりと緩慢な動きで、尾崎君がサイドボードへと手を伸ばした。ティッシュを数枚掴んで、私の指先、手の甲と丁寧に拭ってくれる。軽く俯いた彼の前髪の隙間から、どことなく照れたような顔が覗いていて、心臓がきゅん、と甘やかに締め付けられた。

　私に責められて果ててしまって、気持ちよさそうにして、挙句にはちょっと照れている。見たかったはずの、彼の情けない部分。それらを実際に目の当たりにして、かわいいと思ってしまっている自分に気付き、私は静かに動揺する。

　『相手をかっこいいって思えているうちはまだいいんです。でもかわいいと思っちゃったらもうだめですよ。だって一度そう思ったら、どんなにかっこ悪い部分も欠点もかわいく思えて、ちっとも幻滅できなくなるんですから』────いつだったかに聞いた、梨花ちゃんの言葉が脳裏を過った。尾崎君に幻滅できなくなることがどれほど恐ろしいかなんて、考えるまでもない。

　だって彼の皮肉も、意地悪も、ちょっかいすらも私の目を覚まさせてくれなくなったら、私はきっと、────

「……春瀬、手はもう動かしていいぞ」

「え？　……あっ」

　ぼんやりしている間に、私の手は綺麗に拭かれていた。彼の屹立の、すぐ脇に置かれたままだったそれを慌てて引っ込める。

　さっきまでは平気だったのに、濃密な空気が一度薄れた今となっては、そんなところに手を置いていたのが恥ずかしく思えて、じわりと顔に熱が集まった。尾崎君もいつもの調子を取り戻したのか、汗で軽く貼りついた前髪を掻き上げ、にやりと笑ってみせる。

「なに？　俺のイく顔そんなに良かった？」

「な……何でそうなるの……！」

「だって……お前がこの勝負を持ち掛けてくるってことは、俺の『そういう顔』が見たかったんだろ。甲斐甲斐しく奉仕までしてくれてさ。……それで、感想は？」

　ドキドキして、ちょっときゅんとして、しまいにはかわいいと思いました、────なんて、口が裂けても言えない。勝負には確かに勝ったはずなのに、何だか負けたような気分だ。知らないと囁いて顔を背けた私の視界に、ぐっとこちらまで伸ばされた尾崎君の腕が映る。

「知らない、ね。……まあいいか、今回は俺の負けだしな」

　その腕が私の腰に回るのを知覚した瞬間、ぐるりと視界が回った。

　少し絞られた照明が、私に覆いかぶさる尾崎君の顔を逆光へと変える。一週間前と同じ光景。組み敷かれたのだと思い知らせてくる、腹部や太腿に乗った確かな重みによって、私はあえなくシーツの上に縫い留められてしまう。

「えっ」

「ペナルティ。今日は寝落ちするなよ？」

　今日は、という言葉に含まれた意味を、私は正確に理解した。慌てて腕を突っ張るけれど、しっかりと鍛えられた身体は、ぴくりとも動いてくれない。じわりと全身を強張らせていくのが緊張なのか、それともそれ以外の何かなのかは、混乱した頭では判別できなかった。

「今日負けたのは尾崎君でしょ!?　これじゃ、私のペナルティだってば……！」

「お前と同じことをするだけ。それなら俺のペナルティになるよな？」

「また、そんな屁理屈……」

　私が尾崎君を糾弾する声は、自分が先ほど似たような屁理屈を捏ねただけに、どこか弱々しい。貸しだってペナルティだって、私と尾崎君の間で交わされる口約束に過ぎない。明確な定義がないのだから、言葉遊びよろしく理屈を捏ねて、相手に触れる口実にできる、────なんて。ランチの奢りや、限定品のスイーツやワインで満足していた頃は、考えもしなかったのに。

「屁理屈……まあ、そうか。この言い方は、ずるいよな」

　ゆっくりと近付いてきた尾崎君の顔に、咄嗟に目を瞑る。瞼の向こうで、尾崎君が息を零すように笑った。すり、と催促するように鼻を触れ合わされて、キスの予感に鼓動が速まっていく。

「じゃあ、ペナルティは口実で……俺もお前を気持ちよくしたいだけって言ったら、どうする？」

「え────」

　思いもよらない言葉に目を見開くと、焦点がぼやけるほど近くに、私を映し込む瞳があった。次いで柔いものが下唇に触れて、ついばむように吸い付く感触。今日二回目のキスに、尾崎君の言葉を理解するだけの余裕が押し流されていく。

　ままごとのような、お行儀の良いキスは最初だけだった。濡れた舌がぬるりと合わせ目を侵すと、またその厚さと大きさで私の咥内をいっぱいにしてしまう。ねっとりと舌同士を擦り合うような動きは、緩慢であればあるだけ、ぞっとするほど厭らしい。

　どろりと流れ込んできた唾液を飲み下せば、瞳が笑むようにたわんだ。普段は冴えているその輝きが甘く蕩けて、褒めるように耳元をくすぐられる。

「ん、ぁ……んんっ……」

　耳朶を覆うようにされると、小さな水音が身体に反響する。彼の腕に縋りついていないと、呼吸ごと奪われて溺れてしまいそうだと思った。弱いところ、情けないところを見せたくないなんて虚勢が、前回よりもずっと早く溶け堕ちていくのを、止められない。

　────俺もお前を気持ちよくしたいだけって言ったら、どうする？

　どうする、なんて。こんなキスをされたら、もうどうしようもなくなることぐらい、分かってるくせに。

「……脱がすぞ」

　ほとんど触れ合ったままの唇が低く囁いた。くん、とバスローブの腰紐が引っ張られ、蝶結びにしただけのそれがほどける。留めるものがなくなれば、バスローブは自然と肌を滑り、下着だけを纏った全身が尾崎君の眼前に晒されてしまった。隠すように身体を抱きしめた腕すら取り上げられて、私は小さく身を捩る。

「これ、わざわざ付け直したのか？」

　彼の熱い指先が、じっとりとした手つきでブラジャーの肩紐を下ろした。二の腕の辺りで行き場を失くしたそれを掴んで、私は「だって、」と呟く。

「マッサージの予定だったから……」

　シャワーを浴びた身体に同じ下着は少し嫌だったけど、こればかりは意地だった。『そういう』期待をしているわけじゃないのだ、というポーズのためには下着は絶対必要不可欠だ。

　本当なら、バスローブだってやめて元の服を着たいぐらいだったけれど、マッサージでぐしゃぐしゃになってしまうであろうことも加味して、妥協点がこのバスローブに下着姿だっただけ、────そんなことを期待の件は伏せて説明すれば、尾崎君はしたり顔でうんうんと頷いた。

「まあ……俺も同じこと思って、下着穿き直したし、それはいいんだけど」

「ほら。じゃあいいじゃない」

「でも、そのマッサージ中に、どっかの誰かがあんなやらしいことするから……もっと汚れて、帰るときに穿けなくなっちゃったんだよなあ」

「あ……」

「というわけで、お前にも同じ目に遭ってもらうから」

　低く、喉奥で笑った尾崎君の声音は、悪戯めいてひどく愉しそうだった。もう片方の肩紐もするすると下ろし、鎖骨の下、膨らみの始点をくすぐるように撫でる。そのまま彼の大きな手が脇のほうへと滑り込んでくるので、私は慌ててその手を捕まえた。

「ぁ、っや……」

「や、じゃない。……こっちは取るから、背中浮かせて」

　ブラジャーに指を引っかけ、尾崎君が再び囁く。ようやく焦点の合った尾崎君の顔は真剣で、素直に背中を浮かせるどころか、見つめられながら呼吸をするのだって恥ずかしい。

　思わず顔を逸らせば、懇願するような口付けが首筋へと降った。鎖骨に軽く歯を立てられて、突然の強い刺激に身体が仰け反る。その隙に背中に潜り込んだ指先が、容易くブラジャーを取り去っていった。

　もはや身体を隠すのはショーツ一枚だけ。ほとんど生まれたままの姿を、尾崎君の黒々とした瞳が舐めるように眺める。まるで飢えた獣の前に差し出されたような心地だった。視線が触れた場所から火が付くように、じくじくとした疼きが肌の下に溜め込まれていく。彼に全部を見られてしまうという焦燥は、期待と共に甘い蜜を生み出した。

「っ……お、ざきく、見ないで……」

「……この状況で見ないとか、無理だろ。お前は男の欲が分かってない」

「ん……ッ」

「それに……俺はお前の全部を暴いて、じっくり見て……ぐずぐずにかわいがりたい」

　欲を孕んだ視線が、つうっとお腹から太腿を撫でた。その動きに合わせて、奥からとろっと蜜が零れていくのを感じて、慌てて膝を締める。それでも隠し切れない欲情の兆しに、尾崎君はすぐに目を留めてしまう。

「肌白いのに、全身うっすら赤くなり始めてる。もう感じてるんだな。俺のを舐めて、キスして、見られて……それだけのはずなのに」

　からかうような台詞なのに、響きはどこまでも熱っぽい。

　乾いた指先が視線を追うように太腿を撫でさすり、ふと緩んだ唇が、私の一番柔い膨らみに向かって降りていった。まだ芯の通っていないふわふわとした乳輪に、少し濡れた唇が触れる。ふに、と押し込まれる感覚は優しいのに、身体の奥へと駆け抜ける電流は、容赦なく女の悦楽を目覚めさせていく。

「ぁ、んんっ」

「ふ、……お前、ここ好きだろ。感度もいいし……真っ赤に腫れて、疼いて堪らなくなるまで弄ったら、ここだけでイけそう……」

「ッ、あぁ……っ！」

　とんでもない台詞を吐き出した唇が、そのまま色づいた輪に強く吸い付いた。中に埋まった無垢な蕾を引きずり出すかのように、きつく、強く。空いたほうの膨らみも、大きな手のひらで激しく揉みしだかれる。

　口の中に囚われた蕾は、勃ち上がっても放してもらえないまま、彼の咥内で一方的に蹂躙される。ざらついた舌できゅう、と扱かれ、先端の少しくぼんだ部分を穿るように歯を当てられて。唾液をたっぷりとまぶしたあと、それをはしたない音を立てて吸い上げられた。まるで膨らみの中身を絞り出すように、ぐ、ぐっと何度か根本を掴まれてしまえば、悲鳴じみた嬌声が止まらなくなる。

「あっ！　んッ、ゃ、ひぁ……ッ！」

「ッは……ん、気持ちいいな……」

「ぃ、っいから、ぁ……もっ、ゃ、やだ……」

「ん……ああ、逆も欲しかったか？　放っておいて悪かったな」

　馬鹿、違う。呻くような声は音にならず、彼を押し留める手も間に合わないまま反対の蕾に軽く歯を立てられる。さっき口で弄ばれたほうの蕾も、唾液を擦り付けるように指でくりくりと責められてしまい、痙攣した腰が軽く浮いた。半ば噴き出すように溢れてきた蜜を、花弁がついに受け止めきれなくなり、尾てい骨までをぐっしょりと濡らしていく。

　尾崎君の愛撫は、執拗だと感じた先週よりもさらにねちっこく、執念深い。

　いつの間にか私の太腿を割り開き、その間に陣取った彼の身体がゆるく圧し掛かってくる。逞しい身体に相応しい、確かな重みに、被虐的な悦びがさらに私を甘く蕩かしていった。

「ふ……目、今日も蕩けてるぞ」

「やっ……あ、はぁ……ッや、ゃ」

「やだやだ言ってるのに、気持ちよくて堪らないって顔して……は、っかわい……」

　言葉の合間に唇で蕾を甘噛みしながらも、尾崎君の目はしっかりと私の痴態を捉えていた。また馬鹿みたいに甘ったるい『かわいい』を囁かれて、心まで溶けていく。それを見越したのか、彼の手が胸元から腰のラインをなぞって、ショーツの淵を爪先の方へと引っ張った。

「ぁ、ん……っ」

「っ……ああ、すごいな。とろっとろ……」

　溜息と感嘆の間、ひどく雄くさい、渇いた声が尾崎君の喉を鳴らした。

　引っ張られたショーツのクロッチと、私の蜜口の間に卑猥な糸が伝っているのが微かに見えた。少し白っぽい色合いが自身の淫猥さの象徴のようで、もういっそ何もかも分からなくなってしまいたい。

　思わず顔を背けると、それを戒めるように、彼の指先が私の濡れた下生えをさわさわと撫で、軽く引っ張ってみせる。ひどくささやかな、それでいてちりちりと痺れるような刺激。悪戯っぽい手つきなのに、どこかに隠しきれない欲が滲んでいて、腰がぐんと重くなった。

「ちゃんと見てろって……」

「ゃ、あ……」

　私の秘所は、既に一度自身を開いてくれた尾崎君に対して従順だった。

　花弁は擦ってくれる指先を歓迎するようにひくひくと痙攣し、窄まるたびに新しい愛液を会陰へとはしたなく垂らす。ぐしゃぐしゃに濡れた内壁は、沈められていく二本の指に甘えて絡みつくと、奥へと誘い込もうと厭らしく蠢いた。淫らなこの動きは、彼の、あの濃密な愛撫に仕込まれてしまったのだと、かあっと顔が熱くなる。

　尾崎君は、そんな私をぞくぞくするような顔で見下ろして、唇をぞろりと舐めてみせた。

「……いい子。俺の指、ちゃんと覚えてたな」

　健気に締めて、熱い壁が絡みついてくる、────そう囁いた尾崎君は、まるで前の手順をなぞるようにして、花蜜を湛えた泥濘をじっとりと責め立てた。もう一度開かれていく中は、あっという間に指を三本まで咥え込む。お腹側の浅い場所は硬い節で抉られ、奥は三本揃えた指先で丁寧に小突かれて。とろっと緩んだ深い場所まで彼の侵入を許してしまう。

　今日こそ、身体の奥まで彼に屈服されられる運命にあるのだ、という予感が確かにした。きっとこのまま、指で奥を開かれたらすぐに、────

「……なあ、」

　そんな夢想を掻き消すように、尾崎君の声がした。

「ここ。舐めていいか」

　指を貪欲に頬張る淵を、勿体ぶるようにして親指がなぞる。そのまま花弁を捲り上げるように外側へと撫でられて、じわっと背中に汗が滲んだ。

「は、ッあ、あっ……っふ、な……何？」

「舐めたいって言った。……いいよな？」

「えっ、は……ち、ちょっと待って！」

「はいはい、待たない」

　私に圧し掛かっていた尾崎君の身体が、ずるりと後ろへと下がった。太腿をさらに大きく割り開かれる形で、指が食い込むほどに押さえつけられる。その暴挙に反抗して脚に力を込めれば、そんな私を叱るように、淫路を埋める指がぐりぐりと最奥の壁をなぶった。

　抵抗を止めた私の目の前で、尾崎君の頭が秘所へと向かって降りていく。ふわりと触れたのは彼の身体に纏わりついた空気か、それとも吐息か。私が息を呑んでいる間に指が一度抜かれ、熱くぬめった感触が、ぐずぐずになった蜜路の入り口をくすぐった。

「っあ、ゃ、そんなとこ……」

「お前もしてくれただろ。お返ししてるだけ……ほら、気持ちいいのに集中しろ」

「ッ、んん……っ！」

　零れるとろみを掬うように、下から上へ舐めて。ぽってりと腫れた花弁ごと唇で挟んで吸い上げて。彼の口が巧みに動くたびに、じゅ、る、と淫猥な音が響いた。柔く濡れた感触が淵をほぐすように掻き回してくると、悪寒にも似た愉悦が全身を支配する。

　あまりの快感に逃げようとした腰は、彼の腕によってしっかりと捕まえられた。無力な獲物と化した私は、ただ自分の浅ましい欲の象徴を啜られ、喘ぎ啼くことしかできない。

「ああ、ンっ、飲まないで、ってば……！」

「ん……？　っん、は……恥ずかしい？」

「当たりま……ッア、ゃあ……っ」

　尾崎君の舌が、蜜口のすぐ上で震えていた花芽へと伸びた。指とも違う、柔らかく濡れた感触は、私の弱点を一瞬で蕩かしてしまう。

「ふ、ぁあ、あ……ッ～～！」

「だーめ。俺はお前を気持ちよくしたいんだから。舐めただけで、お前が色っぽく喘ぐここ……途中で止められるわけないだろ」

　ここ、と彼の指が淫芽の包皮を捲り上げ、そのまま勢いよくしゃぶりつく。

　剥き出しになった先端を撫でるように舐められ、根本や裏筋にあたる部分を削ぐように舌を動かされる。がくんと腰が跳ね、擦り合わせようとした膝が尾崎君の肩辺りにぶつかった。それを咎めるように、その幼気な芽を唇でぐしゃぐしゃになじられると、爪先までがぴんと張りつめて、絶頂の予感に身体が戦慄いた。

　なぶられる感触も、尾崎君にこうされているという状況も、どうしようもないほど気持ちいい。胎内が甘く疼く切なさと、限界まで煮詰まった快感を前に、もう何も繕えている気がしなかった。このまま果てたら、この間よりも気持ちいいところに行ける気がして、甘ったるい溜息が零れる唇で必死に尾崎君を呼ぶ。

「お、ざきく……っも、ぅ」

「なに？」

「っだめ、イキそ……っ、あ」

　その瞬間、ぴたりと舌が止まる。ふっと気配がそこから遠のく気配に目を開ければ、尾崎君は上体を起こして荒い息をついていた。蜜でべたついた口元を親指で拭うと、厭らしく眇めた目で私を見下ろしながら、その親指をぺろりと舐める、────ぞくぞくして、堪らない気持ちになる。

　惚けていられたのは一瞬だった。急になくなった刺激に蜜口と花芯がじんじんと疼き、寂しさを訴える。身体に響くその切なさに、私は情けない声で彼をなじった。

「ぁ、ン……っなんで、」

「このままイッたら、前と同じだろ。……もっと違う刺激が欲しいんじゃないか？」

　私の心ごと見透かすような視線。身体に纏わりついていたバスローブと肌の間に差し入れられた手が、軽く腰を引き寄せる。汗ばんだ太腿同士が触れ合う感触にすら、背筋が震えた。

「ちがう、刺激って……」

「分かんない？」

　ちょっと甘やかすような、微笑みを内包した声音とは裏腹に、今度は両手で強く腰を掴まれる。膝裏を持ち上げられ、今までで一番あられもない格好をした私に、尾崎君は薄っぺらい正方形のパッケージをかざしてみせた。それがサイドボードから出てきたことを考えれば、何であるかは明白で。

　息を呑んだ私に、尾崎君はにんまりとした笑みを浮かべながら、一度だけ腰を打ち付けてくる。こん、と腰骨同士が響き合う音がして、ほぐれてとろりと口を開けた蜜路に、下着越しの硬い昂りが食い込んだ。反射的に浅い部分をきゅ、と締めてしまい、自分の淫らな反応にすら興奮が増していく。

「────こういうこと、俺はしたいって意味」

「っあ……」

「ここに入って……お前の全部が欲しいって意味なんだけど。ちゃんと伝わった？」

　硬い手のひらが、私のまろい下腹部を擦るように撫でる。確かめるようなその手つきに、雄の本能のようなものを感じて、その真下にある大事な場所がうずついた。二晩に渡って開かれた、そこに至るまでの隘路も、甘く締まり、ゆるりとほころぶのを繰り返す。

　『貸し』はきっと、こういうものだと思っていた。前よりももっと、情けなくてはしたない、私の全部を暴かれる行為なのだろうと。でも、────本当にしちゃうんだ。同僚で同期でライバルの尾崎君と。

「……うん」

　嫌ではない。もうここまでくれば自分の身体だけではなく、心も期待していることは分かっていた。それでも、少しの躊躇いが口を重くする。

　先週の彼の意味深な言葉たちと、向けられた含みのある視線。ペナルティは口実だと言い切った今日の様子を鑑みても、きっと尾崎君は私に同僚で同期でライバル以上の感情を抱いてくれているのだろう。

　でも、それが明確な好意かどうか、────尾崎君は口にしていない。

　自分だって、尾崎君のことをどう思っているかはっきりしていないのに。彼の気持ちの在り処がどうしても気になってしまうなんて、ちょっと女々しいだろうか。

「……なあ、春瀬」

　すり、と臍の下を親指が撫ぜる。

「────俺のこと、好きだろ」

「は？」

　ぽろりと零れた呟きは、ほとんど意味のない音のようなものだった。

　視界には私の膝に手を添えたままの尾崎君がいて、その瞳が何かを訴えかけるようにじりじりと火を灯している。その火を見つめながら、私は彼の言葉の意味を何とか咀嚼して、飲み込んで。

「っ……むしろ、そっちが好きなんじゃないの」

「……認める気はないってことだな？」

「こういうときぐらい……っ、素直になったら？」

　今から身体の全部を暴こうというところで、心の全部まで見せろと迫るのは、あまりにも横暴でずるい、────そんな思いから、私はかわいくない言葉ばかりを唇で紡いでいく。

　好きじゃないと一蹴するには、私の中の複雑な感情は育ちすぎていた。

　ただの一度でも口に出してしまえば、きっと名前が決まってしまうその感情を、尾崎君はここで名付けて、自分に見せろと強請っている。

　抵抗する理由は、私ばかり見せるのは嫌だ、なんて負けず嫌いに起因する意地が九割。残りの一割は、認めたくはないけれど、尾崎君の気持ちがどこにあるのかが分からないことに対する、不安だった。

　尾崎君は、その残りの一割を知ってか知らずか、自分の気持ちを伝えてくれる素振りは見せない。煽るようにすりすりと下腹部を撫でながら、私が心まで屈服するのを待っている。

「言わないならこのままするけど」

「……別に、どうぞ」

「ふうん、」

　ぺり、と手の中のパッケージを開けた尾崎君は、そのまま外袋を放り、手早くそれを着けると私に再び覆いかぶさる。ぐっと近づく顔と身体に、前にも感じた彼の香りと、くらくらするような『男の人』の香りが鼻腔を満たした。中途半端に昂った身体にとって、その香りはひどい劇薬で、心臓がどくんと跳ねる。

「……っ、なに、」

「そんなに、『好き』って言いたくないのか」

「え？」

　少しトーンの低い声に、思わず声が漏れる。ぱちりと瞬いた瞼の向こうで、尾崎君は少しだけ眉をしかめていた。不機嫌とも不満とも違うその表情を、強いて言葉で表すなら、────不安、だろうか。

　その珍しい表情に、心がぐらりと傾ぐ。

　単純で馬鹿な女だと自分でも思うけど、女の人に不自由したことなんてないような顔で、そんな不器用さを見せつけられるとだめだった。梨花ちゃんの忠言が今更になって効いてくる、────かわいいと思ってしまったら、負けなのだ。

「言いたくない、わけじゃなくて……」

「じゃあ、なに？」

「……私が先なのが、嫌なの」

　今言える精一杯の素直な本心に、尾崎君の瞳が至近距離で見開かれる。驚きに彩られていた切れ長の瞳は、ややあって何故かゆるりと緩んで、甘い喜色を滲ませていく。

　その意味を理解するより先に、額同士が触れ合って、熱く湿った吐息が私の頬を撫でた。

「……俺も、同じこと考えてた」

　だって『惚れたほうが負け』って言うだろ。

　息だけで笑う尾崎君の言葉に、どきりと心臓が甘く波打つ。『好き』とほとんど同義の言葉は、それでも『好き』という言葉とは重ならない。どこまでもずるい、尾崎君らしい表現だった。

　一割の不安がじわりと溶けて、九割の意地が十割へと変わる。私は額を擦り合わせるように緩く首を振って、瞼を閉じた。

「尾崎君には、ぜったい、負けてあげない」

「……っとに、負けず嫌い」

　────でも、そういうところが燃える。

　その呟きが、戯れめいた応酬の終わりの合図になった。尾崎君の瞳を、情欲が再び塗り替える。持ち上げられていた膝裏を折り畳むように押され、熱い楔が濡れそぼった秘裂に分け入ってきて。

「ぁ、あああ……っ！」

「ッ……！」

　ずぶずぶと温かな泥濘へ沈む滾った怒張に、瞼の裏がちかちかと瞬いた。彼の指と舌で丁寧にほぐされたせいで、蜜穴は一息に奥深くまでそれを飲み込んでしまう。火傷しそうなほどの熱と、苦しいぐらいの逞しさ。柔い淵が限界まで押し広げられ、自分ですら触れられない場所を彼に、────尾崎君に明け渡してしまったのだと、思い知らされるような存在感だった。

　ぎゅ、うう、と怒張に縋る内壁は、自分でも分かるぐらいにひどく波打っている。遠のきかけた意識のどこかで、挿れられただけで軽くイッてしまったのだと理解した。

「っあ、……は、あぁ……」

　ひくん、と喉が震える。甘く果てただけでは、まだ身体の熱は籠ったままだ。

　彼は私の腰を引き寄せるのではなく、私を押さえつけた上で腰を、ぐ、ぐっと断続的に突き込んでくる。最奥を丁寧に押し上げるような律動は、堪え性のない私の身体を慰め、あやすようだった。目の前でゆらゆらと揺れる尾崎君の顔は、絶頂による締め付けに耐えるように険しく、その輪郭からぽたりと汗が落ちる。

「あッ……ぐ」

「はっ、ああっ、っん……いっちゃ、」

「お前、今、イッた……？　っとに、正直な身体だな……ッ」

「あぁっ！」

　からかうように腰を打ち付けられ、身体が一瞬浮き上がる。

　────これ、だめだ。気持ちよすぎる。

　もう唇からは意味のない喘ぎ声しか漏れ出てこない。くったりと弛緩した身体をいいように貪られ、悦ばせるために中を健気に締める。充溢した怒張の、その血管の一筋一筋を襞が勝手に舐め啜り、さらに猛り逞しく育てていくのが厭らしくて堪らなかった。

「やっ……ぱり、好きだろ。はァ……中もすげ、……絡みついて、くるし」

　明け透けに笑った彼が、にんまりと歪めた唇を私の肩口に押し付ける。じんと熱いそれは、まだどこか濡れていた。

「っん……っあ、く、うぅ……！」

　内壁を余すところなくなぶる熱杭は、ついに最奥の窄まりをほぐし始めた。背筋を駆け上がる悦楽に、私の太腿が尾崎君の逞しい腰を挟んで、むずがるように撫で擦る。その感触がくすぐったかったのか、それとも思わず中の楔を締めたせいか、彼の眉が男らしくしかめられた。

「は、ぁ……っ、きつい……な。あんなに広げたのに……」

　彼の荒く、ぞくぞくするような吐息が、耳と首筋をざわりと粟立たせた。甘く締め付ける淫壁をほどくように、楔がずるずると引き抜かれていく。全部の襞を纏めて掻きむしられる感覚に、かくかくと淫らに腰が揺れた。

　蜜が纏わりつき、濡れそぼった熱杭は、今度は浅い場所を餌食にすると決めたようだった。前回、彼の指に快楽を教え込まれたお腹側の弱点を、まろく肥えた先端でぐちぐちと捏ねるようになぶられる。いいところだけを獰猛に愛撫され、首筋を軽く噛まれる快感に、私は髪を振り乱して甘く啼いた。

「な……春瀬、ッ言って……『好き』って」

「あっ、ああっ、ゃあ……ッ」

「言えるように、なるまで……ここ、ずっとぐちゃぐちゃにしててやろうか？」

「ぁ、」

　そんなの、絶対おかしくなる。

　恐怖と期待がないまぜになった衝動に、思わずむずがるようにシーツに頭を擦りつけてしまう。そうやって逃避しようとする私の耳元で、濡れた声が厭らしく囁いた。

「はるせ、なあ」

「ハ、ぁっ、や……言わない、から……！」

「……は、ァ、いいよ？　俺は。ここ、たくさん突いて……嫌っていうほどお前を気持ちよくするの、愉しいからな」

　膨れた笠の段差が、中で溜まった白蜜を掻き出していく。それでも隘路がたっぷりとした愛液で満たされているのは、刺激を貰えず焦らされるばかりの胎奥が、愉悦をはしたなく強請っている証拠だった。

　一息に駆け上がる絶頂ではなく、突き上げられるたびにじわじわと熱を与えられ、果てが近付く。腰を捩っても逃げられず、徹底的に苛め抜かれる被虐感と刺激が相まって、心も気持ちよく堕とされていく。

「ッあ、ぁ、んん、っ！」

「はあ……ッまた、締まった。イキそうなんだろ」

「ん、ぅ、イッ……ぁ、イっちゃ、」

「いいぞ、イッて。ッ見ててやる、から……」

　甘露を煮詰めたような瞳が細められ、優しく私を見つめる。腰を掴んでいたはずの手は、いつの間にか頬に添えられていて、快感に流れる涙を拭ってくれた。

　愛おしさが滲んだその手つきと視線は、先週よりもずっと甘ったるい。胸を満たす、多幸感にも似た温かな気持ちと、下腹部に与えられる苦しいぐらいの快楽。その落差によって、残った理性がぐずぐずに蕩けていった。そうなるともう、尾崎君の顔を見るだけで胸がいっぱいになって、思わず『好き』なんて言ってしまいそうな、────

「ァ、だめ……や、っや、だめっ、尾崎く……す、」

　き。

　そう言いかけた瞬間、尾崎君の、────目の前の雌をめちゃくちゃに食い荒らしてしまいたい、と訴えるような顔が意識に焼き付いた。

　それが、決定打だった。

「っんん、ぁ、あ、ああっ……っ！」

「ッぐ……！」

　がくんと跳ねたはずの腰が、中を埋めるものによって中途半端に揺れた。

　彼の腰を抱きしめるようにして回した足先が、不随意に痙攣する。怒涛のように身体を駆け巡るその電流が、快感という名前であることを、私は数秒遅れて思い出した。

「はぁ、あ……、」

　硬い怒張の笠をふしだらに食い締めて、震える襞を蹂躙され尽くした余韻に酔う。絶頂に強張る四肢が弛緩し、私はシーツの上にぐったりと身体を投げ出した。意識が浮ついていて、いやに耳につく荒い息が、自分のものか尾崎君のものかすらも分からない。

　尾崎君にもたらされる悦びは、甘いのに苛烈だ。ずっしりと圧し掛かる倦怠感の中でそう思う。全部を見たいという彼の願いを反映する淫戯は、私の何もかもを暴いてしまい、体力をひどく消耗させた。

　ああ、このまま意識を手放してしまいたい、────そう願いながら、ゆるゆると瞼を下ろして。

「……ッ春瀬、悪い……っ」

「っひ、ぁあ……ッ!?」

　訪れかけた微睡みごと、がつん、と最奥を勢いよく貫かれる。

　浅い場所ばかり愛でられ焦れていた胎奥が、突然の重い刺激で混乱するように蠢動した。

　絶頂から降りきれていない中で注ぎ込まれた新しい快楽に、私は慌てて弛緩した腕に力を入れ直す。

「ちょっと待って、も、無理……！」

　これ以上されたら本当におかしくなって、今度こそ『余計なこと』を口走ってしまう。

　四つん這いの格好で、尾崎君から離れようとシーツとバスローブの上で藻掻いた。まだ余韻の残る身体はろくに動かず、腰から下がじんじんと重い。

「はー……、ッだから、悪いって言ったんだ」

「い、いやいや、嘘でしょ、……ッあ！」

　少し荒々しい手が、逃げようとした私の腰を掴み、────有無を言わせない力で引き戻した。瞬きの間に、未だ逞しく漲っている彼の怒張が再び蜜壺を抉る。がつん、と一息に奥まで貫かれ、一瞬身体が浮くような感覚が私を襲った。

「ああぁ……ッ！　やっ、うそ……！」

「ハ、あ……お前だけ、ッイくの、は、……ずるいだろ」

　低い笑い声が背中側から聞こえた。そのまま、燃えるような気配がぴたりと背中に重なる。尾崎君に圧し掛かられ、後ろから穿たれているのだと、ふやけた頭でようやく理解した頃には、熱い楔が最奥をなぶり始めていた。身体の重みが楔に乗っているせいか、最奥を押し込まれるのも、そのまま腰だけを回すようにして、ぐりぐりと奥の窄まりをほじられるのも、苦しいのにどうしようもなく気持ちいい。猫のように反った背をぴくぴくと震わせて、甘い悲鳴を迸らせることしかできなくなってしまう。

　気持ちいいのは尾崎君も同じようで、後ろから覆い被さったまま荒い息をついていた。先端から根本までを私の襞に舐め吸われた剛直が、中でどくどくと脈打っているのを感じる。分かりやすく興奮を示す反応に煽られて、その剛直をきゅんと食い締めると、彼は私の腰に爪を立てたまま小さく呻く。

「ッ、あ……馬鹿、今締めんな……、って」

「ぁ、んんっ……そんな、こと……言われても、」

　気持ちよすぎて、むり。そう囁いた次の瞬間には、激しく肌を打ち付けるような音が部屋中に響き渡っていた。

　『一回目』の私を執拗に感じさせる動きとも、さっきの奥だけを押し込む動きとも、まるで別物だ。抜き差しのたびに追い縋る蜜裂。それで好き勝手に剛直を扱くように、激しい律動が繰り返される。バックの体勢はひどく不安定で、突っ張っていた腕はすぐにベッドの上で崩れ、私は腰だけを高く差し出す卑猥なポーズで尾崎君に抱かれていた。

「あっ、ひっぁ、ああッ」

「あー……やっ、ば……」

　ぐうっと押し込まれれば、体位のせいで奥の奥まで切っ先が届く。再びぐちりと奥の窄まりを穿たれ、私は彼の下であえなく啼き喚いた。今まで誰にも許したことがないほど深い場所に、尾崎君がいる、────それだけで気持ちよくなるほど、私の頭のネジは緩んでしまったらしい。

　肩甲骨の間、肩先、うなじ、耳の後ろ。せめてもの慰めのようにキスが落とされ、尾崎君の片手が、枕を掴んでいた私の手に重なった。指同士が絡み合い、まるで縋るように握られる光景が厭らしく思えて、私はもうどこにも逃げられないことを悟る。

　今夜、私は視覚や聴覚すらも食い荒らされ、悦楽の海に沈められるのだと。

「はー……もう、自分で身体支えられないだろ。俺がいないとだめってぐらいにとろっとろなの……めちゃくちゃ、いいな。堪んない」

　耳から孕ませるような、興奮を隠しもしない声音。さらに奥へと分け入ろうとする彼の屹立は、本能的にその壁の向こうが、一番大切な場所だと知っているかのようだった。

　押し込むような動きが、再び後ろから突き下ろすようなそれに変わる。じゅぶじゅぶと攪拌された淫液は、四つん這いで腰を捧げているこの格好のせいで、垂れていく様が良く見えた。呆れるぐらいに卑猥な光景の間で、釣鐘のように揺れる膨らみが、その卑猥さに拍車をかける。

　いよいよ腰遣いも激しくなり、怒張を咥え込む淵が擦れてじんと熱を持つ。揺れる視界の中、尾崎君と繋ぎ合った手をもう一度見つめ、私は彼を呼んだ。

「ッひ、ぁあっ、ね、っねえ、おざきく……」

「ん？　ッなに？　嫌だも止めても、もう、ぐ……っ聞けないけど」

「っキス、して、」

　視界に貴方がいないのが、ひどく寂しい。

　囁くようにしたおねだりは、それでもきちんと尾崎君の耳に届いたようだった。息を呑む気配と同時に、淫筒を串差す屹立はそのままに、身体を仰向けに返される。予想外の方向へ蜜襞を引っ掻き回され、唇は悲鳴ごと彼に食べられてしまう。

「ふッん、ン、っぁ、んん！」

「っん……くそ、っとに、かわいいな……！」

　苛立ちすら混じったような甘い言葉と共に、今までのものが戯れに思えるような、容赦のない突き上げが始まった。腰骨同士がぶつかるほどに深く蹂躙され、咥内まで情熱的に舐め回される。尾崎君だって息苦しいはずなのに、想いごと注ぎ込むようなキスは執拗だった。

　他の誰だって、こんなに熱烈なキスはくれないだろうと思わせるほどに。

「やッ、あ！　も、だめ、またイッちゃ……！」

　全身が、頭が、沸騰するように熱い。一番熱いのは間違いなくお腹の奥で、尾崎君の欲望に中てられたせいか、刺激を貰っても貰ってもじくじくという疼きが止まらないでいる。一方でそこに至るまでの媚肉はもう限界を訴えていて、彼の楔の張り出た笠に散々掻きむしられた襞が蕩け出してしまいそうな錯覚を覚えた。

　もう一度しっかりと繋ぎ合わされた両手の指が、淫靡に絡み合う。そのぴったりと嵌る感覚が愛おしくて、ぷらぷらと宙に浮いていた脚をつい彼の厚い腰に巻き付けた。ほとんど無意識のその動作に、中を埋める怒張の質量がさらに増したのが分かって、心臓と子宮が甘やかな悦びで震える。

「ぁ……ッは、春瀬、っ俺、も……！」

　だめ押しのように、快楽に蕩けた奥壁を穿った尾崎君が、食いしばった歯の隙間から熱い呻き声を漏らす。その刺激と熱に、また頭の奥が爆ぜたように白く染まり、全身が大きく痙攣した。

　三度訪れた絶頂に蜜路が収縮すれば、隙間なく埋まった剛直がびくびくと厭らしく跳ねまわる。噴き出す欲望の残滓まで出し切るように、緩慢な動作で、何度か奥に切っ先を押し付けられた。被膜越しに広がるどろりとした熱い飛沫が、緩みかけていた最奥の窄まりを叩き、私をぞっとするほどの悦楽へと堕としていく。

「ふぁ、あ、あぁ……」

「……は、ァ」

　きゅん、きゅんと戦慄く内壁は、奥の奥で爆ぜた剛直をあやすように舐め、健気に締めあげる。快楽の余韻による厭らしい反応は、頭では淫猥だと分かっていても簡単には止められない。甘えるような吐息を零しながら、私はしばらくそうして尾崎君の身体にしがみついていた。

「ッはー……っん、春瀬……」

　尾崎君も流石に消耗したのか、呼吸がひどく荒い。

　彼はしばらくじっと同じ体勢で悦に浸ったのち、ようやく痙攣が収まった屹立を緩慢な動作で抜き去り、私を抱きしめるようにしてベッドに倒れ込んだ。じっとりと火照った身体が優しく圧し掛かり、額をこつりと合わせてくる。

「……気持ち良かったか？」

「っん、……」

「春瀬、」

　答えを促すように名前を呼ばれるけれど、茹った頭でも素直に「気持ちよかった」なんて言うのは恥ずかしくて、逃げるように身体を捩る。合わさった額が擦れて、瞬きに合わせて睫毛同士が触れ合った。

　ああ、尾崎君とあんなにたっぷりしてしまった、────快感の海を漂ったまま、その居た堪れなさを噛みしめる。今は難しいことは考えたくないと身体が全身で訴えているせいか、思考はそこから先には進まず、ただその居た堪れなさだけが胸に取り残された。

「はーるーせ、逃げんなって……」

「ッ、だ、って……」

「恥ずかしい？」

　当たり前だろうという思いを込めて睨みつければ、尾崎君は先ほどまでの雄くささや興奮をすっと消して、甘ったるく柔い笑みで私を見下ろす。機嫌を取るように触れるだけのキスが落ちてきて、それが徐々に深くなっていった。ゆったりと唇を割られ、優しく舌を掻き回されると、じんじんと火照っていた身体が徐々に静まっていく。

　尾崎君が、私の身体の昂りを収めようとしてくれているのは明白だった。肩や腕などの、性的なニュアンスを感じない部分を宥めるように擦られると、鼓動も呼吸もだんだんと緩やかになっていく。時折、悪戯めいた動きで舌がいいところをくすぐるのも、下唇だけをじゅう、と吸われるのも、穏やかな快感で私をあやしてくれているみたいだ。

「ん……」

「……痛いところとか、ないな？」

「っ、は……ない、けど」

「ん。それならいい」

　ちゅ、というかわいらしいリップ音を最後に、尾崎君がキスをほどいた。そのまま、まるで子供にそうするように、抱きしめて背中を軽く叩かれる。反対の手は、胸にうずまる形になった私の頭を引き寄せて、くしゃくしゃと襟足を撫でた。汗が滲んだ地肌を、硬い指が滑っていく感触。浸るように瞼を下ろせば、触れた厚い胸板から尾崎君の香りがするのが分かって、ふっと身体の力が抜ける。

　────なんとなく、安心する。収まりの良い場所に頭を落ち着けて深く呼吸をすれば、恥ずかしくて居た堪れなかった気分が、少しくすぐったいようなそれに変わった。

　尾崎君もそれを感じたのだろう。優しい溜息が私の旋毛をくすぐった。

「……流石に疲れたな」

「こっちの台詞なんだけど……大体、一週間働いた後にこれは重労働、すぎる、でしょ……」

「重労働ってお前、身も蓋もない……というか、もしかして眠い？」

「うん……」

　穏やかな快感すら遠のくと、代わりに忍び寄るのは倦怠感にも似た眠気で、私の意識を引きずり込もうとする。優しく背中を叩かれるのも手伝って、意識の落下は加速度的に早まっていく。

　色々考えなければいけないことも、尾崎君に言いたいこともあるはずなのに。今日を逃したら、きっと後悔すると分かっているのに、────抗えない甘美な睡魔は、尾崎君の声で私を優しく促した。

「いいぞ、寝ても。俺が全部綺麗にしておくから」

「そう……？」

「ああ。だから……おやすみ、春瀬」

　温かな体温と、安心する香り。

　おやすみ、と返せたかどうかは分からない。額に触れる尾崎君の唇の感触を最後に、私の意識はふつりと切れたのだった。










３　心蕩ける一時休戦







　ぼんやりと中空を見つめていた私の目の前で、四つのグラスが纏めてテーブルの上へと置かれた。記憶の彼方へと飛ばしていた意識が、現在に収束させられていくような心地。

　そして耳に響いた先輩の声で、ぱちんとスイッチが入るようにチャンネルが現在に合わさった。

「えーと、生が私と柏かしわ木ぎで……カシオレ頼んだのは？」

「あ、私です」

「あら、春瀬さん意外とかわいいの頼むね」

「最初から飛ばすと持たないんで」

「またまた。顔色全然変わんないって聞いてるよ」

　にっこりと笑ってグラスを受け取る。並々と注がれたカシスオレンジは、私がぎりぎり飲めるお酒の一つだ。それでもこれを飲み干さなければならないと思うと、少し憂鬱な気分になる。

　がやがやと騒がしい居酒屋の一角、私がカシオレのグラスを握りしめているのは、営業課と総務課による合同飲み会が開かれているからだ。普段こういう飲み会をなるべく避けている私が今回に限って参加したのは、昔総務課にいた義理が一割と、────少し離れた卓にいる誰かさんと話がしたかったのが九割、なんだけど。

「……まあ、無理だよね」

「何が？」

「あ、いえ……そっちの唐揚げ貰っていいですか？」

　どうぞ、と先輩が渡してくれた唐揚げにかぶりつきながら、その離れた卓をちらりと窺う。

　尾崎君を中心に据えたその卓は、定員六名に対し倍近い数の女子社員が群がっている。その周囲の卓にいる他の女性も、ちらちらと隙を窺っていて、とてもではないけれど近づけるような状況ではない。

　今週は特に忙しく、互いに営業先を回ってばかりだった尾崎君と私は、雑談をするタイミングすらなかった。金曜日になってようやく、こうして同じ飲み会に顔を出せたというのに、尾崎君の周りの壁は分厚い。その壁が何事かを一生懸命に喋って、尾崎君の腕に纏わりついているのを見ると、胃がちくちくと痛んだ。あの中から尾崎君を引っ張り出して、個人的な話をするのは至難の業だろう。

　────大体、引っ張り出したところで言うことなんてないくせに。

　思わず零れた溜息を誤魔化すように、手元のグラスを呷る。

　私たちの宙ぶらりんで曖昧な関係をきちんと正すには、『好き』と言葉にするしかない。そのうえで、言葉にしないで意地を張ることを選んだのは自分自身だ。

　ただの同僚で同期でライバルな私には、彼に群がる女性たちを蹴散らす権利はない。今日はもう諦めてしまったほうが建設的だ。そう弁えているはずなのに、どうしても未練がましく尾崎君のほうを見つめてしまう。

「────あっ、いたいた！　春瀬さん！」

「え？」

　思考を切り裂くような声と引っ張られた手に、ふと我に返る。

　視界に飛び込んできたのは、総務課時代によく一緒に仕事をしていた先輩の有あり原はらさんだった。ぱちりと目を瞬いた私に、彼は人好きのする笑顔を浮かべてみせる。

「久しぶり。春瀬さんが営業課に異動してからだから……二年近くぶり？」

「お久しぶりです。もうそんなになりますか？　でも確かに、普段は関わりないですもんね」

「どうかな、春瀬さんドライだからなー。こういう飲みも滅多に来ないし。来てくれてたら二年ぶりにはなってなかったと思うけど？」

「あはは。まあ、そうですね」

　つい苦笑してしまったのは、有原さんの言い方に嫌味がなかったからだ。純粋に私と久しぶりに会ったことを喜んでくれているような口ぶりに、ちくちくしていた胃が少し落ち着いた。

「皆も春瀬さんと久しぶりに話したがってたし、総務の卓のほう来ない？」

「えっ、いいんですか？」

「いいも何も、合同飲み会なのに部署ごとに分かれて座ってるのも変だろ」

　彼が指し示したのは、貸し切った居酒屋の奥まった場所で、営業課が固まっている場所からは少し離れている。あそこに行ってしまえば、尾崎君と話すチャンスは万が一にもなくなるだろう。

　尾崎君のほうを見遣れば、彼は相変わらずにこやかに女性陣の相手をしている。その目が私ではなく、「酔っちゃいましたあ」なんて古典的な手で彼の肩にしな垂れかかっている女子社員に向けられていることに、再びちくりと胃が痛んだ。

　先週も、今週も、今日も、気にしているのは私ばっかりだ。『貸し』も『好き』も、一線を越えてしまったことさえも、彼にとっては何でもないことだったのではないか。そんな勘繰りをしてしまうほどに、尾崎君は常に落ち着いていて、私に対し一定の無関心を貫いていた。

　今だって、こちらをちらりとも見ない。先週のことを話したがっていると思わせるような素振りもない。ちくちくとした痛みは、胸のむかつきに変わっていく。

　何なの、もう。私ばっかり振り回されて馬鹿みたい。

「……じゃあ、そっちにお邪魔します」

「おっ、珍しくノリいいな」

「別にノリ悪かった覚えはないんですけどね」

　小さな苛立ちの勢いで、有原さんの誘いに頷き席を移動する。これで今日は尾崎君と話せないだろう。

　────もしかしたら、尾崎君はこのまま二人の関係を有耶無耶にしてもいいと思っていて、『好き』と言わせたがったのだって、あの夜だけのままごとかもしれない。

　それでも、もういいや。そんな有り得ない妄想をして、拗ねたような投げやりな気持ちに一瞬でもなってしまったのは、珍しく飲んだアルコールのせいだけじゃないだろう。

　恋は人を馬鹿にするし、悲観的にもする、────たぶん、そういうことだ。
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　ぐらぐらと視界が揺れる。気分は確かに浮ついているのに、身体はひどく重く、全く力が入らなかった。意識も一緒に重たく沈んでいって、一つ一つの思考が恐ろしく遅い。

「春瀬さん、大丈夫？」

「……ん、はい。大丈夫、大丈夫……」

「んー、これだめだな。春瀬さん……未希、一人で立てる？」

「立つ……」

　こちらに語り掛けてくる有原さんの声は、薄い膜を一枚隔てたように聞こえた。立つ、という言葉に意味を理解するまでに数秒を要す。

　座っていた椅子から足を下ろせば、視界がさらに大きく揺らめき、誰かの腕に支えられた。その腕を掴んで再び数秒考え込む。出てきたのは何故か、この腕は尾崎君ではないな、という感想だった。

「あーあ、完全に酔ってんな。珍しい」

　酔っている。そう言われて初めて、自分が酩酊状態にあることに気が付いた。

　やけになっていたせいもあって、有原さんや総務課時代の同僚たちに勧められるまま、いつもより飲んでしまったのだろう。自覚すれば、舌に苦いアルコールの味が残っていることに気付く。総務課には、私が飲めないと知っている人もいない。自分で律さなければならなかったのに、とぼんやり後悔をしながら、何とか鞄を引っ掴んだ。

　どうやら飲み会はもうすぐお開きの時間のようで、霞んだ視界の中にもぽつぽつと帰り支度をしている人が映る。酔いが冷めるのを待つ時間はなさそうだった。

　こんな状態で真っ直ぐ家に帰れるだろうか。微かに残った理性の囁きに答えるかのように、有原さんがそっと呟いた。

「……なあ。一人じゃ危なそうだし、俺と一緒に帰る？」

「ん……ええと、」

　有原さんの声は優しい。でも、何となく引っかかるような響きが混じっていて、回転の鈍い頭で言葉の意味を必死に考える。その間にも私を支える彼の手が、腰の辺りへ移動したのが分かって、妙な焦燥感が突き上がってきた。早く返事をしなければと思うのに、アルコールでふやかされた頭はあまり役に立たない。

　一緒に帰る。どこにだろう。駅か、家か。それとも、何だっけ。先週や先々週の、私と尾崎君のように、────

「────すみません。こいつ、俺のなんで」

　ぐい、と後ろに腕が引かれた。

　よろめいてたたらを踏んだ身体が、逞しい感触にぶつかって止まる。何事だと思ったのは一瞬で、私の身体はすぐにゆるゆると安堵して、力を抜いた。男らしい香りも、腰にしっかりと回された腕も、頭の上から降ってくる声音も、────私が今一番話したい、尾崎君のものだと気付いたからだ。

　私が安心したことに尾崎君も気付いたのか、応えるように優しく抱え直される。そうするとワイシャツの襟元と顎の下辺りが顔の正面に来て、微かに見える彼の口元が、硬く引き結ばれていることに気が付いた。

「は？　いや、ちょっと……」

「責任もって引き取ります。ご迷惑かけました。……ほら、行くぞ」

　呆然とした有原さんを余所に、尾崎君は一人で話を進めると、私の顔を覗き込むようにする。今日初めて合わせられた視線は、どこか焦れたような色を滲ませていて、私は彼の珍しい表情に向けて、ゆっくりと瞬きを繰り返す。

「うん……？　うん。私、尾崎君のじゃないんだけど……」

「口説いてる最中なんだから、俺のだろ」

「なるほど……？」

　それもそうか。酔った頭を小さく縦に振ると、尾崎君の唇が緩んだのが見えた。

　彼の手が私から鞄を取り上げ、そのまま腰辺りを支えてくれる。引っ張られるようにして足を進めれば、いつの間にか居酒屋の外に出ていて、知らない夜道を二人きりで歩き始めていた。

　酒精が火照らせた身体を、夜風がゆっくりと冷ましていく。そのおかげか、頭が先ほどよりはいくらか冷静になった。それを見計らったかのように、他愛もない質問が飛んでくる。

「……どれぐらい飲んだ？」

「え？」

「酒。どれぐらい飲んだらそんなになるんだ」

　私たちの足は、駅へと戻る繁華街へと差し掛かっていた。同じような飲み会帰りなのか、スーツを来た集団が何事かを大声で話しながら、私たちを追い越していく。

「ええと……カシスオレンジが一杯、ビールが二杯で、その後に……なんだっけ、ミントの味のやつ……を、一杯……？　二杯？」

「モヒートな。それだけでこんなになるのか……」

「なあに、文句ある？」

　呆れたふうの声音に、返事がつい喧嘩腰になった。ただ、まだ酔いの抜けていない声帯が覚束ないせいで、音だけは随分拗ねたような、甘えを含んだものになる。

「……ない。ないけど、セーブはしろよ。さっきのあれ、結構危なかったぞ」

「危なかった……？」

「持ち帰られそうになってただろ。俺が割り込まなかったら、ホテルに連れ込まれてたか、家に押しかけられてたか、向こうの家に連れ込まれてたか……その三択だ。気をつけろよ、ほんと……」

　有原さんのことを言っているのだろう。ぐしゃりと髪を掻き混ぜた尾崎君の視線は、また焦れたように私を見遣る。どこか熱っぽく、どろりとした輝きに、もしかしてという思いが胸の奥に芽生えた。

　平素なら胸の奥に秘めたままにしてしまう希望的観測でも、今の私は酔いに任せてするりと口に出すことができる。私はうるさく騒ぎ出す心臓を宥めながら、少し高い場所にある彼の顔を見上げた。

「ねえ、もしかして……嫉妬した？」

「……」

　私の問いかけに、尾崎君がぴたりと押し黙る。それでも私のほうには半ば確信があった。ああいう視線を、私もさっきまで尾崎君とその周囲の女性陣に向けていたのだから。

　押し黙った尾崎君の顔は一見いつも通りだけど、どこかに少しだけヒビが入っているようにも見える。

　そこを突けば、その下の別の顔が見えるのではないか、────彼にとっては私と一線を越えたのも『何でもない』ことなのではという、先ほどの悲しい妄想を打ち破ってくれるのではないか。そんなことを考え始めると、つい縋るようにスーツの袖を引いてしまった。

「ねえ、尾崎君ってば」

「お前、酔うと面倒だな」

「誤魔化さないの」

　その双眸を見つめれば、ふいと視線が逸らされる。目元が少しだけ赤く染まっていることに気付いて、心臓がひときわ大きく跳ね上がった。

　何度か開閉を繰り返した唇が、息を零すように囁いたのは、それからしばしの沈黙の後だ。

「……焦りは、した。絶対、連れていかせるかと思った……これでいいか」

「……！」

　こちらを見ないまま吐き出された素っ気ない響きに、じわりと心が満たされていく。

　ときめきと羞恥がないまぜになったかのような感情が沸き上がり、私は尾崎君のスーツの袖を握ったまま、ゆるゆると目線を下ろした。とても彼の顔を見ていられる気がしなかったのだ、────また、かわいいと思ってしまいそうで。

　彼にとって、私は『何でもない』存在ではない。他の人に誘われていたら、焦って割り込むぐらいの存在なのだと、ようやく実感する。ここが、あのビジネスホテルのシーツの上ではなく、二人きりで歩く居酒屋からの帰り道だということも、私の実感に拍車をかけた。

　悲しい妄想は、やはり妄想に過ぎないのだ、────私は恋によって馬鹿で悲観的になっていた自分の頭が、やっと理性を取り戻したことを悟った。

「なあ、聞いておいて無視はないだろ」

「うん……」

「……照れてる？」

　すっと甘くひそめられた声と共に、腰を支える腕が半ば私を抱きしめるように力を強めた。この二週間ですっかり覚えてしまった彼の温度が、夜風で冷まされたはずの身体を再びじわじわと火照らせていく。私の身体は、尾崎君に対して慣れるどころか、耐性ばかりを失くしていくのだと思い知った。

「照れてない」

「顔赤いぞ」

　にんまりと、愉しげな声で尾崎君が私に引導を渡す。その上機嫌な、からかうような声音は、少し前まで苛立ちの種だったはずなのに、今はじゃれつかれているような、くすぐったい感覚があるだけだ。

　それでも、あからさまなからかいに乗ってあげるほど、私は素直ではない。たとえ酔っていたとしても『負けず嫌い』なところは変わらないようで、頭が感知するよりも早く言葉が飛び出していく。

「……お酒のせいでしょ」

「嘘つくなよ。二年目のとき、飲めないくせに顔色変わらなくて、上司に飲まされそうになってただろ。誰が助けたのか忘れた？」

「え……」

　当たり前のように、尾崎君が笑う。今度はからかうようなそれではなくて、ただ自然と零れたような、柔らかい笑顔だった。私はそれを呆然と見つめながら、胸の内で吹き荒れ始めた嵐と格闘する。

　尾崎君がそのことを覚えているなんて、思わなかった。

　だって、ほんの少し話しただけの記憶だ。尾崎君が有名人だからと覚えていた私と違って、あの頃の尾崎君にとって、私はただの同期の一人だったはずなのに。

　まるで特別に扱われたような心地に、気の早い心臓が鼓動を高め始める。それを抑え込むように、私はアルコールで縺れる舌を慌てて動かした。

「尾崎君、もしかして本当に記憶力いいの？　よく、覚えてたね……」

「もしかしてって何だよ。記憶力勝負で勝っただろ」

「でも、もう結構前のことなのに……」

　私がさらに言い募ると、尾崎君はしばし口を噤んでから、こちらを見ないままそっと口を開く。

「覚えてるに決まってる。……あのとき、初めてお前と喋ったんだから」

「は、」

　緩慢な瞬きの合間に、尾崎君の横顔が私を振り返る。かち合った瞳は先週の金曜日、「俺のこと好きだろ」と聞いてきたときと同じく、何かを訴えかけるように輝いていて、────その『何か』にもう心当たりがある私は、思わず息を呑む。彼の台詞は、私の中の嵐を抑え込むどころか助長させてしまった。

　────これじゃあまるで、最初から、尾崎君が私のことを意識してくれていた、みたいだ。

　そう思うと頬がまた熱くなったような気がして、自分がその淡い希望的観測に喜びを見出していることを思い知らされる。

「……やっぱり照れてるよな？」

「だから、照れてません……」

「そう？　……そういうことにしておくか。もう駅にも着くし」

「え、」

　くすりと笑った尾崎君の声に、ぱっと顔を上げる。確かに彼の言葉通り、直線に開けた大通りの先に、会社の最寄り駅がぼんやりと光っているのが見えた。ここまで来れば、あと五分もしないうちに電車に乗ることが可能だろう。もたつきながら確認した腕時計は、終電には少し早い時間を指している。

　尾崎君はこのまま紳士的に、私を家に帰してくれるつもりだ。

　改めて考えれば当然のことのはずなのに、そのことに思い至った私は激しく動揺した。

　『どちらが先に好きと告げるか』という意地の張り合いの最中であること、『お持ち帰り』しようとした有原さんから私を奪ってくれたこと、今日が金曜日であること。その三つから無意識に、何の根拠もなく、今夜も私と尾崎君の間には何かが起こると信じていたのだ。

　言いようのない衝動に突き動かされ、私は足を止める。このまま駅に辿り着いてしまったら、私はまた一週間もの間、尾崎君と同僚で同期でライバルのままでいなければならない、────そんなのは、嫌だ、と無意識に思った。

　鮮烈な衝撃だった。

　同僚で同期でライバルより、もっと特別なものに一刻も早くなってしまいたい、────勝負を口実にしなくたって触れてしまえる関係になりたいと思っている自分を、私はようやく認めたのだ。

　それは、私が尾崎君に向けている感情に、名前がついてしまった瞬間でもあった。

「……春瀬、」

　尾崎君が私とは違う、アルコールの気配のないしっかりとした足取りで、こちらへと歩み寄る。私を真っ直ぐに見据える彼の顔は、どこか苦笑めいた柔い雰囲気を纏っていた。

「帰らなくていいのか」

「……尾崎君は、帰ってもいいの？」

「酔ってる奴に付け込む趣味はないんだけど」

「私だって、尾崎君以外にはないよ」

　酔いに任せて、普段は言わないような言葉がぽんぽんと口から飛び出していった。

　私のすぐ傍で立ち止まった尾崎君が、私の手を掴む。そのまま少しだけ躊躇いを含んだ手つきで、指同士を絡めるように握った。素肌に触れる彼の体温に、きゅう、と胸が柔く締め付けられる。ぴくりと震えた指先を宥めるように撫でられれば、さらに甘ったるい感情が心臓へと忍び寄った。

　私から強請ってもいい。そう思っているのに唇が動かないのは、きっと『好き』をどうしても先には言いたくないらしい尾崎君に、せめてこれぐらいは求めてほしいという、私の我侭だった。

「……お前な、せっかく人が無事に帰してやろうとしてるのに……」

　それに気付いているのかいないのか、尾崎君がふっと息をつく。苦笑を通り越して困ったような声音なのに、どこか甘さが滲んだそれがくすぐったい。ついに両手が捕まって、ぐっと近づいてきた尾崎君の唇が、耳元で熱を帯びた。

「降参だ。……俺は、来週まで待てない」

　言うや否や、私の返事を聞かないまま、繋がれた手が駅とは逆方向へと引かれていく。私が歩くには少し早いスピードに、私を引く尾崎君が焦れて、必死になっているのが分かって、ぐずぐずに蕩けた心臓が疼いた。返事を求めない強引さも、少し痛いぐらいの力強さも、私をときめかせる要因にしかならないから、困る。困るぐらい、────好きだと思った。

　行きはあんなにゆっくりと景色が変わっていったのに、まるで飛ぶように、あっという間に、私たちはいつものビジネスホテルの前に到着してしまう。

　飛び込んだフロントで、尾崎君がひどく淡々とした声音で部屋を取るのを、私はアルコール以外の何かでも酩酊し始めた身体を持て余しながら見つめていた。

　取れた部屋は、奇しくも最初にマッサージをした部屋と同じだ。フロントを突っ切る間も、エレベーターに乗っている間も、部屋までの廊下を歩く間も、私たちは無言で、ただ繋がれた手の温度がじわじわと上がっていくのが恥ずかしくて、どきどきして堪らない。

　そうしてようやく辿り着いた部屋の前で、尾崎君が囁くように私を呼んだ。

「なに、尾崎君……、んっ！」

　ドアノブが回る音と共に、唇に柔い感触が噛みついた。熱く濡れた舌は、私の口に残っているものより、ずっと苦いお酒の味がする。その苦味に気を取られている間に、そのままキスで部屋の中へと押し込まれる。とん、と背中が壁に触れたのに、私の身体をずり上げるように、下から掬い上げる執拗な口付けが止まらない。

　三度目の金曜日の夜が始まりを告げる、濃密なキスだった。

「ぁ、はっ……ふ」

「ん……、っな、春瀬、お前さ……」

　うっすらと開けた瞼の隙間から、尾崎君の片手が、器用にドアの鍵を閉めるのが見えた。その手慣れた動作が厭らしくて、半分宙に浮きかけている足先が震える。

　尾崎君は私の唇をゆるゆると弄びながら、たまに忍ばせた舌で悪戯に咥内を掻き回した。味はいつもと違うのに、その動きだけで尾崎君のキスだと思ってしまって、彼に飼いならされ始めている自身を思い知る。

「は……ッ今、俺に好きって……言わない自信、ある？」

「っえ……ん、んんっ」

「俺は、あんまりない。……酔って、何でも喋りたくなってる」

　余裕ぶった態度を崩さない尾崎君らしからぬ台詞に、わざとこういう言い回しを選んでいることはすぐに分かった。『お前に参っている』と素直に告白するような台詞。その女の子の心をくすぐる言い回しは、もれなく私の心臓にも刺さってしまった。

　ずるいと思えたのは一瞬で、熱い溜息を首筋に吐き出された拍子に、アルコールと尾崎君に酔った頭が、馬鹿正直にアンサーを吐き出す。

「……わたし、も。喋っちゃう、かもっ、ぁ」

　素直な唇を褒めるように、優しいキスと一緒に身体を抱え上げられる。そのまま横たえられたのは馴染みのシーツの上で、尾崎君も私を抱きしめたまま横に転がった。並んで寝るような体勢なのに、服の上から身体を這いまわる手が、私から眠気を取り上げていく。

　温かなお湯に浸かって、強張りをほぐされていくような、────それこそ最初にされたマッサージの気持ちよさを思い出すような、そんな雰囲気に、身体が端からとろとろと溶けていくような感じがした。

「それなら、提案があるんだけど……一時休戦にしないか」

「一時、休戦……？」

「今夜は、『好き』ってどれだけ言ってもノーカウントってこと。俺もお前も、今日は酔ってるから……勝負とか、これからの関係とか、ちゃんと考えられる頭じゃないだろ」

「ん……まあ、そう、かも」

　私のブラウスへと伸びた彼の指が、窮屈そうに第一ボタンを外した。すうっと入り込む外気と、籠った内側の空気が混ざり合って、肌がぴりぴりと粟立つ。そこへ指を滑らせて、尾崎君は息を零すように笑う。

「でも、今日のお前、すごく……かわいいから。好きって言って、かわいがってやりたくなる」

「んっ……」

「だめ？」

　彼の言葉が染み入ってくるのに、じんとお腹の奥が熱を溜め込んでいく。

　勝負も口実も放り出した先にある、ただ私たちがそうしたいだけの触れ合いを、彼も望んでいるのだ。それが、彼を好きだと認めた私の思考すらも、端から溶かしていくようで。

「……私も、」

　酔った状態で勝っても、負けても嬉しくないから、────違う、そんなことが言いたいんじゃなくて。

「尾崎君に好きって、言いたい」

「……ほんと、迂闊。お前、今日そのまま勝負してたら絶対負けてたぞ」

　尾崎君の手がぷつぷつとボタンを外していく。私もそっと手を伸ばして、彼の首元からネクタイを奪い去った。唇同士も触れ合わせたまま、身体ごと絡ませて、私たちは一糸纏わぬ姿になっていく。適当に放り出した服が、くしゃくしゃと丸まって散らばるのも気にならなかった。

　私が彼の二の腕に縋りつくと、応えるようにキスが降る。じゅ、うう、と舌を吸われたかと思えば、お返しとばかりにどろりと重い唾液を喉奥に注ぎこまれる。熱いそれが身体の中へ滑り落ちていくのは嫌じゃなくて、思わず二の腕へと爪を立ててしまった。

「気持ちいい？」

「ん……」

　そのまま柔らかくほどかれた唇が、耳朶を軽くついばんだ。はあ、と濡れた溜息の後に続いた言葉に、私の心臓も、呼吸も一瞬止まる。

「好きだ」

「っ……！」

「好き、春瀬……」

　浮かされた、甘ったるい掠れ声で囁かれる、私をおかしくしてしまう言葉。

　まるで毒のようだと思った。脳味噌をふやかして、心臓の鼓動を速めて、お腹の奥を疼かせて、最後には私をもう戻れないところまで溺れさせてしまうのだろうと、そんな予感がする。

　好き、という響きが耳元で鳴るたびに、身体と思考を溶かされた私の、最後の部分。心が端から同じように溶かされていくのが分かった。こんなにぐずぐずにされてしまえば、あとはもう、食べられるのを待つしかない。

「好き……ん、春瀬、」

「っ、ぁ……や、尾崎く、それ……」

「春瀬は言ってくれないのか？　『好き』って……」

　な、と甘やかすように強請る彼の声は、もう甘いだけでは済まされない情欲が表層に出ていた。尾崎君のがっしりとした脚が、私の脚を絡め取って、徐々に開かせていく。ショーツも脱がされた秘所には、むせかえるような女の匂いが既に満ちていた。

　彼の手が私の素肌に触れるのは、これで三度目。もう勝手知ったるという様子で、するするとお腹を辿っていった指先は、入り口の蜜溜まりをからかうように突く。

「もう、とろっとろ。……好きだって言われるだけで、こんなに濡らして」

「ふぁ……ぅ、あ」

「はー……、かわいい。好きだ、春瀬。好き……」

　蠢いた指先が、じれったいほどの緩慢さで熱く蕩けた中に沈んでくる。節くれだった、尾崎君の中指。その一週間ぶりの訪いを、私の淫襞は蜜を零して喜んだ。

　彼の指は、入ってきたときと同じように緩慢に中をほぐす。くちゅ、という卑猥な音が恥ずかしいのに、尾崎君はそのゆったりとした指戯を続けたまま、私の耳朶にもう一度吸い付いた。

「中の襞が、指にちゅうちゅう吸い付いてくる……厭らしい、な」

「あ、ぁっ……！」

「ああ……また締まった。かわい……」

　揶揄するような言葉には、どこまでも甘ったるさしかない。人が変わってしまったかのように、かわいい、好きだと囁き続ける尾崎君に、私の蜜壺はきゅんきゅんと素直に反応してしまう。くん、と鉤型に曲げられた指が、いいところを優しく押しつぶすタイミングで「好きだよ」なんて囁かれると、どうしていいか分からなくなって。

「尾崎く、ん……ぁ、すき、」

「っ……ん、俺も」

「だい、すき……っあ、ぁあっ……！」

　好きという言葉と、内壁を甘やかされる快楽が紐づいてしまいそうで、怖くなる。腰がびくりと震え、快感を内側に溜め込むように、壁が奥へ奥へと食い締めるようにひくついた。太腿の間に挟んだ尾崎君の手のひらの硬い感触が、また私を煽っていく。

　緩い刺激しか貰っていないのに、どんどんと頂きが迫ってくる。毒みたいに回る彼の『好き』に押し上げられるように、切ない疼きが強くなった。

　手足に力が籠り、ぎりぎりのところで糸が引き絞られる感覚に涙が零れて、尾崎君の唇が丁寧にそれを拭ってくれるのを、至近距離で見つめる。その唇が緩やかに離れていき、今度は私の唇へと下りてきて。

「……さっきの、お前を持ち帰ろうとした奴に見せてやりたい」

「っん……ぁ、」

「春瀬は、俺が好きだって言うだけで……こんなに、かわいくなるんだって」

　尾崎君の言葉によって、頭の中が蜜穴と一緒に掻き回されていく。ひたすらに甘い言葉たちは理性を押し流し、私の中に幸せを詰め込んだ。

　────好きな人に、好きって言ってもらえることが、こんなに幸せだなんて知らなかった。

「イキそうなんだろ。……俺に好き好き言われるの、きもちい？」

「っん、きもち……ッン、ふ、ぁああ……！」

「……っ、ほんと、」

　何でそんなにかわいく見えるんだろうな、なんて、私に聞いたって仕方のないことを呟きながら、尾崎君がくちくちと指を揺らす。ぞくぞくとした悦楽がお腹の奥から這い上がって、痛いぐらいに中を締めつけて、腰が浮いて、浮いて、────だめ、イッちゃう。

「────好きだ、未希」

「ッあ、ぁっ～～～……！」

　ふっと吐息が耳に触れた瞬間、引き絞るような嬌声が、だらしなく開いた口から零れた。

　頭の中に詰め込まれた幸せが、一気に膨らみ切り、ぱちんと弾ける。

　隘路を貫く指によってではなく、彼の声と、その言葉によって軽く絶頂したのだということは明白だった。好きな人に、尾崎君に好きだと言われて、じりじりと快感を高められた末に好きだと囁かれて、────それだけで気持ちよくなってしまったのだ。

　それがとんでもなく恥ずかしいことだと分かっているのに、快感とアルコール、そして尾崎君の声音によって蕩かされてしまった頭は、多幸感しか受け取らない。

　は、はと荒い息をつく私を覗き込んで、尾崎君はその端正な顔に蕩けるような笑みを浮かべてみせた。

「……イケたな。ほとんど声だけで」

　微かに震える語尾に、興奮と歓喜が滲んでいるのがよく分かった。そのじっとりと熱を持った声が、快感にほどけてしまった身体を褒めそやすように響くから、また奥の愉悦がひどくなる。

　彼のもう片方の手が、私の身体をくるりと裏返す。尾崎君に背を向ける形になった私を、逞しい腕が後ろから抱いた。優しい拘束は、同時に、私を逃げられなくする檻でもある。

　ぺり、とパッケージを噛み切るような音の後、期待にほどけた蜜口に、みっしりと逞しく膨らんだ屹立が押し当てられたのを感じた。

「ぁ……っ」

「っ悪い、な……もう我慢できない……」

　指一本だけで開かれた中は、まだほぐれきっておらず狭いままだ。それでもよく濡れたそこを、尾崎君の剛直が小刻みに動きながら穿っていった。少し進んでは、襞を捲り上げるように引いて、また押し戻して。あまりにじれったい動きに、太さも、熱さも存分に感じさせられて、私は彼の肩に後頭部を押し付けて、蕩け切った喘ぎ声を上げる。

　まだ頂きから降りきっていない蜜壁をあやすような、ゆるゆるとした律動。そのくせ耳元で聞こえる吐息は獰猛で、食べられてしまうのかとぞくぞくする。

「っう、ぐ……っあ、ぁ……」

「ふー……、ッは、ァ……ここ、一番奥、だな……」

「ッひ、ぁっ！」

　卑猥な腰遣いで、確かめるように最奥を小突かれて甘い啼き声が漏れた。取り繕う余裕のない媚びた声に、隙間なく呑み込んだ昂りがまた僅かに膨れ、襞を圧迫する。ただでさえ前よりも中が硬いのに、前よりも太くされたら堪らなかった。

「っだ、め……大き、……っあぁ……！」

「……ッ煽るな、って。ちゃんと、入ってる……から、な？」

　尾崎君の手が前に回り、自分のものを貪欲に頬張る私の蜜口の淵をなぞった。その感触に、私も自分の身体が彼の昂りを咥え込む様をまざまざと感じて、中の襞をうねらせてしまう。どぷりと溢れた蜜が合間から流れ落ちて、彼の怒張の根本を濡らしていくのが分かった。指を添えていた尾崎君にも分かったのだろう、その手が粗相を窘めるように、大きく開いた口の上に咲く花芽を摘んだ。

「ひ、ゃ、ぁああっ……」

「ぁ、っくそ……、」

　弱点への鋭い刺激に、ぎゅうう、と中を締めてしまうと、彼の怒張がびくびくと痙攣した。果ててこそいないものの限界が近いのか、硬く反り返ったそれが私の蜜壺を突き上げ始める。

　たっぷりと間を取って、重たく腫れた切っ先で最奥の窄まりを叩かれると、先ほど指だけでゆったり追い上げられたのと似た、穏やかなのに恐ろしい悦楽が迫ってくる気配がした。

「あッ、ン、やっ、や……」

「は……っ、未希、好きだ」

　脳を灼くほどの情熱的な声が、私への愛を注ぎこんでくる。打ち付けられる腰も、昂りも、まるで何かを私に刻みつけるかのように徐々に激しさを増していく。

「仕事に一切手を抜かないところ、も、自分にできる努力は全部する、ところも……そのくせ、褒められ慣れてないところも、からかうと、かわいいところも……っ」

　一突きごとに、尾崎君が抱いている私への想いを思い知らされる。沸騰しそうな快感にもみくちゃにされながら、その言葉を必死に追った。一言も聞き漏らしたくなくて、取りこぼしたくなくて、────彼がどんな顔をしてこの言葉を紡いでいるのか、見られないのだけが、残念だと思う。

「負けず嫌いで、……俺に勝つことを、諦めないでいてくれるとこ、も……好きだ……ッ」

「っ、あ……ッ！　あ、っん、んん……！」

　首筋に強く吸い付かれ、赤い痕を散らされる。好きという言葉と共に刻まれる、所有の印。この一時休戦が終わっても残るであろうそれが、どうしようもなく嬉しかった。

　快感と幸福に歪む顔が、どれだけ恍惚としているか、もう自分では分からない。

　ただ、尾崎君に何度も何度も愛を囁かれ、────心と身体を一緒に昇りつめさせられたのが、泣きたくなるほどに幸せで気持ちよかったことは、微かに覚えている。









４　負けず嫌いたちの最終戦







　眩しい。

「……ん」

　緩やかに意識が浮上する。瞼越しでも充分眩しい光に、ぼんやりと朝が来たのだと理解した。

　ずきりと痛むこめかみに手を宛がう。頭がひどく重い理由は、昨日お酒を飲んだからだろう。会社の飲み会があって、飲みすぎてしまって、────それから、どうしたんだっけ。

　覚束ない記憶を探りながら、その姿勢のままベッドに横たわっていると、誰かの気配と共に足音が近付いてくるのが分かった。

「……悪い。起こしたか」

「ん……？」

　よく知った声に、重く腫れぼったい瞼を開ける。

　差し込む朝日に一瞬目が眩んだ。何度か瞬きを繰り返したのち、ようやく認識した目の前の影は、よく知った顔をしていて、────その顔を見た途端、一息に昨晩のことを思い出してしまい、心臓がひっくり返った。

　流れ込んできた怒涛の記憶に、私は呼吸を浅くしながら何とか一言だけ呟く。

「お……尾崎君だ」

「尾崎君だよ。何だ、寝ぼけてるのか？」

「え、ええと……」

　尾崎君は、どうやらシャワーを浴びてきたところのようだった。綺麗に鍛えられた上半身と艶やかな黒髪が、まだ微かに濡れて朝日に光っている。その目に毒な光景を、彼が何でもないふうに私に晒しているという状況が恥ずかしくて、思わず視線を彷徨わせてしまった。

　分かっている、今更だ。この記憶が確かなら、私と尾崎君は、酔った勢いで好き好き言い合いながら再び一線を越えた仲であり、上裸どころか裸だってばっちり見ている。

　でも、何というか、────あからさまな事後感が恥ずかしくて堪らない。

「とりあえず、お前もシャワー浴びたらどうだ。一応あの後俺が拭いたりはしたけど、気持ち悪いだろ」

「えっ……ああ、うん。じゃあ、そうしようかな」

　動揺しきりの私を余所にけろっとした尾崎君が、雑にタオルで頭を拭きながらこちらを見遣る。私はその視線から逃げるようにして、そそくさとシャワールームへと駆けこんだ。

　ドアを閉め、シンクの淵に手をついて深呼吸。自分で着た覚えのないバスローブの紐を解けば、鏡には赤い痕を散らした私の首筋が映った。

「あああ……」

　こんなふうに痕を付けられたのは三度の触れ合いで初めてだ。そのことが、昨夜の睦み合いが勝負の副産物ではなく、互いが望んだ結果だったのだと、否が応でも突き付けてくる。私は疼く心臓の上を押さえながら、よろよろとシャワーブースに足を踏み入れた。

「好きって、言っちゃった……」

　シャワーの音に紛れて、私の呻き声もタイルへと落ちていく。熱いお湯のせいだけではない火照りが、頬を赤く染めたような気がした。

　私は、尾崎君が好き。

　昨夜の酩酊の中で弾き出した答えは、素面の私が再考しても変わらない、純然たる事実としてそこに在った。見て見ぬ振りで、答えを出すのを先延ばしにしていたはずの恋心は、一時休戦によって尾崎君にすら知られてしまっている。

　尾崎君の、意地悪なくせに優しいところが好き。からかってくる甘い声が好き。私の本当は知ってほしい努力を見つけてくれるところが好き。実はちょっと不器用でかわいいところも、好き。

　何より、────私のことが好きだと、素直じゃない口の代わりに、全身で伝えてくれるところが好き。

　『負けず嫌い』を言い訳に押し込めていた感情が、心の奥底から溢れ出してくる。彼の好きなところを一つ一つ確かめるように反芻して、ぎゅう、と締め付けられる胸を押さえた。押し込めていた時間が長ければ長いほど、灼け付くような苦しさと甘さが強くなるのだと、私は生まれて初めて知ったのだ。

　全身を流し終えたところで思考を切り替え、髪と身体を手早く洗う。ホテルのチェックアウトの時間もあるだろう。なるべく急がないと、と呟きながらも、頭はまた別のことを考え始めている。

　私と尾崎君は、どこにも決着していない。

　昨日の『好き』は一時休戦中だったから、ノーカウント。結局話し合っていない私たちの関係は、未だに曖昧なままということになる。このままチェックアウトの時間になり、それぞれの家へと帰ってしまえば、結局また同じ一週間をまんじりともせず過ごす羽目になるだろう。

　かと言って、じゃあ今すぐ自分から『好き』と言おうとも即断できないのが、この負けず嫌いの性分の面倒なところだった。

「……どうしようかな」

　────いっそ、ホテルを出た後にカフェにでも誘おうか。誘ったところで、彼に『好き』と口走らせる作戦があるわけでもないけれど。

　溜息と共に、水滴の落ちる音が狭いシャワーブースに反響した。

　もう洗うべき場所もなく、私は覚悟を決めきれないままシャワールームを後にする。髪をタオルで押さえつつ、そろそろとベッドのほうへと戻れば、音に気付いたのか尾崎君が振り返った。

　もうとっくに着替えて帰り支度をしているだろう。そんな私の予想に反して、尾崎君はバスローブを肩に羽織っただけの、下着姿のままだ。

「えっ」

「早かったな……って、髪乾かしてないのか。風邪引くぞ」

「……尾崎君、帰るんじゃないの？」

「は？」

　不思議そうに目を瞬いた尾崎君が、私の手からタオルを取り上げながら呟きを漏らした。

　そのまま、自分の髪を拭いていたときよりも数段丁寧な手つきで私の髪を拭きつつ、何かを探るようにこちらをじっと見つめてくる。

「……ああ、お前昨日聞いてなかったのか。俺がこの部屋、二泊で取ったの」

「え？」

　二泊という言葉の意味を飲み込むまでに数秒を要した。慌てて記憶を探れば、確かにフロントで部屋を取るときに、彼に何事か尋ねられた気もする。色々なものに酩酊していたが故に聞き逃していたけれど、あれは今日の予定がないかどうかの確認だったのだろう。

　先ほどのシャワーブースでの苦慮が杞憂だったと分かり、私は昨日の自分の浮つき具合を呪った。溜息と共に俯けた頭を、タオル越しに尾崎君の指が揉むように撫でていく。その優しい手つきの上から、甘やかなからかいが降ってきた。

「……『来週まで待てない』って攫ったんだから、このまま大人しく帰すわけないだろ」

「そ……そうですか……」

　大人しく、という言葉に含みを感じ、遅れて今晩もこのホテルの部屋が押さえられていることの意味を理解する。期待と、その期待に対する羞恥に、私はしおらしく囁きを返すことしかできない。

　そうした私の反応をどう見たのか、尾崎君は手を止めると「あと、」と再び口火を切った。

「俺は『一時』休戦って言ったよな？　お前やっぱり、記憶力がちょっと……」

「何ですって？」

　一秒前のしおらしさも忘れ、売り言葉に買い言葉で顔を上げた私の視界に、タオルを掻き分けて伸びてきた彼の手のひらが映り込む。その手が私の顔を掬うように持ち上げて、悪戯っぽく頬を摘まんでみせるので、私はぽかんと彼を見上げてしまった。

「その調子。今から決着付けるんだから、らしくない反応してんなよ」

「な、────」

「まあ、お前が今からでも素直に『好き』って言ってくれるなら、それでもいいんだけどな」

　尾崎君はものの数秒で私の頬から手を離すと、いつも通り、他愛もないことで私をからかうときの愉しげな笑顔を浮かべてみせた。

　彼はどうやら最後まで『勝負』を続けようと考えているらしい、────何度目かの瞬きをしたところで、それをようやく飲み込んだ私は、ついつい笑ってしまう。

　互いに好きだと分かったうえで、戯れのような意地の張り合いを続けるなんて馬鹿みたいだ。それでも、その私たちらしさを彼が大切にしているのが伝わってきて、くすぐったさを覚えながらも頷いた。

「でもいいの？　尾崎君こそ、今がかっこよく『好き』って言える最後のチャンスかもよ？」

「は？　何でだよ」

「昨日の好き好き言ってくれる尾崎君、どっちかって言うとかわいかったから。私の好きなところを必死そうに伝えてくれたのも、すごくかわいかった、し……」

「……へえ、」

　私の挑発めいた台詞に、尾崎君の眉がゆるりと持ち上がる。爽やかな朝の空気が、じっとりと熱を孕み始めたのが肌で分かった。

　そして、ぞろりとした笑みが唇を嗜虐的に歪めたところで、私は自分の煽りが『負けず嫌い』な彼を存分に挑発してしまったことを悟る。逃げ出したいような、謝って許しを請いたいような、そんな心地が喉元までせり上がってきた。

　でも、もう遅い。

「じゃあ俺も、────お前が泣いて好き好き言うとこ、楽しみにしてるな」

　ひどく愉しげにそう囁いた尾崎君が、性急に私の唇へと食いついた。勝負の始まりを告げるそれは、私の煽りを受けてか激しく、むしゃぶりつくようなキスだった。

　もうアルコールの味のしない厚い舌が、いきなり喉奥まで潜り込んで、縮こまっていた私の舌を引きずり出してしまう。くちくちと粘膜同士を擦り合わせる傍ら、後頭部を優しく押さえ込まれ、うなじから髪を掻き混ぜられて、苦しいぐらいの睦み合いに溺れていく。

　身体も絡ませ合うようなキスに、まずタオルが落ちて、次に私のバスローブが床へと散らばる。私も負けじと彼の肩に羽織られたバスローブを毟り取って、そのままベッドへと縺れ込んだ。

　うっすらと開けた目に、朝日に照らされる尾崎君の裸体が映る。朝から爛れすぎだという思いが思考を掠めるけれど、キスをほどかないまま腰を擦られれば、そんなことはどうでも良くなっていった。

「ン、んん……っ、ふぁ、おざき、っく、」

「……尾崎じゃなくて、下の名前で呼んでくれ」

　甘えるように懇願する声音が、ぞくっと私の腰を震わせる。ショーツのすぐ上を撫でていた手が尻のまろみを掴むと、きゅっと悪戯に指を食い込ませた。そのまま淫猥な手つきで揉みしだかれ、背中が大きくしなる。欲望をひけらかすようなその触り方が、堪らない。

　尾崎君の、下の名前。快楽に煮え始めた頭でも、それは呆れるほど早く見つかった。じゅ、うう、と唾液を吸い上げられ、そのまま解放された唇で、たどたどしく音を紡ぐ。

「じん……っ、仁、くん……」

「ん。……よくできました」

　褒めるような軽いキスが触れて、心臓が甘ったるく鳴った。昨夜も酩酊の中で与えられた、言葉以外の好意は、素面の私にはどうにも刺激が強すぎる。性感への期待だけではなく、好きな人に触れられているという高揚で鼓動が速まっていくのが分かった。

　ブラジャーを取り払い、膨らみに手をかけていた仁君もそれに気付いたのか、ひそめた声でかわいい、と揶揄をする。まだ柔い膨らみの先端を指の腹で撫でられて、今日初めての明確な刺激にびくんと腰が跳ねた。

「っあ……！」

「はは、……敏感」

「ンッあ、ふぅ、ん……！」

　ひどいことを言いながら、仁君の口は再び私の唇に噛みついた。隙間のない、熱っぽいキスで私の頭をふやかしながら、両手の指先できゅう、と二つの蕾を摘まみ上げる。まだ完全には勃ち上がっていなかったそれが、鋭い刺激に悲鳴を上げて硬くしこり始めた。かりかりと先端の溝を掻かれ、ぷくりと膨れたところですり潰すように捏ねられる。もったりと唾液を掻き回されるだけの深いキスに対し、蕾を責める技は多彩で、弄ばれたそこはすぐに真っ赤に色づいてしまった。

「ふっ……は、ちゅ、んん……」

「んッ、ぅ……——―！」

　舌をぢゅ、と吸い上げるタイミングで、一緒に蕾も卑猥に引っ張られる。少し痛くされた後に、宥めるように優しく扱かれると、あっという間に快楽に浸されたお腹の奥がとろっと蕩けて、早くも仁君を迎え入れる体勢を整え始めてしまう。

　まだ、乳首しか触られてないのに。週を重ねるごとに厭らしく、彼好みに身体が躾けられていっている気がして、私はじくじくと疼くお腹を押さえて身悶えた。

　それを見た仁君が、片手を私の手の上に重ねる。ほどけた唇が、触れてしまいそうな距離で笑みを描いた。

「は……もう、こっち欲しい……？」

「ゃ、っちが、……ぁ」

「そうか。……じゃあ、もうちょっとここ、な」

　手がするすると蕾へと戻り、あやすようなキスと共にくりくりと爪で掻き上げる。

　最初は、次の刺激が遠のいたことに安堵していたけれど、そのまま飽きるほどに真っ赤な蕾をくじられ続けていれば、流石におかしいと気付いた。

「ッじん、く……っは、何で、」

「ん……？」

「なんで、ち、くび……ばっかり……っ」

「なに、嫌？　さっき下に欲しいかって聞いて、違うって言ったのはお前だろ」

「そ、うだけど……！」

　いじわる、だ。快感に茹った頭でそんなことを呟き、膝で彼の脇腹を小突く。仁君はそれに厭らしく笑ってみせると、悪戯をした膝を大きな手で摑まえ、ぐっと押し開いてしまう。その重みに割り開かれた脚の中心で、焦らされ続けた私の蜜口は、ショーツから溢れるほどにぐっしょりと濡れそぼっていた。それを見た仁君の目が、じりっと獣じみた情欲を灯してみせる。

「っは……せっかく昨日、汚す前に脱がせたのに、な」

　こんなにして、となじりながら、仁君の指先がショーツの上から蜜口をほじる。ぐじゅ、と顔を覆いたくなるほどの卑猥な水音が聞こえて、ようやく貰えた下腹部への刺激に、さらなる愛液が零れてきているのだと理解する。

　ショーツを脱がされると、熱く火照った秘所を外気が冷やした。それでも充血し膨らんだ花唇を掻き分け、くぱりと開かれると、背筋を悦楽が駆け抜ける。

「ッひ、ぁあ……！」

「ん……昨日もしたから、まだ奥まで開いてる……」

「ゃ、ああ……っ開いちゃ、」

　劣情が溶けだした声音が、耳からも私を快楽に浸けていった。見られただけでぐずぐずと一層蕩け出す淫壁が、慰めてくれる硬い指先を求めて、卑しくひくついてみせる。早く指を食い締めたいと望んでいるのがよく分かる、浅ましい蠢動。かあっと目尻が熱くなるのに、仁君はまるで愛でるかのような視線でそれを見つめた。

　ひく、ひくん、と戦慄き、白く濁り始めた粘度の高い蜜が零れ始めるのが恥ずかしくて、私は喉を晒して、彼に刺激を懇願する。

「ん。いいよ……ちょっと待ってろ」

　甘ったるく笑った仁君が上体を起こし、サイドボードをまさぐった。このシーツの上に彼と一緒に沈むのはもう四度目だ。そこに何があるかも、もう分かっているので、私は急に放り出された身体を持て余しながら、彼が準備を終えるのを待つ。

　それでも、一度火が付いてしまった身体は我が儘で、寂しがりで。一分と経たずに再び疼き、ぐずり始めてしまう。思わず太腿を軽く擦り合わせれば、疼く蜜口の上の淫芽が少しだけ刺激を得て、多少は疼きが慰められた。は、と零れた息は甘く、焦れたような響きに濁る。

　その鈍い快感でもすぐに物足りなくなって、私の指が無意識のうちに下生えを掻き分けて秘所へと伸びた。指先がふっくらと膨れた芽をたどたどしく捏ねれば、痒みにも似た焦燥感がまた少し収まったような気がする、────ああ、でも私の指じゃ、やっぱり足りない。擦るには柔らかすぎるし、気持ちよくなりすぎると刺激を止めてしまうのだ。

　どうしたって法悦に至るには足りない、幼気な快感を夢中で追いかけていると、ふいにぱちん、という弾性の音がした。ゴムを肌に打ち付けたような音。はっとして仁君へと視線を遣れば、彼はぎらついた瞳を眇めてこちらを見つめている。

　見られた、────そう思った途端に火はぶわりと燃え広がり、全身を熱く染め上げた。

「……そうやって俺のこと待ってるの、かわいいな」

「あっ……」

「一人で擦るの、気持ちよかったか……？」

　興奮によって低く掠れた仁君の声が、私の浅ましさを暴き立て、ひどく追い詰めていく。好きだと自覚してしまったこの声に、甘くなじられ、淫らな反応をかわいがられると堪らなかった。

　羞恥と快楽の狭間で身悶えているうちに、脚の間へ逞しい腰が捻じ込まれる。そのまま下半身を抱え上げられ、ほとんど真上へ向ける形になった秘所へと、重く頭をもたげる屹立が圧し掛かった。熱く滾り、どくどくと脈打つ感覚が、薄い膜越しに蜜口へと響いてくる。

　今から何をされるのかが手に取るように分かり、私の悲鳴が甘く震えた。

「ん……っ、ぁ、うそ……っ」

「そんなに好きなら、俺も擦ってやる、から……」

「ッん、ァ、あああっ！」

　熱に浮かされたように囁いた仁君が、ゆらりと腰を揺らめかせた。はしたなく大開きになった太腿の間を、その剛直がじっとりと擦り上げていく。会陰の辺りから、とろりと口を開ける花弁とその奥を厭らしく掻きむしり、そのまま暴虐に怯える淫芯をねっとりと押し潰して、────膨らんだ笠の段差と、ずっしりとした幹の裏筋が、追いかけるように同じところをなぞった。

　全身を貫く衝撃に、仁君の腕に中途半端に引っかかった脚が宙を掻く。シーツを掴む指先に痛いほどの力が入った。何かに掴まっていないと、押し流されて戻ってこれなくなるような、そんな気がする。

　哀れなほど身体を震わせて喜悦を示す私に、仁君が荒く息をついて笑いかけた。

「ッ、ふ……まだ、一回擦っただけなのに。随分気持ちよさそうだな」

「はー……っあ、これ、だめ……っね、おざき、く」

「こら。仁って呼べって言った、……ッ、だろ……」

　呼び間違いを叱るように、今度は腰を引いて、逆向きに秘所全体を擦られる。私が零した蜜を纏ったせいか、さっきよりも滑りがよくなった剛直は、容赦のない刺激を与えてきた。

「っあ……く、」

「ひ、ァ……ッ、あっ、あ、ああっ……！」

　仁君の腰はそのまま止まらず、前後にずりずりと怒張を擦りつけてくる。だんだんと動きを速めるそれに、私の嬌声も間隔を狭めていった。揺さぶられる骨盤に硬い腰骨が打ち付けられて、波打つような感覚が胎奥へと伝わっていく。溢れた蜜が擦られ、泡立てられた後に双丘の間を滑り落ち、背中のほうまで垂れていくのが、信じられないほど厭らしかった。

　腰を振っているせいか、仁君の髪が乱れ、獣欲を滾らせた瞳がその隙間から見え隠れするのが、私を堪らなく落ち着かない気分にさせた。彼の半開きの唇から零れる息さえも艶めいていて、うなじの辺りをぞわぞわと粟立たせる。

「んッ、ン、っあ、仁、く、」

「はー……ッ、ぁ、く……な、未希」

　当然のように呼ばれた下の名前は、昨夜の交わりを思い出させた。媚びるように啼きながら、目だけで返事をした私に、仁君はふっと口の端を吊り上げてみせる。

　そうして、ひときわ強く私の秘所を抉り上げ、耳元で甘やかに唆すのだ。

「俺のこと……好きって、言って」

「す、っあ、ゃ、っぁああっ……！」

　一息に絶頂間際まで追い込まれた身体に、毒のようにその言葉が染み入る。反射的に従ってしまいそうになったのを、寸でのところで抑え込んだ。

　がつん、と脳まで揺らされるような快感は、それでも果てには少しだけ足りない。そのもどかしさにひくつく淫裂の上を、熱い昂りの裏筋がゆるゆると撫でた。ぞくぞくするような顔でこちらを見下ろす仁君は、熱い溜息と共に腰を引いて、私の蜜口に切っ先を引っかける。

「ぁ……」

「我慢するなら、それでもいいけど、な。言うまで……イかせてやらないし、挿れもしない。ずっと……ここ、ゆるゆる擦って、やるから……」

「っや、ぁ、ず、ずるい……卑怯、でしょ……！」

「ずるくない。ッお前が、こんなに強情じゃなきゃ、ここまでしてないっての……」

　期待に潤む淫蕩な淵は、甘くほぐれて食べ頃だ。それなのに剛直は淵を引っかけるだけで、そこを貫いてはくれず、誘うようにまろい先端を擦り付け、その猛りを知らしめるように押し当ててくる。たまに少しだけ切っ先を泥濘に沈めてくるのが、また厭らしかった。

　その切っ先は、奥まで飲み込もうとする内壁を無視して、ちゅ、ぽ、という淫猥な音と共に泥濘から抜け出ると、ぷくりと膨れて剥き出しになった真珠に、纏わりついた蜜を塗り込む。手玉に取られている、弄ばれ、苛められている。どれが正しいかは分からないけれど、私が心までを一方的に征服されているのは確かだった。

　仁君だってこんなに昂らせて辛いはずなのに、表情はまだまだ余裕そうで恨めしい。

「ほら、どうすんだ……未希」

「ッん、言わな、っ……はぁ、あ……」

　最初に蕾、次に秘所と、じりじりと与えられた快感が身体の中に溜め込まれて、弾け飛ぶのを待っている。それなのに、あとほんの少しの刺激が足りない、足りない、足りない。────幹は開き切ってしまった入り口を甘やかし、切っ先は私をイかせない程度に、じっくり、丁寧に淫芯を弄ぶ。気持ちいい。気持ちいいのに、熱が逃げていかない。もっと気持ちよくなりたいのに、なれない。シーツの上で踊るように身体をくねらせれば、きつい淫虐に生理的な涙が零れる。

　そんな私を愛おしげに見つめる仁君は、余裕ぶって、さらに意地悪に私を追い詰めた。

「そ？　俺はいいけど……ハ、お前、いつまで我慢できる？」

「ッや、ああっ、言わな、いっ……あ、も、やだあ……！」

　過ぎたる快感に焦れた最奥が、ゆるゆると下がってくる。慰めるものが欲しいとぐずるそこにまで煽られて、私はもう曖昧になりそうな意識に縋りつくことしかできない。我慢なんて、一秒だってできそうになかった。何もかもが彼の前に曝け出され、屈服を示しているのが分かっているのに、それを取り繕う余裕もない。

「……俺の、欲しくて仕方ないくせに」

　吐き捨てるような声の、語尾が劣情に掠れている。目の淵に溜まった涙の向こうで、仁君が何かを訴えかけるように、私を見ていた。シーツを掴んでいた指先を絡め取られる。きつく捕まえられて、視線が深く交わった。

「好きって、言ってくれ……、ッ」

　その『何か』が、彼の中に渦巻く私への『好き』だってことは、もう分かり切っていた。

　懇願する声音に、ぎりぎりのところで耐えていた理性の糸がふつりと切れる。途端にどっと溢れ出す、仁君への想いや欲望の最中に、一つだけ衝動が生き残っていた。────彼にただでは負けたくないという、ささやかな対抗心が。

「あ……」

　仁君と初めて勝負をしたとき、言い出したのは私だった。確か、私が異動してきてから、最初の営業成績が発表された日で。初めてで勝手が分からないなりに努力して、そこそこの成績を出した私の近くで、仁君と話していた同僚が零したのだ。「尾崎はやれば何でもできるからいいよな。勝てる気しないわ、頑張るだけ無駄」と。

　そのときの仁君の諦めたような笑みに対する、全身へ血が巡るような感覚を、私はどうして忘れていられたのだろう。

　一人きりで頑張る、孤高の人にしたくないと思った。その隣に並び立って、張り合うことを諦めないでいてあげたいと思った。昔助けてくれた、ちょっと好みの顔立ちの救世主様に、もう二度とあんな顔させたくないと思った。

　────だから私は、あの日からずっと『負けず嫌い』なのだ。

「未希？　どうし……」

　仁君の首元に抱き着くようにして、その顔を引き寄せる。予想外だったのか、ぐらりと傾いで近付く仁君の唇に、自分のそれをそっと押し当てた。吐息が甘く震える感触。

「……私も、仁君が好き」

　意地悪なくせに優しいところが好き。からかってくる甘い声が好き。私の本当は知ってほしい努力を見つけてくれるところが好き。実はちょっと不器用でかわいいところも、好き。

　何より、────私のことが好きだと、素直じゃない口の代わりに、全身で伝えてくれるところが好き。

　この想いの全てが、『好き』の一言で伝わってしまえばいい。昨日の彼ほどには素直になれない私には、そう願いながら囁くことだけで精いっぱいだ。

　呆けたように私を見下ろす仁君に、もう一度丁寧に口付ける。あえて『も』と言った意味も、私からの初めてのキスが今なのも、彼ならすぐに私の負け惜しみだと気付くだろう。

　『俺に勝つことを、諦めないでいてくれるとこも、好きだ』────あの日から負けず嫌いになった私に対する返答は、もう貰っている。そのせいか、負けたというのに清々しいような気分で、私の口元は自然と緩んでいた。

「私の負けだね」

「……は、あー……くそ、お前な……」

　眩暈を堪えるかのように、仁君が自身の目元を手で覆う。その手のひらから微かに覗く目元や、頬が、仄かに赤く色づいて見えるから、きっと私の負け惜しみは効果てきめんだったのだろう。

　呻くように毒づいた仁君は、そのまま私の腰を抱え直すと、────潤み切った蜜壺を一息に貫いた。

「ッあ！　ゃ、ああ、ぁッ……～～～！」

「ぁ、ぐ……っハ、加減、……できなくなるぐらい、かわいいな、っとに……！」

　馬鹿みたいに愛おしい。囁き声に混じる荒い呼吸は、彼自身も焦らされていたことを示しているようで、ぞくぞくとした痺れが心臓にまで回ってしまう。私を貫く剛直は、甘えるように下りてきていた最奥の窄まりを容赦なく突き上げ、揺らして、身体の境界線まで曖昧になるような暴悦に叩き落とした。

「ア、っや！　じん、く……っァ、ああっ……！」

「ッ、は……ァ、っ俺も、好きだ……お前のこと……！」

　唸るような愛の告白と共に、私の内壁を蹂躙し尽くす律動が始まった。

　淵を限界まで広げて押し入る怒張は、今までで一番硬く滾り、縋りつく襞を荒々しく掻き分ける。今日は指の一本も受け入れていないそこを、自分のものだと教え込むように奥まで開き、熱で蕩かしては屈服させていく。

　あまりに激しく揺さぶられるせいで、膨らみが上下に厭らしくたわむのが分かった。そこにぽたぽたと仁君の汗が落ち、お腹の方まで流れていく。うっすらと目を開ければ、仁君の快感にしかめられた顔があって、ぎゅう、と胸の奥が苦しくなる。

「っあ、じんくん、っすき、好き……ハ、あっ……！」

　私の甘ったるい喘ぎ声に、そのしかめられた顔が少しだけ緩み、視線が絡む。その甘やかすような反応が堪らなくて、応えてくれるのが嬉しくて、泣きたくなる。愛おしいと伝えてくれるその瞳を求めるように、もう一度首元へと手を伸ばせば、腰つきの激しさからはかけ離れた、優しく幼気なキスが降ってきた。奥に嵌り込み、ぐちぐちと私のかたちを変えてしまおうとする腰遣いと、上顎や舌を柔くくすぐり、どろどろと私の意識を溶かしてしまおうとするキス。その対比が私という個を完膚なきまでに崩していく。

　何もかも全部を、仁君に見せてしまう。

「ッハ……、ぁ、っ馬鹿、煽るな……」

「だって、好き……っ、だから、ぁ……」

　箍が外れたように『好き』を零す私に、仁君は唸るように吐息を噛み殺して、再び猛然と腰を打ち付けてきた。呼応するようにきゅう、きゅん、と淫筒がさざめき、熱い楔を精一杯食い締めて、その形を覚えてしまう。

　腰を掴んでいた大きな手が、私の両手と指を絡ませ合い、シーツにぐっと押し付けられた。倒れ込んできた仁君のじっとりと濡れた上体から、私をくらくらと酩酊させる香りがする。嗅いでいるだけで花弁がひくつき、熱杭の根本を甘く締め付けた。

　大きかったストロークが徐々に速く、小刻みに変わる。奥だけを執拗に穿たれて、中の痙攣がずっと続いた。やがてその震えが大きくなって、果てがすぐそこまで迫ってくるのに、彼の身体にすっぽりと覆われた檻の中では、逃げ出すための一分の隙もない。ただ、仁君の下で快楽をたっぷりと注ぎ込まれてしまう。

「ぐッ、ぁ……っは、未希、っこっち、向け」

　は、はという荒れた呼吸ごとを混ぜ合わせるように、仁君は再び私にキスを与えた。最奥を押し上げた昂りをぐりぐりと押し付けられ、下生えが淫らに私の秘芯を撫で擦っていく。ただでさえ上がる呼吸をキスで奪われ、その最中にも新しい悦楽を押し込まれて、意識も思考も理性も、頭に起因する、私をつかさどる全てがぐずぐずに煮蕩けてしまった。

　至近距離で、仁君と再び目が合った。快楽に支配されているくせに、やっぱりどこかで私への愛しさを滲ませているその瞳が、好きだと訴えかけてくる。

　好き、好きだ。未希、好き、────瞬きの合間に揺れる瞳が、そう囁くのが確かに聞こえた。

「……ッん！　ふ、ぅん……んッ、ぁ！」

「ン、ッちゅ、は……は、未希、も、悪い……限界、……、っ！」

「あッ、あ、わたし……も、はぁ、ああっ……！」

　ばつ、ん、と怒張がひときわ強く最奥を叩いた。逞しい腰がぐっ、と押し付けられたかと思うと、そのまま膜越しに欲望を迸らせる。

　私は抵抗もできないままその昂りを全て呑み込まされ、全身を貫くきつい法悦にがくがくと震えた。そのまま、戻って来られない果ての底まで放り出されて、耳元で聞こえる荒い呼吸と、低い唸り声に聞き入ることしかできなくなる。

「あ……っは、は、ぁ……」

　呼吸も忘れてしまうような悦楽は、まるで奔流のようで、私たちは互いに互いの身体に縋るように、隙間なく抱き合っていた。私より少しだけ早く、その悦楽の淵から這い出てきたらしい仁君が、緩慢な動作で私と鼻を擦り合わせる。

　私たちにとってキスの前戯と化したそれに、意地で顔を上げると、褒めそやすようにゆったりとしたキスが絡みつく。

　ちゅ、ちゅ、というあえかな水音が、徐々に荒い呼吸音より大きくなった。大きく息をついた仁君が、ゆる、と目元を甘く緩める。

「……好きだ」

　キスがほどける間際、その唇は最後に吐息のような囁きをくれた。
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「あー……」

「何だよ」

「いや、負けちゃったなあと思って……」

　互いの呼吸がしっかり整ったところで、私たちは並んでベッドに転がっていた。人ひとり分はない間隔に、自分たちが好きあった恋人同士になったのだという実感が生まれて、今更じわりと頬が染まる。

　それでも声がどことなく残念そうに響いてしまうのは、やはり負けてしまったからだろう。仁君の隣に並びたいがゆえに始めた『負けず嫌い』は、もう私という人間にしっかり馴染んでいた。

　私のそんなささやかな秘密を知る由もない仁君は、屈託なく笑って私の髪を柔く掻き混ぜてみせる。

「お前、ほんと負けず嫌いだな」

「誰かさんのせいでね」

「ん。……でも、俺は好きだよ。お前のそういう、かわいいところ」

「ピラニア並みのガッツじゃなくて？」

　戯れのような掛け合いが、そのまま笑い声へと変わる。

　上半身を起こした仁君が、私に触れるだけのキスを落として立ち上がった。もう一回シャワー浴びて、昼飯ぐらい食べにいくか。何でもないようなその声音に、同じ温度の声を返しながら、私は鎖骨の辺りを親指で擦った。ぎゅう、と締め付けられた胸の奥の甘ったるさを誤魔化すために。

「……『惚れたほうが負け』って本当なんだ」

「なに？」

「ううん、何でも」

　あんなキス一つでときめいてしまう辺り、しばらく私の負けが込みそうだ。

　それがやっぱり悔しくて、私はせめてもの仕返しと反抗に、その背中に好きだよと呟いてみせる。

「……お前な、せっかく収まったところだってのに……」

「え？　何が……」

　ゆらりと揺れながら振り返った仁君の瞳が、先ほどまでの濃密な情交の気配を再び孕んでいるのが見えて、私は口の端を小さく引き攣らせる。

「いやいやいや、嘘でしょ？　嘘だよね？」

「言っとくけど、未希のせいだからな。お前が『好き』って言うの散々焦らした挙句、あんなタイミングで言うから……」

　完全に『そういう』スイッチにしか思えなくなった、────ひどく身勝手で無茶苦茶な、とんでもない台詞を吐きながら、仁君が再びシーツの上へと私を押し倒す。これ以上は本当に無理、と喚く唇は手慣れたふうに塞がれて、彼の身体を押しのけようとした手も両手首をあっさりと押さえ込まれてしまえば、私にはもう為す術はないわけ、で。

「……悪いな、堪え性がなくて」

「ほんとにね……」

　それでも結局、何だかんだとその懇願するような苦笑にときめかされてしまうのだから、やっぱり惚れたほうが負けなのだ、────身体に忍び寄る火照りを受け入れて、私は再び仁君の愛撫に溺れていった。









エピローグ







　付き合い始めたんですか。

　長い睫毛を瞬きながらそう呟いた梨花ちゃんに、私は痒くなった首筋を擦りながら「まあね……」と曖昧に笑い返した。

　月曜日。麗らかな昼休みのカフェスペースは人が多い。自前のお弁当をつつく私と、コンビニのカップサラダをちまちまと口に運ぶ梨花ちゃん、────そしてその横で長い脚を折り畳み、コンビニのサンドイッチを摘まんでいる仁君は、主に三人目のせいで著しく目立っていた。

　梨花ちゃんは一番仲の良い後輩だし、恋愛沙汰にひどく聡い。隠すよりは先に話してしまったほうが得策だろうと二人で話し合ったのだけど、ちょっと場所のチョイスが悪かったかもしれない、────そんなことを思った矢先、ぱっと顔をほころばせた梨花ちゃんは、何故か仁君のほうに向き直った。

「良かったですね、尾崎さん！」

「あー……そうだな、お前はそういう反応になるよな」

「え？」

　二人の意味深な反応に首を傾げた私へ、答えをくれたのは梨花ちゃんのほうだった。

「尾崎さん、ずっと先輩のこと好きだったじゃないですか。で、私はそれを密かに応援してたんです」

「応援というか、見て楽しんでただけだろ」

「えっ……」

　思いもよらない言葉に、箸で掴んでいたブロッコリーが弁当箱の中へと落下していく。

　梨花ちゃんの話によれば、仁君は私を飲み会で助けた時点で、普通に好みだなと思っていてくれたらしい、────何だか変な汗が出てきて、私は慌てて羽織っていたブランケットを畳んで膝に置いた。

　そんな私の反応に、サンドイッチを全てお腹に収めた仁君がふと笑い、梨花ちゃんの後を引き継いだ。

「それで、異動後にちゃんと話すようになって……まあ、いいなとは思ってたんだけど。お前が来て、最初の営業成績の発表の日」

「あ……」

「俺に言っただろ。『努力が誰にも認められないのは、ちょっと寂しいよね』って」

　先週の土曜日の朝に思い出した、私が仁君に初めて勝負を申し込んだ日、だ。────私はあの日思い出した記憶の、さらにその後を追憶する。

　仁君と話していた同僚が立ち去って、私のほうから声をかけた。負けちゃった、とちょっと悔しそうに呟いた私に、仁君が目を見開いたのを覚えている。それから、次は勝つから私と勝負してほしいと頼み込んで、彼が不思議そうにしながらも了承してくれて。

　たぶん、その直後に言った台詞だ。

「その言葉が何となく、一ヶ月経っても二ヶ月経っても離れなくて。そのうちにお前、本当に俺に勝つようになるし……今度は目が離せなくなった」

　訥々と語られる仁君の胸の内に、周りの状況も忘れて聞き入ってしまう。

　────仕事に一切手を抜かないところ。自分にできる努力は全部するところ。そのくせ褒められ慣れてないところ。からかうとかわいいところ。負けず嫌いで、自分に勝つことを諦めないでいてくれるところ。

「好きだって認めてから、結局一年ぐらいかかったな。お前意外と隙がなくて……聞いてるか？」

「聞いてます……」

　羞恥が許容量を超え、助けを求めるように梨花ちゃんを見たが、彼女は素知らぬ顔でカップサラダのコーンをフォークの先で突いていた。私の照れ隠しなんて全てお見通しの仁君は、とどめを刺すような声音で追撃を放つ。

「だから、────本当は、最初からずっと俺が負けてたんだ」

　惚れたほうが負け。先日私も実感したその言葉を諳んじて、だからこそ『好き』はどうしても私に言わせたかったのだと告げる。どっと押し寄せる複雑な感情に、私は思わずはくりと喉を震わせた。苛立ちのような、愛おしさのようなそれは、私が彼に対してよく抱いてきた、ずるいとなじりたくなるような衝動にひどく似ている。

「で？　言いたいことがあるなら聞くけど」

「……人のこと言えないぐらい負けず嫌いなのは、そっちじゃない」

　悩んだ末、そう絞り出した私に、仁君はいつも通りの、からかうような笑みに甘やかな声で「好きな女に、負けっぱなしでいたい男はいないだろ」と、ずるく嘯いたのだった。








あとがき







　こんにちは、皆みな原はら彼方かなたと申します。

　こうして『本』として自分の文章を世に出すのが初めてなので、ほとんどの方がはじめましてかと思います。そんな中でこの本をお手に取っていただけたこと、とても嬉しく思っております。ありがとうございます！

　感慨やら緊張やらで情緒が大変なことになっておりますが、無事にここまで漕ぎ着けられて本当に良かったです。

　今回は頑張り屋で負けず嫌いなケンカップル二人による、じれじれ系のオフィスラブを書かせていただきました。途中で「負けず嫌いとは……？」「ケンカップルとは……？」と色々なものを見失いそうになりながらの執筆でしたが、少しでも皆さまの心に残る二人になっていたら大変嬉しいです。

　また、本編の六割五分（体感）が官能シーンという濃密すぎる一冊になってしまいましたが、いかがでしたでしょうか。「ドキドキできるシーンになれ……なれ……」と念じながら書いていたら、いつの間にかシーンが厚くなってしまっていて、正直私が一番慌てていると思います。これも全てヒーローの尾崎君がねちっこいのがいけません。

　とにかく分量が多いので、ドキドキできる単語やシーンのストックが切れかかりましたが、最後まで書けて良かったと今更ほっとしております。どこか一つでも、皆様をドキドキさせられるシーンになっていたら幸いです。

　そして今回、そんな濃厚な中身を体現して有り余る素敵な表紙を、えまる・じょん様に描いていただきました。見た瞬間に心を撃ち抜かれる、色気と雄感が絶妙なイラストです。私は心が撃ち抜かれすぎて、胸に大穴が空いてしまったような心地です……。

　自分の文章の中にしかなかった世界を、こうして表現していただけるのが本当に嬉しくて堪りません。ありがとうございました。

　また、こうして形にしてくださった編集様や、制作に関わってくださった全ての方々に。そして何より、ここまで読んでくださった皆様に、この場を借りてお礼申し上げます。

　本当にありがとうございました。

　それでは、またどこかでお会いできますように。
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